
大 正 六 年 九 月 十 四 日 第 三 種空1¥使 物 認 可 ・ 昭 和 十 一 年 三 月 二 十 五 日 印 刷 納 本 ・ 昭 和 十 一 年 四 月 一 日 夜 行 ( 毎 月 一 随 一 日 澄 行，



弊 社 製 品 納 入 の

製

C I  

ロロ
種 目

新 建

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ・7 シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル ド ア 一

朝 日 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ 一

瀬 川 式 ス チ ー ル バ ー チ シ ヨ ン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ f 7ー及メールシユート

其 他 一 般 的 建 築 金 物 類

築

「

朝日建材株式合祉大阪支応

大阪市東匡高麗橋二丁目九番地( 高麗橋野村ピノV 内〉

電 話 北 演 (23) 国 4114 ・4715 ・5221 (3) 

本 世

工 場

麹町直丸ノ内二丁目二番地( 丸ノ内ピノレ内 )

電 話 丸 ノ 内 (23) 1141・1142・1143

東 京 市 域 東 軍 北 砂 町 三 丁 戸 一 二 番 地

電富本所(73)21::>{ • 215日・ 21::>9

大阪支底出張所 頑岡市東長洲八丁目六三番地

電 話 福 岡 1 2  9  0 番

( 名古屋市中匝南大津町一丁目九ノ二( 共済ピノレ内)

出張所( 霞 眠 中 2116 ・2111

l奉 天 市 千 代 田 遁 二 五 番 地

特 約 底 大 連 市 山 腕 遁 二 一 三 三 紡 会 司



人曾 : 告 |  

昭 和 11 年 2 月 22 日 開 曾 ノ 臨 時 線 、 曾 ニ 於 テ 本 協

曾 細 則 「 第 四 俊J チ 「 第 四 傑 ノ ー 」 ニ 改 メ 倫 其 衣 ニ

下 記 傑 項 ラ 挿 入 シ 即 日 寅 施 ノ コ ト ニ 決 議 致 シ

マ シ タ

昭 和 11 年 4 月

日 本 建 築 協 曾

第 四 傑 ノ 二 本 舎 ハ 有 盆 ナ ノ レ 事 業 チ 行 フ 局 幹

事 曾 チ 設 置 ス ル コ ト ヲ 得

幹 事 ハ 常 務 曾 ノ 詮 衡 テ 経 テ 曾 長 之 ラ 指 名 シ

幹 事 長 ハ 幹 事 中 ヨ リ 之 チ 互 選 ス

幹 事 長 ハ 幹 事 曾 デ 整 理 ス



建 築 乞 枇 曾

第 19 輯 第 4 務 昭 和 II 年 4 月号変行

田 四 国

目 衣

最近の建築行政遇戚三題ぃ

日本式建 築 の 反 省 ・・

建 築 そ の 折 々 ・ ・

新 京 か ら ..

沖 縄の衆落と民家に就てー

- 玉 置 豊 次 郎 ( 13 )  

・大 倉 三 郎 ( 18 )  

. 大 内 秀 一 郎 ( 22 )  

・南 信 ( 26 )  

・川 勝 健 二 ( 31 )  

| 研究及調査報 告 |

室内の日照と 人口 密 度 一 . ， •• ，. •• . . 田 中 蹴 ー ( 39 )  

昭 和 11年 2 月21 日大阪府下震災調査報告 .. 災 害 強 度 委 員 曾 ( S3 )  

災 害 忘 備 録 ・ ・ . . •. •• .. . ，一一. . ・・ 亀 井 孝 次 郎 ( 66 )  

三111111111111111 111 11111 11' 1' :

=
=
=
P
H
 

昆

川

寓

川

緒

川

口

川

商問銀行集合所

吉 田 鹿 之 助 荷 底

省 線 三 宮 際

阪 念 神 戸 含 館

阪 神 元 町 腐

、
J

、
ノ、

J

s

a

L

u

n
ヲ

〆‘、

r

k

f

、

.
•• 

•
•
• 

C  10  )  

(  11 )  

{
畑

」

一

骨

量

一

「

叫

町

一

巴

同

』

「

制

}

資 源 委 員 舎 の 分 散 計 鐙促江主 案 ( ア メ リ カ 〉 ・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・ ( 77 )  

回目匡 ｉｾ
病院〈スイス〉・-

L ongcbamps レストラ ン( アメ リカ〉 ・・

ポ ー ト ハ ウ ス ( カ ナ ダ 〉 ・・ .， . -.  

ハ イ ゲ イ ト の ア パ ー ト ( イ ギリ ス〉

ス トリート ハ ム 丘 の ア パ ー ト メ y ト ( イギ P ス)

C  7ヲ〉

・( 田〉

(  81 )  

C  82 )  

C  84 )  

工 事 中 の プ ラ ッ セル 博 覧舎の中央官官( ペノレ、ジウ ム) .. .. . .  .. . .  .. ・・ ・・( 86 )  

曾 報 一 一 一 一 . . .. . .  •• •• . .  •. . .  .. . • .. . • . . 一( 87 )  

附録・ 各府牒改正市街地建築物法施行細則 〈柿奈川軍事鹿〉



外 観

“ 福岡銀行集曾所" 設計・石本建築事務所施工 ・清水組九9lN支，官

I  IV  



』ーミミ

.  

福 岡 銀 行

集 曾
戸

町

ハ

v

F

L

r

J

 

設計・石本建築事務所

施工・清水組九州支居

背 面

二 階 ホ ー ル

I V  2  



玄 関 ホ ー ル

洞 同 銀 行

集 合 所

設計・石本建築事務所

施工・清水組九州支庖

階 歩 廊

t講 堂 前)



三 階 講 堂 ス テ ー チ 側

階 講 堂

I V  4  j ，桶民銀行集曾所" 設計・石本建築事務所・施工 ・清水組九州支庖



。;;.0- " 、

曾 議 室 及 食 堂

塁突 福 岡 銀 行 集 曾 所 新 築 工 事 概 要

f立 置 沼 岡 市 薮I佐原i紛 11番地ノ l

敷 地 面 積 964・60卒 方米 ( 29J j 司; 8)

F皆各坪 書 土 地 階 34・25 ( 10・36J )

登 階 369 .09 ( J  1  J ・676)

買t 階 358 . 55  ( 108 ・461)

参 階 28J ・55 ( 85・168)

附 極家 48 ・80 ( J 4 ・77 )

線 延坪重宝 1092. 24 ( 330・43う〕

構 造 銭筋 コ ＧＺＯ ＱＧリート構 ｾ Ｓ 階 建 l 部 地 下P主

軒 高 新地盤Z線よ り軒 桁 ま で

J 4米 41 ( 46尺 89)

最 高 部 /1 17・8 ( 58・74)

工 程 地銀祭 昭和 10年 5 月10 日

上株式 昭和 10年 J O月24 日

竣 工 昭和 J1年 2 月20 日

徳延 人員 11，∞3人

各 室 醍 量

地 階 媛 房機 関室

階 ]J I寄、 玄関 、民 I旬、司王務室、交 換室 、 6[g接

室 、委 員 集 、喫; 限集( 悶恭室〉ー酒場球戯

皇室ー サ y 凡 ー ム、illf 所ー 洗面 所、物 置 、附

腐 家( 小使室〉

2  階 談 話 案、図 書 宗 、合議需 ー食 堂 、厨 房、 日

本 1m ( 踏込玄腕 、取次 l問3 盤 、次 の 間 6 盤

座 敷 JO盤〉 使所一 洗面[ 所

3  階 歩 廊ー パノレコ y 、講 堂 ーパルコ y 、控 京 、

激制ii 定 、物 :;(L 似 J! r 一洗 面 所

篠 式 日本 イ ':/ t7 ーナ シ ョナノレ

外 袋 腹廻り及玄闘廻り 銚 卒石 軒 2 寸 4 分自 tl!! J在

層向L張 i% ｊ 米 Ｓ Ｕ ［ｭ とし 壁 面会部モ ノｾ t7 ノι 吹

付 仕 上とす

屋 根 摩 根 s*型 j炎宮古柿色χ :1.;: 一部 陸 屋 根 とす

内 袋

附併 設備

設 計監 督

施 工

床 仕 上 玄側 一金玉石阻1探勝意 。瓜2間一 5

寸 角特 種 タ イ ル 強 り。球戯家ーリノ 9 イノレ

張り。委員室ー喫煙室刑場 一岡容室ー 給 ア

ロ ーアリ y グプロ ック援り。談話室ーゴム

ダ イル o 合 議案 ー 食 堂 一緒 寄 木 張 ボ ーダ ー

付 。歩 廊 一 人法際出 し一部 飛模 様 入

講 堂一 腹 接 室 一 事 務室ー手形 交換 室ー 其 他

等 リノリユ ーム致 と す

腹 壁 玄 関 高 さ 1米 10 償問0 ・25 1寸 長

手 F イ凡張りの壁ラフコ ー ト仕 上 。 交換 笠

ペ = ャ腰 . . . . . . : ' ; /キ壁パル ボイド仕 上 。 委 員 家

格 ペ= ヤラ ック仕上監は 壁紙 援 と す

球 戯 室 喫 煙室 酒 場 5 寸 角 特級タ イJ l . rr長

壁ネ ー ノｾ l' 9 ー ト仕上 i l ' i 場布地政エ y ヂ

色 ペ y キた込書 、合 議 室 食 堂 チ ー ク 材

ベェヤ線合せパネノt 式 ラ ッ ク 仕 上 小笠 山 路

合 カ テ紙 1 0 。 図 書 室 キ ノι 1' i!k付 銀泥ヌ

! } - ，: y キ」、書取り

講 堂 ベユ ヤ ペ ｹ キ塗ｾキノｾ l' ｾ＠ ':/ キ[l k付

け仕上と L ，其他各室 * 喰塗 の上ペ y キ lb j(

性 ペ y キ仕 と と す

天 井 玄 関一 民間 ラ 7 コート仕上

交換 室 パル ポ イ ド 仕 上 球 戯 室 ー 喫煙 室

酒場才、 ー ノＧ ｾ l' リート仕上

合議 案 漆 喰 塗 中 心 飾 付 ベ y キ主主仕上 講

堂 キルク イン キ[ l k 付仕上主 L 其他漆 喰 塗

仕 上 主 す

電気 照 明、扇 風 器、電 気 時計 、電話 、 緩 房

給 水 、給 湯、消 火 栓、 J C斯、 排 水、衛 生 工

事空宇設備を施す

石 本 建 築 事 務 所

清 水 組九 州 支j苫

5  I V  



吉田鹿之助商庖

設計・* 笠原建築事務所

施 工 ・ 八 木 工 務 所

株 式

合 計上

童

館

平

面

闘

観

本 告，t

'" 

タ十

ぷ

際

平

f

回

国

-

・けま

刊

-
e

F

1

2

 

I V  6  



事 務 室

感 接 室

“ 吉 田 鹿 之 助 商 庖 円 設計 ・小笠原建築事務所 ・施工・八木工務庖 7  IV  



社 長 室

I V  8  

吉 田 鹿 之 助 商 !高

設計・小笠原建築事務所

施 工 ・ 八 木 工 務 所



省 線 三 宮 韓 外 観

省 線 三 宮 躍 車 寄

叶省 線 三 宮 罪 " 設計・ 錯遁省大阪改夏事務所・施工 ・大林組

9  I V  



省 線 三 宮 麗 ホ ー J J，

阪 念 “ 神 戸 禽 館 " 外観・設計 ・阿部美樹志・施工・竹中工務庖

I V  10 



阪神電鍍元町韓改札口

阪 神 電 錯 元 町 韓

“ 阪神電鍍神戸元町襲" 設計 ・阪神電鍍工務課建築係・施工・大林組 11 I V  



省 線

，呂ーえ司令

騨 平 面 園

国 ::i ロ ロ
。 。

ロ ロ 口 口 ロ

」=t

" j  11111111111'11 ｾ＠
ロ ロ

。

ロ ロ ロ
。

ロ

回圃

E ロ ロ ロ

ｾ 脚 ｭ ｬ ｬｬ ｬ ｬｬ ＡｉＡｾｉ ｾ
o  0  cl'  

ロ ロ ロ ロ ロ ロ

B 司

. =Pl t lil 

守二'" ・

ト ・ Ｔ 司 ｺＮ・ｾ ， 唖

. ... '..: lT  

"'. ，尋'

口 口
。 。

ロ i ロ
。 .  -. 。

ｾ ｦＮ ｦ 同 品 、，

。 。

o ー，f 。

o 、 r d  

o・一ー 一一ー・ σ 苧

。 。

‘ γ . L  ... ， 

N  

〉



最 近 の 建 築 行 政 遜 戚 三 題

玉 置 自 : 衣 郎

1 都 市 計 書 の 警 察 化

これはアメリカ の話であるが. 最近の アメリカの都市計霊行政を研究した本を見ると .

時 k 警察化の こ とが載ってゐる 。都市計蓑の執行に営って幹察カヵ; 非常な役割を務めて居

ることが判って 、大いに注目 し初めたのである 。

我々 も時々日本の現行制度が果して良いのかどうかを? 考へきされる こと がある。 現在で

は兎も角都市計安行政中の建築行政は瞥祭行政の中に含まれてゐるのであるが . 他の繁察

事務に混ってゐることが遁営であるか否かは一舷疑問のゃうであ る。一般に警察と 云ふ所

は許判の良〈なレ所であるから 、そ の中に混って仕事をする こと は損になる謹である。そ

の意味に於 て 建築行政は曾繁か ら 濁 立 し＿こ方が徳 ｦｾＧ らうと云ふ意見が出る 。 所が又一方今

日の警察行政の中で一者不幸1'-: 1'日な のは建築行政であるから 、建築行政が出 て行って央れTニ

ト一般の警察行政のをF判は少しはましになるピらうと云ふ意見も閉そうである 。

賓際問題として度畳樹の検芥なんかは警察の仕事ではないのであるが立慌にどしどし施

行されて居るやうで あるから 、建築の検査もこれと同様に幹察力の背景がなくとも、 必す・

しもやれないことは無さそうに考へられる。更に一歩進んで行政官臆の手を離れて 、地方

自治闘関の手に移しでも良さそうに考へられる 。現に諸外聞の中には後者によってゐるも

のも 相官ある 。

どちらかと去へば建築行政が件察行政の一部であると云ふことは名勝な話ではない。闘

民と しては出来 るにり瞥祭事務を僅少ならしめＮ仕事は瞥祭と ｉｾｍ 係のなし、地方自治国関 に

於て統轄 され るのが理想、である。間民の自治能力 lこかげてでも 日本の建築行政を警察行政

の中から 分 離 されること が笠ま しい のである。こう いふ理論から して大阪府では先年特別

市制に闘して内務省から諮問があっ? こ とき. 建築行政は市政中に移すのが歪蛍である旨答

申され f: のであっ f: 。勿論 これは建築法施行の嘗初から警察行政の一部に織り込まれてゐ

?このであるから 今俄かに警察の境内か ら股出したら、従来の反動で法の執行が非常に困難

になるピらうと云ふことを充分畳悟 した上の話であ る。

建築物法の規定の上から云ふと警察行政の一部になっ てゐても、 違反者があっ? こからと

云って . 直ちに拘留されることも 、科料になることもな い。虞罰 としては 罰金刑ピげであ

るD 故にこの際警察行政の一部であると云ふこと は飴り 物を云ってゐな い筈であ る。規定

13
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の建前通りに行けば建築行政が符繁行政の一部であっても 、な〈ても左稗穴しTこ相異はな

いことになる 。

所が賓際は中 k そうではない o 警察力と云ふも のが云は十語 らすのうちに非常な威力を

示してゐる 。

この こ t がアメリカに於て矢脹同様である 。アメリカでは地域制や建築綿制度が他の建

築行政の部門と同様に州、| によって警察で取扱はれにり 、警察力のない地方行政臆で取扱は

れ? こりしてゐる 。最近これ等の異なつに施行方法が比較研究を始められ七、その結果によ

ると 笹察カを背景 色しない地方行政臆でやってゐる地域制や建築総制度は非常に不出来で

警察の仕事の一部としてやってゐる所は仲 k 成績 を翠げてゐると云ふ のである 。州によっ

ては警察 力を背景 としない矯めに全然成績の怒ってゐない のがある 。 そして裁判所までが

こう云ふ仕事は響察でなげれば出来ないも のであると云ふ絡印を捺 してゐる 。地域制や軍

なる建築線制度 ｴｾ げでなしに、向 その 上都市計 整道 路の完 成 も署長 察 力に侠＿こなげれば賓現

国難であると云ふのである 。そして土地牧用制度fごりでは都市計三塁道路の完成は殆んと受

束ないと云ふ結論に完全 lこ到達 してゐる 。

折りも折、去年12月中旬内務省で地方の都市計壷主任官と市街地建築物法主任官との聯

合事務打合せ舎が開催されに のであっTこが、そ の席上都市計重道路完成に就いて都市計牽

主任官から建築法主任官 に向って、議定道路敷内建築持止方に闘し哀願を通り越して、現

在の様に都市計聾路線の中へどしどし家を建てきされては都市計重道路の完成は不可能fご

とばかり全〈捨身になってぶつかって居る 有様であつに。土地l除用制度Tごりで事業の進渉

を計ることは事質上中々困難であるから、 瞥察の方でどうか見捨てすにおいて呉れと云ふ

のである 。 そして内務省側の意見 も何んと か して 都市計叢道路敷の中へは出来るにげ 家を

建てきさない様 にし? こらどう か と云ふ ことに なっ て舎議は終了し仁 。

偶然では あった のであらう が、アメリカと日本と が同時に同様の問題 を起 して同じ方向

に軌道を走ってゐる 。

都市計 聾の警察 化 。 倫 理 的には 甚 Ｑｾ 面白 〈ない ｯ が 世情 とはこう 云ふ性質の も の で あ ら

フ。

2 荷 廓 統 制 の 準 歩

大阪に住ん でゐ る以上、始終の こと ではあるが松平忠明の功績が思ひ浮べら れる。偶々

五斗米 を建築監督官に うり てゐると尚更の こと である 。

事賓今日 大阪市民が松平忠明 の街廓統制 によって受け て居 る利主主は莫大なも のである 。

それに引き換へて明治時代の建築 行政放任の篤めに現に甘 受 しなげればならない不利径

は亦莫大で‘ ある。
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そこでどうしでもこ れからの郊外に劃しては完全な街廓統制が必要にな ってくる 。

現行建築行政の中には色 k な分野があるが . その中には官臓 に於て一方的に決定すれば

民間倒IJ に於て必然的にそ の決定 に泊臨しなげればならないも のが大部分を Il i めて居る 。例

へば地域制 の運用や防火地匿の完成の如き制度はそれ等の地域や地直が決定 されれば 、後

は規定湿 りの建物が出来る か出来ないかを見分けて行げば 、自 から行政 としτ の目的をまさ

する ことに なって 、大 して骨の要る仕事ではな し、。建築行政の分野の大部分は こう云つに

性質のものが多いのである 。

所が街廓統制 の問題になると 飴程趣が異なっ て来て 、地域や地匡の様に簡買えには行って

呉れなし、 。官臆側に於て一方的に決定する と云ふことは今日では許 され難い欣 態 に あ れ

且そう云ふやり方は望まし〈もなし、 。飽まで民間側と充分なる折衝を聾 して 100 パ ー セ ン

トの理解を得なければならないのである。

現行法営基礎として考へ られる 何廓統治IJ の手段は建築線脂定 と匡制整理 とであるが. 前

者は商積も割合に 小さ な場合が多〈閥係者も少ないのであるが 、後者 になると数10高呼の

土地と数百人の素人を相手にして の仕事であ る。後者に就いて は今日我 k は先づ地主に阿.

， Ａｾ ｊ 整理の 勧 誘 をする 。承 知さし て 同意書の提 出を求 める 。 設計書は時 としては公共 間 関で

代作する 。組合設立に骨含折る 。 それが認可 になって来る 、事業に泊 手する 。それから後

が大挫であ る。勝手の判らない地主等 が寄って 、とても tj' の折れる仕事をしゃう と云ふ の

であるから 、う まく行〈のが不思議な枕に思はれる品物で・ある 。

J i J f が非常に幸な ことにはこの大仕事が大阪では頗 る順調に行〈のである 。一例を? 穆< ' れ

ば通常各組合共数10高凶 の工事授を要す るから 、一時銀行から事業費の融通念受けねばな

らな い の で あ るがＮ先に名 古屋が大失敗を組け＿ ニ ｾめ 、 そのとばち りで 大阪 でも 銀行屋が

大野戒をや りfごしにので 、大阪の各組合 とも 大鑓な迷惑を感じたの であったが、 その後大

阪の匡刻整Jlll 組合が如向にも 竪賓fごと 云ふ こと が自然に知れて来て、大いに裳を惨いた形

になって居る 。一呑心配な組合貨の問題がか〈の如〈順調であるから . 他は押して知るべ

しで ある 。

そし て今 日では既に建築協制度と l瓦制整列l:l il J度 とによって 、大阪市と堺市と岸和田市 の

各郊外地の金I広域に渉る縄師統制 i;t9j合ん と'11民ti¥.T; 附〈ことに成功しに 。向近〈布施級のn1j"

4寸が順次担附きつ〉める 。

主主築物には薄命があって何時カ s はそれがこの世から姿を治すこともあらうが 、街脚統制

によって同来上つ1: 宅地割とか道路の分布は根こそぎ滅失 する が如 きことは想像もつかな

いことであるから 、仕事としては非常に や り祭えのあることになる 。

この大事業が殆んど目 ぼしい反針もな く近 k 数年の聞 に相蛍完成 し. 又i丘〈引き績いて

完成 しゃう とすることに ついて は同慶に堪えない と申さねばならない 。

唯最近この 向 来上つに ｲｈＱ 物 の ｴ 己主 すよ久 Ｇ Ｑ Ｎ ｝Ｚ 及不 唆性 を深〈考へる と き Ｎ 今 Ａ と ｉ ｾ されてゐる
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設計が. どの程度満足出来るものであるかについて、深い疑念を f褒かぎるを得ない。例へ

ば市街地建築物法では建築敷地の前面道路は 9 尺を要求してゐるのであるが . 我々は大阪

府に限ってこれを 4 メートル以上と云ふ JWl. に縮大をなしに 。他のどの府燃も 9 尺でやって

居るのに 、大阪Tごけが 4 メー トルにし? こと云ふことは如何にも筒L棒の様である 。然し乍ら

今筆者が我 k のやり方に疑念を懐 〈のは、大阪府に限り 4 メー トルにしたことに劃して今

更おぢげてゐると云ふのでは絶望誌にな〈して、後世の人の矯めに僅か 4 メートル位でよい

のかどうかと云ふ反省である 。外国の建築篠令を読み下すとき、その都度如向にも我 k の

将来を見るカの訣けてゐること及び腹のすわらないことを痛感する 。建築監督官はま fごま

t:_' 現代人に憎まれる援な仕事を思ひ附かなりればならない 。そ れは後世の人 k の矯めに 。

我 k は今苦心を梯って街廓統制に勢力を消耗さしてゐるが 、出来ないよりましであらう

が. 後世の人の眼から見て終してやり甲斐のあるものになってゐるかどうか寒心に堪えな

し、。

3 防 火 地 匡 建 築 費 補 助 論

鳥井技師等苦心の傑作になる大阪都市計壷防火地区大嫌張の案が内務大臣から諮問にな

って来て、奮蹴都市計整委員舎が開催 され、大関非常に良好な努囲気のま 〉特別委員舎が

二度聞かれたが、その時はどちらかと云へば地区の蹟張医域が狭ま過ぎると云つに質問の

方が多かつ? こ 。 そして営局者は指定を本計葺の範聞に限定せねばならない事情を説明する

のに骨が折れる位であつに 。 そして一部修正の外原案が可決されに 。本委員舎の方も特別

委員合同様無造作に可決されに 。 そして近〈内閣の認可があって都市計聾公告になる筈で

ある。この劃期的大計叢がか〈も美事に審議されたことは営事者の苦心もさることながら

定に時勢の然ら しなる所と申さねばならない 。 これは決して偶然の結果ではな 〈て各方面

努力の必然の結晶である 。日本建築協合多年の奮閣もこれでー態報いられに形である 。

倦これからは新しい主主に如何にして新しい酒全盛るかと云ふ問題であるが. これに就い

ては協舎からは珠而から補助金の問題が持ち出されてゐ? こ。今度都市計葺委員舎に於ても、

裁決の際に府市から! 耐火建築費に劃して遁営に補助相なるべき様希望{ 附牛が附された 。

防火地[ 高が指定 される以上は法規的には明「僚に従来の建築に於げるよりも相官多額の建

築費を強制することに なる 。 そしてこ の負路が枝々のものでな いか ら. それに謝して補助

金乃至助成金を出さしめる様し向りゃうと云ふのである 。特に集図防火地区でなしに路紘

的防火地匿の場合は確かに一極の犠牲であるから、その犠牲に劃して報いゃうとする考へ

方は営然である 。而も拡に閥東大麗火災の時には東京横演の復興に営って、政府は莫大な

補助金金計上した前例があるのを思ひ起すとき、大阪に於ても何分の助成があって然るべ

しと考へられるのも道理である 。

彪がこの際一考せねばならない問題がある 。 それは従来一般に考へられてゐる防火地区
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の助成主云へば、建築費の一時的補助のみが喧体されてゐるのであるが 、建築主にとって

これが最も有利な助成であるかどうか と云ふ問題である D

今 日耐火隣迭の大厨高協が思った程に建ち難い事情に就いては色々存することであらう

が. その理由の中のーで我 k の決して見逃すことの出来ないものは建築完成後の諸公訴で

ある 。特に家屋税が莫大に耕せられる賠である o 多〈のピルデイングはこれに相蛍悩まさ

れてゐる o そしてこの公訴は絶制的であって 、他 の経費の如 〈自己の努力によって純減せ

しめ得る種類のものではない 。 この矯め一度建てては見? こが、税金に這ひ廻されてやり切

れない t 云ふのが質的である 。そ れは確に木迭時代から比較すれば. いづれ建物もうんと

大き〈なってはゐ ゃう が. それに幾何級数的に家屋舵が榊して来る 。然もこの負揺は獲物

の存する限り永久的である 。多〈は これに 悲鳴を怒り' る。特に営利を目的 t する建物に於

て甚しし、 。 この悲鳴が隣近所に 木御して耐火建築の気勢を制<: こと質に著しい 。

今冷静に考へるならば、 f限令運動効を奏して建てるとき補助金が貰えても後で家屋院で

永年に渉って絞り返へされるならば 、その補助は建築主にとって有難いのやら迷惑な や ら

判らない 。段鑑速から十長災後の補助金は東京筏演では 中 k 貰い手がな し そ の金を政府

は持て徐してゐる 。成科最- 初の人は飛びつ〈が、それが食せ物と云ふことになれば. 後の

人は粒' かう筈がない 。

結局我々が長も親切に建築主の身になって考へてやるならば. 一時的の見せ金もさるこ

と 乍ら Ｎ永年 の経費ｾ節することが出来る様 Ｎ耐 火建築に限ト木造よ りもうんと 家屋税

を滅するなり、あわよ〈ぱ兎す・る な りの方法手段を考究 すべきである 。 この賠に附しては

筆者は裳に第三同都市問題合議に提出 し? こる日 本建築協舎の意見蓄を代筆し て、そ の中に

一端を? 灰めかしにこと があっ? こから 、耐火建築物の家屋税減菟は既に我が協舎の意見でも

ある諜であるが向充分の後援が常まるべき であ る。
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日 本 式 建 築 の

大

J 色、

居

反

時事問題として日本文化と建築並に歴史上の日本建築に就て考へてみる。

省

戻B

人間の考へ方、. 感じ方、更に動車方は人聞の賓施する事柄 、作る物の形式を規定する。

美術工事建築がそれに波れる筈はなし特に建築は枇舎との密接な る聯闘性に於て. その

時代国家枇舎の文化的事相の受濯. 進展の影響される事は嘗然である。建築の機能、構造

様式、細部意匠等のすべてが祉舎思潮を反映し. 時代意識をそのま〉 、具現することは、

多鱒を要せ争、古来彪史上の貰例が雄悼に物語ってゐる 。建築は建築家の頭から割出され

るも のであっても 、ぞれが単なる偶意的であってきへ、 その背後には時代の文化感覚が根

強い包存カを以っ てその構成の写実圏気を支配してゐる. 之が真の建築の姿である 。従って

統制ある祉舎では建築も亦その下に劃ーされる. 建築様式なる概念の生する所以である 。

一方建築から いへばまちまち の主な建築的圏塊が倒 k に輔がっ てゐる聞は正に世相の不統

制、文化の混飢未熟を示すものといふ可 く、様式を如何にすべきかといふ問題は濁り美術、

建築の問題に止まら今、枇舎一般の文化感覚を如何に導〈べきか、世相が如何に特徴十げ

らるべきかといふ問置に蹄着すること必然である 。

きて数十年来我聞の建築が過渡雑然Tこる試練期を経てやう や 〈今日、新興日本の風潮に

乗り、社舎全般の進展に呼熔して正に面目を一新せしとしつ〉あることは明らかであるが

その梓換期の今 日、 飛蹄準備の委の 中に大腫二つの大きな流れが見出される 。即ーら民主米文

化より取材し? こ現代の合理的科書院的明朗を悲調とする近代的形式 し 日 本の停統的形式よ

り取材して、その美的感畳の再現ｾ基調とせる形式とである 。

ーは建築元来の本質にその立脚黙を置き . 構造、材料等に現代の科書民的手法を採り入れ

合研! 的経済的に機能を充足し . かつ 、簡潔、明朗 . 健康なる近代的集車を盛つに形式を主

と す るものであり。ーは構造材料に樹新なる科書課的手法ｾ採用するも 、 主主して日本古来

の木造建築の美佐憤慢し、その形式を綿樟的文は部分的に採り入れて古典の美を斥珂し 、

古来体統の深間祭主? 保作せんとする型である 。

明治以来永い間欧米の模倣に終始してゐ Tこ我聞の文化形態が今日各種の情勢からこれを

潔しとせす¥向主調立の閣家観念を確立し、躍進日本精榊の援が一般に 11六降さ れつ〉 ある

今日、必然的に園粋に返り、日本の再認識に新時代の様式を生み出そうとする努力は 、吾

k にとって正に目覚ましい闘心事であり . やが てその結果として後者の形式、所調日本趣

味建築が愈々機んに IH現しつ〉めることは等しく首肯できるところである。
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しかし理粛は一際肯肯できるが . そこに 建築 として〈わし〈は考ふべき在余地が多分 に妓

されてゐる 。物は花火線香式の思ひイ寸きで成就はせぬし. 長主築は机上の宰論でE寄りにてる

現にゆかぬ 。 日本趣味であるからといって新興 日本の建築 に餓筋 コン クリ ート のなんでも

破風や科棋を保存せねばな らないとしになれば. あまりに偏狭な問料の楯取と云はねばな

らぬ 。表面を浮動する泡沫をのみ見るものは大きな本質の流れを知 らぬ偏狭を省み ねばな

らな い。「 日本人中の日本人J なるにめに松向精鋭総裁の東京にをげる新築の洋館( ?  ) 1こ

非難の聾を奉げるもの八文化と建築の常識数育を施さねばならぬ 。 鹿ｾ逐ふ者山ｾ見ぎる

偏狭がどうして建築の本質と文化の進展ｾ認識し得ゃう 。 周溢 の 蹴野を遮絶 し狭陥なる一

路を括進ぜん とする 馬車馬式偏狭を 日本人 の献陥Tこらしめではならぬ 。

如何なる建築であっても今日耐ｾ耐火を墜まな いも のは ないとすれば銀筋コンクリｻト

は今日の常識である 、而 もその新興建築に古来木造斑展形式? こ る破風料棋式をどうでも そ

のま〉採用せなげれば . 日 本文化の象徴で ないと あっ ては、まニとに情ない仕事であり、

日本文化 よ何鹿へ行〈と叫ばねばならなくなる 。 きれば一関日本新興建築は如何に稜展す

べきか、古来体統の型式を描っか. 臥米から揖取するか . 然り叉然ら す. とするより外は

なし、 。

日本文化に就て考へて み るo 1f nk 古来 日本の文化は大部分支那大陸から輸入しにもので

Ｎ，ｾから日本個有 の文化はなし 、 かといへば立 ｩ 辰な 文 化が明雌 にｻｻ在してゐ＿こ ｯ ドイツ Ｎ フラ

ンス. オ ランダ、ロ シヤ等皆系統を同じくしたギリシヤ以来の櫨承であ り、絶えす混和し

乍ら、而も立i民な夫 k 異つに文化を持ってゐる 。元来文化なるもの は単 に{ 問別的に殺生し

稜展するものでな〈必す' 他と 接燭 し、 ifl 和し. 初めて稜展する もの とい ふことである口 即

ちそ れは元 k 佃有といふよりは接聞によって生成し、張展し? こ特殊態であって、各闘の文

化の特徴は夫 k 各種の文化形態 l二、殊 に美術に建築によく現れてゐるが 、初めから一国的

伺有の文化が猫存 して ゐるとし、ふこ とは先づ歴史上ない . 何れも接関と混和に よって瑳展

し、純化され、特殊化される のである。

日本の文化は温去に 支那大陸 との交通 によ って、大陸のそ れを構承 し乍ら、結局大陸の

それとは異つに感受的傾向をもって種展 したもので ある、日本人 の優れに感売がそれを成

就しにのである 。同じ型式を備へ乍ら、支那大Iヰ又は朝鮮竿島の美術. 建築 と、日本のそ

れとが如何 に その態魔的特性を異 にする かは二三の賓 例 ｾ以っ てして充 介 で あ る 。大 陪と

の交通が中断されて満 自の進展に委ねら れ?こ卒安、桃山等の時代を除いても 、直輸入時代

の様式のみを見ても 明瞭にその ことは観取できるところである 。材料の差はあれ、気候風

土を異にせよ . ぞれ以上の霊長遣はあの複雑煩3えな曲線 l二、 締りの ない稜揚的な形態 に表れ

日本の軍純で粗朴な而も延びやかな明確さと 、{ 佐賀な沈静さに表れてゐる 。 それは二つの

異る文化の感畳的特徴が起因するところであって、支那趣味. 日本趣味といふ言葉? ごりで

その意味を充分量 して ゐる様にも思はれる。
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かういふ日本人の停統的文化感受が明治以来、一朝臥' 米文化との接闘により部分的に失

はれつ〉めることは、まことに憂惜の念 lこ堪えす・とするも、己むを得ないところであるが

この新文化を播取して、 U こもか< Iこも過渡期の過程を終ちんとしつ〉あ る今日、 この新

文化の 「日本化」に嘗ってとんな方向主? とるか、正に 今 日は日本人の文化的能力の試練期

といふべきである 。猫り之は美術、 建築の問題に止まらす¥文化を表徴す る一般の諸相の

問題 . 小 lこしては佃 k の趣味 、生活態度の問題でもある o 遺憾乍ら現代はま ?ご駄米の科事

的文化石? 完全に取入れはしたが . そしてそ の科事的責材の直接的取扱ひ に於ては既に出藍

の誇りを持ち乍ら 、そ の文化の感受的形式の猿展 に劃 しては、いき〉か新しい貰材の消化

カを失つに形でＮ侮統的文化感畳ではその庭理ができな〈なり、而もま ｲｾ 新しい感受でそ

れから自分のものを作り出すカが得られない・得ゃうとしてもがいてゐるといつに形であ

る。つまり新しい費材による日本的文化感費といふもの〉見営がまピ判然とついてゐない

とも云へる。

しかしこの妖態が何時まで績〈か 、最早永〈はあるまいと見 るは向早の自惚れか. 既に

新興日本の文化的象徴はその萌芽を一方の視野に現はし初めつ〉あると見て、勝手な濁簡

のそしりを菟れなし、? ごろうか。即ち臥米直稔入主日本本来の感受とが 、その本質を交換し

っ、 、こ の極端に封立するこつの流れが . 近頃特 lこ心持の上で一つの集拡に落着きを見出

してき? こ様に見えるのである 。相離れてゐ? こ二つの棋が相緩近じてきて一つ tこ融合しそこ

に両方共に今迄見出されなかっTこ一つの感費を有する形に握りかりつ〉あると見へる。特

に工事品や、位宅、応舗などの新しい傾向には多分にそのきざしが現れつ〉あると思ふ 。

しかしこうしに一致は決して不思議でも、遇然でもなし日本が右来歴史上に於て度 k 繰返

してきにところで あって何の偏侍でもな t 、行〈ところ八落着いに?ごり の ことな のである

この傾向の進展は人工的に曲げゃうとしてできるものでな〈、叉無理に促進せうとして難

しいものでもある 。何時大成するかは見通しはつかぬし、 強いてつける必要もない 、近代

的明朗小撃校建築の中で日本精神を吹き込まれつ〉ある現代の小皐生にその将来を期待し

でもよし文化の交流と佃有の文化的環展は極め て自然の欺態であれば、日住安置してをい

てきへ自らその道を見出し. その成果は期せするして結晶するのではないかと思ふ o 唯この

間にあって正営なる護展を阻害するものは雨極端に無理を強いんとする認識不足の花火繰

香式議論主馬車馬式偏狭とである。

かくして世界に優秀な る日本古来の美的形式が愈 k 失はれることはまこ主に愛惜に携え

ぬところであるが、一方古典は古典としてあ〈まで保護し後世千載に残すことが必要な事

業となる。叉特稀の意義を有するものは大掛りで純日本建築の美を新fこに構築することも

必要となろう 。その意味に於て今日替まれる純日本建築はその建設の動機から見ると犬鰐

二つに分りられる、即ち ーは建築の内容表現上の立壌からす るも ので、紳 j社、悌寺 、記念

的建物 、賀庫 劇場等である 。此等はその特種の意義を備へ. 古典保存といふ意味からの

み受り いれ らる〉ものであっ て、 中途宇端な型式遊戯に堕せぜる畳悟が要る。 この場合附

近環境との調和並にその技術的手法に就ては充分識者の考慮に侠? こねばならない。少〈と
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も市街地にはそ の周聞に大なる庭園叉は樹林を配し 、自然との混交を計り都市計撃上の考

慮を以て す るこ とが必須的保件である 。

他の一つは風致地直保存. 叉は史蹟名勝天然記念物保存等の法規を以て 、又は各地方官

醸の所管事項 として取締りの中に含まる〉建築上の制約によって生れるもので ある。 即ち

その建築の種類内容の如何を問は子、 ￭ｾ 実現献をき 音更 し叉は其の保存に影響を及ぼすべき

行矯 …… 」は法の制約をうける理であるが Ｎ この法規 ＱＺ る や 一 見甚 ＱｾＧ 簡阜の様に 見え て 、

賓際上の運用に22; つてはまことに厄介な問題を包蔵して ゐる。

時によってはどうでも破風科棋を強要され、それでさへあれば 、 まことに愚劣極まる化

物が麗々し〈日本1i ｹ ｬ ｾ 美顔して横行する様な仕末になる 。 更に建築の内容が合致しない場

令が多 し甚? ご しい矛盾が生じ勝ちの結ー果となる 。法規の俊文はそのま〉では極めて消極

的な範聞 に 11-. まるが ‘ 少〈とも之が蓮用lこ醤つては 、岡家社合的立場から積極的精神を稜

携して、員の日本 (-{/'J なもの〉開穫に一歩を進めなければならないものと思ふ 。

少くとも各地方官憾に於ては法規 ヒの申課的取締りに堕することな〈 、又費用を惜むこ

とな〈 。建築に附すろ専門家にして、 J社含百般に就て常識と卓見を有する人物をして之に

闘興せしめ. 内規叉は方針ーを更改 して 、風致の優生WJ 保全に意を用ひ ても らひ fこい もので

ある、叉あまり消極的な日本趣味に偏する結果は自動車底力; 間車に入母屋造りの賃践にな

っ＿こりＮ艇周 ｩ が宇治の ｌｾＩｾ ＱｬＮ 堂に 牝 け ｦ こり 、 イ彦事 院続下 Ｑ ・中の茶屋の縁勾欄が安宿の二階手摺

に得意然と納ま ってゐる 如き. その似てもつかぬ似反非形式は真正日本美術ぞ 胃泣する も

のでなくて'何であらう 。

民の日本建築の美は車なる部分的の所好や遊戯的の型式採集によって再現せらる〉もの

で は 毛 頭 な し 自 然 と の融合 と機構全躍の調和と 更に精神的1言念を先づその根基としなり

れば決してそ の階調の美は褒露 しない 。文部省が園賀及び特建の保存 に大馬力をかけ るこ

とは真 に有意義な 閤家的事業であるが 、同時に特種の建i生物にして日本建築美を再現建設

せんとする場合図賀1: るその型式を指導し. 人を得て設計監' 降する位の大事を踏んでよい

ものと思ふ 。

然し之は特殊の建逝物に就ての論であって、唯一般の文化建築に就てあら ゆる場合 . あ

らゆ る建築に針し . 腰史的日本型式を強制し . 1主主風と将棋を曲りなりにも〈つつりれば之

が日本精紳を稜揚するものであり 、 風致を保存 改良 し、人心 ｾ勝琵せ しむるも の であると

いふが如 き法の蓮用に至つては . まことに寒心に堪えな い ところで ある。付Tか 〉る片輪式

偏狭をあ〈まで固執せんとする者は 、唯職務として法規の取扱ひ に任するといふ者よりも

寧ろ閤家的立場から身を犠牲として真商目一天張りに風光、美術 、建築に 闘興せんとする

熱心なる有震の材に於て最も然りとするは更に事心に堪えないところである。

物の正嘗なる認識は先づ全韓のこ Tごわりなき通観に初まる 。個 k の狭い事聞と所好に癖

して徐りに一方にのみ偏重する ものは結局片輪者になり下る D 濁 り上述の問題に闘しての

みならすか〉る通弊は我同社合一般亙る ところに 見出される様で ある、馬鹿程こわいもの

はな い といふ 、認識不足と鰐車馬式偏狭も 亦 。
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建 築 そ の 折 々

大 内 秀 一 郎

建築に閥係のある時事問題についての意見を 、 とのこと放軍なる感想、として申し述べる

ことにする 。多虻と病気後で、僅かに責任を泉- し? こいと思ふ 。御諒承を乞ム 。

。

甘ニ宅の{ 主み心地よさは. 敷地及び敷地と建物との闘係とか、建物の方位 . 各室の配置な

どによることは、今更 、申すまでもないことであるが. 普通一般の住宅の場合に就いて見

る し 最 も 関却されがちな ことは、 事所 の諸配置及設備や、浴室、便所等の設備完全なこ

とである D 位宅は住む機械fごと云ふ現代では、特別に設備に金をかげないまでも. 今日の

様に雇人ー特に女中ーを使ふこ主 の困難な時代 lこは. 一家はその家族? ごりで、他の入手を

要さない様に、最も簡車に、最も能率よし最も 努 力を要しないで、位の 目的が建せられ

る様な、憂所その他の配置と設備が欲し いのに。位宅が住む機械ならば、各部分について

機械の様な便利な接置を、必要 とすべきである 。即、最も簡単な能率的な設備配置を云ふ

のt:.' 。

大都市の近郊には、臨分. 津山の住宅地が . 経管されて居て 、文化の水準の高い設備の

よい住宅 も相営に多いのTご。然るに 、大都市の内部では 、それが極めて少ない様に 、見え

るのは嘆はしい ことで あるo 尤もこの住宅の設備は . その地方地方の生活様式に閥係のあ

る事で. 多少の相違はあら うと思ふが. そ の生活が、 最 も能率 よ し 最も努力が少芯〈て

経済的に出来なければならぬと思ふ。さう云ふ意味の住宅が建設せられて 、そこに文化の

進歩が賓現し 、人間生活の向上があるのではなし、か。

ま? こ便所について見れば 、最も衛生的な設備は . 水洗式のものであらう 。 しかし、性宅

の便所を全部これにする lこは. 先づ完全な下水道が必要になる 。そして. これに伴って汚

水底理携が必要になって来る口 ほのかに聞けば、大阪市にも下水道構築の大計警があると

云ふから 、やが て全市に水洗式の便所を使用する稼な機舎 もやって来る fごらう 。げれども

水洗式を使用するには. 相首の注意を要する 。すべて巧妙な機械を使って居れば居 る緯.

各部分 lこ亘って納心の注意 を要する様に、使用上の注意が要る 。

若し便所fごりでも 、水洗式が大都市に於て、完備するならば . 園民の保健の上 に甚大な

影響が生子るであらう 。
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要するに住宅の設備の良否は 、そこに住居する家族の健康 と経桝に開係 することは 、著

しいものt: らう 。



0  

御原c知の様に 、アパ ートメントハ ウスは 、アパ ー トと呼ばれ 、 まにアパ ートと 云はれる

稗 'こ氾滋明に主主 した 。現代の都市の住宅としては 、こ れが張主主ーを助長せ十にはあ‘ かない の

亡。 しかし. 現在では、構造、設備が上等 なものが少ないため に、 或る種の惑い印象を 、

アパ ート 佐ひ と云ふ言葉のあとに口に捜 すf こめ. 大都市として必然な 住宅のー形式も 、甚

Tごゆがめられ? こ境遇にある 。 これは どうしたことか 口此頃津山出来る所謂アパ ート は、一

間二聞の窒を貸すもので . 簡皐な炊事が出来る様になって居る ものが 、頗る多 いのである

在来の下宿屋に毛の生えたものがともか t アパ ートと して出? このr 。間借よりも 、プライ

ベーシーが保?これ ると云ふので 、佐 u 人が多くなっ? こ 。 そして 、比較的 僅かな投資 で容易

に牧益 をあげられる? こめ、雨後 の 街 の 様 : 出来? こ のfご。 しかし 、これも 一時 . あれも一時

で、も っと、構浩材料. 設備の撃ったアパ ート メント・ハ ウスが出現してよい のではあ る

まし 、か。あまりにチヤチなア パ ートは、排有害して然るべきである 。枇舎のバチルスを作 る

べきアパ ート は. 建 築家自 身によって排撃す べ きで ある。欧米の大都市の住居地域全想、超

するならば. 我園の都市の住民地域が 、如何に蕪縫で非j荷生的である こと を嘆か十には居

られな い。

不良位宅の改善、真のアパ ートメント・ ハウスの出現こそ、我等の手で行はるべきもの

ｴｾ 。

我が閣では . 兎角. 建築に金金かける ことを? 、 好まない体統性があるのは少し反省すべ

きではなからうか。なるべく経済的に建築すべきではあるが、度はづれた安債な建築費は

考へも のでは ある まいか。費を量産 さなくっても 、恒久性のある程度の ものには考へたい と

思ふ 。非常時に際して、空襲 より都市を護 る?こ めにも 、相営の建 築の建設をせ ねばならぬ

0  

都市の美的方面として 、美観地区 と云ふものがきめら れて居る 。誠に結構なこ とで あっ

て、その地区に建てられた建築に就い ては、ー隠は監佐官臆の指示を仰がねばならないそ

れは恐らく この地区に建つものが 、あまり に周園の環境 と調和を依いては、いけないし秩

序を説す様なものではよ〈ない のであらう 。特に美 と云ふ様なことを考へる時は、あま b

主親が働き過ぎる様 lこ思はれる から。

近代 の 都市に於ける 美の大 部分は 、 美 観地区ばかりではな〈って 、 宏 ｾ ｉ Ｚ な建築物の集合

す る街路 とか 、パスや電車 、自動車の輯奏す る大通り とか 、街路を貰 〈高架鎖道の高架橋

とか . 河川を横切ぎる橋梁とかに、そ の生りる美しさが感じ られ るのであ る。

か〈 観じ来れば、都市の美観地w.: は、統一されに秩序 を保つに地匡と考へる の ふ 一 つ

の考へ方ではないの? ごらうか 。ヨ ーロツ パの大都市に就いて見ても、こ のJ惑を深 うする ゐ

るものが存する 。

融って我園の帝都宮城の一帯 、大阪に於ける大阪域社、 京都に於ける御所等は 、美 観地
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匿ながら同時に風致地区であらう 。風致を加味した美観地直であって 、こ れらは他にその

比類を見ない程に素ばらしい 。パ リのシャンゼリゼーでも. ウヰーンのリングストラーセ

でも、 ベル リン のウンタ ーデン ・リンデンでも或る種の風韻に於ては達〈及ばな い の ＱｾＧ 0  

ぞれ故に、都市に於げる美観地匡は、建物の高さの制限とか 、建築材料の制限とかによ

って、その地区全腫に統ーと秩序ｾｴＱ￯Ｚ Ｑ へ 、こ れによる 美 観を目的とするのではない ｦ ごらう

か。即. 美観地匿として建設する鹿は 、街路の整然fこること や、建築の配列の秩序の正し

さか ら生す・る ‘ 美を目的として居るのTごと思ふ 。しかし 、す べて歴史的な停統のあ る地域

にあっては、撃に街路や建築に 依 る美観ばかりではない 。風致 . 即. 或る室祭主? 漂はせ保

存することが必要ではないピらうか 。我が園には風致地区と云ふものも考へられ て居るが

これは美観地区の内に包含される様に、解樺しでも よいも のではな いかと思はれ る。

近時、園際観光客の誘致に . 閣をあげて全力を量産しつ〉ある今日 . ま犬、 来んオ リムピ

ック競技が、日本で開催され様として居る今日. 都市の美 については、建築家のみならする

一般が ‘ 大いに闘心を以て、都市の美に就いて協力一致して、 その完成を期しにいもので

ある。

0  

都市の美観主関係して、蹟告が問題になって来る 。都市美に闘心を持つ人は . 合せてこ

れを考へなげればならない 。新建築は多 υι 表面が卒j骨であって、材料によって生す・る

様式であるから、庚告によって、表面の美 さをなくするのは、どうかと思ふ 。 これには庚

告の圃案叉は電気の照明方法にもよるものと思点、 。げれども組、じ て庚告は、どっちかと云

へば. 建築物の外観を損して居る様に感ぜられる 白夜のmt 明をのみ志す療をは 、白日の下

では可なり不愉快の感じを興へτ 居る 0 叢聞の庚告にあっては、極車純なものの外は常に

建築物を破壊する作用 ｾ ｾｬ￭ｬ へて居る 。 特に聾夜雨用の康針塔の様なものは 、な〈もが なと

思 ふこt が屡々である 。夜を目的とするネオンのもの 、電燈j照明によるものも、あまり悪

どいも のは 、 不快の感ｾ奥へるに過ぎない 。

若し建築に附属した庚告である場合には Ｎ 建築 自 身をあまりないがしろにせ十 ‘ Ｎｅｩ ｊ Ａｴｾ明

による効果も有効なものを考案すべきではないか 。

?こ Y 自分一個の考へでは、なるべ〈 霊問、夜間共に庚告は 、簡単なもので効果あるもの

が . 都市の美を損しないでよいのではないfごらうか 。今日の甚fごしきネオンサインの成告

は 、刺 戟のみ強〈効果よりも不快の印象を」とめる様に思ふの Ｑｾ 0  

いづれにもせよ、成告によ って都市の美観を損する稗に、過剰 なのは. 寧ろない方がよ

いと思ふ 。

アド・ピルの試みなとも 、成告を専門にして、建築的にまとめたも ω Tごらうが、自分は

あまり感心はしない。夜と笠との雨用の庚台的効果が . tt づかしいらしし、 。庚台的効果は

アド・バルーンに劣ること. 数倍ーではないにらうか 。 この問題は、あらゆる方面から研究
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すべき事で、簡箪にきめること出来まいが 、感想のーっとして述べき して頂き ?こい 。

0  

3たに大都市の近郊に 、樹木の多い田園都市の出現が非常に望ましい。 これを目的として

計聾され? こ住宅地が . 多〈賓現して居る 。樹木の多き閑静な住宅地は 、欧洲の大都市では

至る庇に見られる 。我等はこの賓現の? こめに努力しなければならない 。 と云ふのは大都市

の近郊は 、すべて無秩序に、破壊されて行って 、何等 の 計 量 な し 安 債 な 貸 住 宅 が . 庭も

充分になし建てられて了って、回閣の趣とてもなく 、所謂チンドン屋趣味の新開住宅地

に化して了ふ 。 と云って道路、下水等の完備は勿論して居らぬから . 雨に風に居住者は困

苦を感じる 。

この頃の棋に 、自然による災害の多い場合には 、人は何に よって、災害{ t >防ぐ こと が出

来るのか。秩序ある計霊の下に、 楽 しき田 園都市の出現するこ とは、まに刻下の念務と感

せ' られるのに。

l本 披 執 筆 者 紹 介 1-

( 五十音順〉

大 内 秀
一

良11 大 阪市電気 局 tif 絃[ 示 ・技 師

大

ノ局俗 、

一
良11 京都帝 国大号盟主ま繕係長

地
:-J-! 二 幸 次 民11 大 阪府建 築課技師

J11  勝 1i主 大阪府野祭 :tM. Il :築課

玉 置 些l 次 民11 大 阪府ｾ築課 地 方技師

国 中 :踊 大阪府建築課技手

南 信 Ni 信建築事務所 長
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f繭削の建築には色 k な問題が残って居る と思」、 。今日 1 年間に新京に於て建築されて居

る建築は締坪敢にして 7 高坪を下らない現欣 lこある 。 その建築が主として煉瓦積であれ

煉瓦の練箇数にして l 億数千O それが毎年 5 月頃から 11 月頃迄 . 約宇年の聞に建設される

ので 、 工事期は全 ｩ 戟携の様な紋態ｾ現出 する 。 道路が未Ｎ，Ｎｾ完全でないので建築材料の運

搬が大襲である 。特 lこ67 月の交になれば大陸は雨期になり、所謂分龍雨と捕する豪雨がidi

然として来る 。 こち らへ来＿こ首座、 こ の煉瓦蓮般の馬車馬が Ｎ 屑ｾ波するＷＮｫ溜の中に終に

溺れんとして居? このを見? こ事がある 。斯〈して重い煉瓦を運搬し、此の雨期の候に棟瓦を

積み、結氷期迄には建築を完成するのである 。

結氷期となれば凡ての工 人は冬眠期に入る 。苦力の大部分は主として山東から来て居る

のであるが 、此の期聞が来れば安堵ーをなして引 き上げる 。支那人職工は大部分引き上げて

しまふ 。残存の職工 も工事が絶えてしまふので全〈の冬筒りをする 。

此の冬期間の工事が 、その幾部分でも 可能になるならば、満洲の建築界の大きな革命で

あ るo 内地から優秀な職工の移性も 可能なえ]¥態 lこなるであらうと思ふ 。今日色 k なヒメン

ト耐寒剤も職入されて居る様であり、特殊な工事に使用されて好成績を牧めて居る由で茜

Ｎ，Ｎｾ結構である 。 只工費の黙で 可 なりな犠牲を梯はなければならない様であるから、此の里 ｖｩ

未Ｎ，Ｎｾ相営研究の官余地がある様に思はれる 。 在来の建築法に幾分の改良を如 ｩ へるとい ふ考方

も一つの方法ではあるが、更に隣迭の棋本方法を改めて 、冬期間の工事を可能になし得な

いかと私は思ふのである 。今日問題となって居る乾構造法等は. も少し研究して見る必要

があるのではあるまいか 。冬期間工事の不可能になる所以は 、その大部分が結氷の矯め に

水の使用が不可能になる事にある 。故に水を用ゆ る事をきりて反射に火を胤ゆるといふ方

法になれば、可能の度合が幾分刻iはる 事となるわけである 。満洲に於ても工場工作は冬期

間 と睡も 極 めて本易である 。 且つ冬期間の結氷は満洲至る庭運搬 を極めて本易にする o 11ft 

戸外の淵度の低下主日中 の根めて短縮する事との不利主主を招来する事ではあるが . これは

設計の方法を研究して Ｎ 工場了行 ＭＺＺ ｾ多〈し Ｎ 現場工作を極端に少〈する等 の 方法を講するな

れば、;或 る程度の救済が出来ると 考へ るのである。構造はどうな るか、木造の許されて居

らない都合地では鱗' 目・構造でなりればなるまい。地震そ考慮に入れない営地の建築に於 て

は、鎖骨と郎ーも極めて艇量 の ものでよろしいであらう 。温度絶縁の方法 L 現在は煉瓦ー
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枚牟で大関可能であると考へられて居るのであるから 、鋸屑叉は乾草等を使用し て充分で

あるまいかと思ふ。外装は鎖板かアスベ スト 板等も使用し得られるであら うD 内接は諸種

のテ ックス類が聞に合ふであらう D 室内の諸塗援は 、暖房を使用する事に よって何等の困

難も無い 。室外の塗装は解氷を待って行ふ事も 可能である 。寒策に封する絶縁の問題に劃

しては 、 今日満洲の野ｾ鋼銀製の汽 車 が走って居て 、 何等不都合を感じない熱から見 て、

少 しも問題とするに足り ないと，思ふ。寧ろ不完全な煉瓦工事。 に比して 、どれ? ごりすぐれて

居るかわからない 。唯工費の黙は幾分高〈ならう 。然 しそれも冬期間職工の閑散な時機を

利用する事 になれば、工賃は可な りに低減すると思はれる 。今日に於て煉瓦迭の一般位宅

の工費も 坪営り 150 園前後 iこなって居る。此の坪数といふのが煉瓦積の外面で計算して居

るのであ るから 賓際の働きは約 2 割の減少を来す 。 さすればネット I坪の工賃は約180闘

位に 営 るわりである 。 ぞれ ｴｾ ｖＱ の費用をかりれば鍛骨の建築も不可能ではなささうに思は

れるのである 。

今日行はれて居るウ ヱツ トコンスト ラクシ ヨンに は可なりの依黙がある。工事期聞が前

述の様に 1 年の字分位である矯めに . 煉瓦に含めに水分が乾燥する時聞がな い。E つ仕上

の工事. 左官工事等が多〈は初冬になるので、翌年は左官工事を大部分やり更へねばなら

ない様な欺態になる 0 1 3 . つ此の未乾燥の建築に冬期間援房を通すので室内の水蒸気は天井

から天井裏に昇り 、屋根裏 tこ氷結する。それが解氷期になれば一時に解げ て室内に流れ落

ちる 。或は天井裏に氷結する以前に天井に露結して名!ikし難い結果になる 。新築の家に於

ては最初のー多可な りな犠牲を掛はなりればならないので ある。 これらの犠牲を費用 iこ見

積れば相営なものである o それ を加算すれば鎖骨締法必すしも不可能事ではないと考へ ら

れる 。

O  

自分が渡浦の折用ひて居 t:眼鏡は 、内地で用ひ て居Tこf t f 11' f l 縁であっ?こが . 大連に上陸 し

て南 3 日のうちにすっかりはぢりて用を震さな〈なった 。室内の宰祭の乾燥の矯めである

新京に着いてから聞も無〈、同居して居? こ友人の尺八が或夜音を立て〉割れた 。 これも乾

燥の矯めである口

戸外に於ては零下何十度といふ金〈水分の存在を許さないえj ( 態にあ る空気力: 、 室内に入

って 20度位の温度 に熟せられるのであるから 、少し位の湯気を立て〉置い7二位では1熟度は

殆ど問題にならない 。満洲の室内の丞気の乾燥依態は全 〈殺人的である 。

こうい ふ室策の中 にある木材カ11工場は例外なしに狂を生十る。狂を生じない木材とい ふ

もの 〉存在が不可能なのである D 相営入念な家具調度が、みじめにそり返っ て居 るのを見

るにつけ 、何故銅銭家具を使用しないかと思はせられる 。鋼鰻家具の製迭家カヘ も 少 し勉

強してその普及につとめて央れる事を希望する。

鋼管家具などは 、共の殻生の事情に此の満洲の事情と似通つに周囲を持って居る t: げに
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日本内地よりも更に多〈使用の遁切性を持って居はしなし、か。製法家及販費家諸子の一考

を煩し? こいのである 。

鋼昔' 家具は 、首地のカフェその他 の尖端的な一部に賢り込まれて居る様であ るが、未1 . :

一般の家庭に 入って居るのを見7こ事が無い 。 これは尖端的な方面 に共の販路を求める より

は、寧ろ貰用品として一般の需用を刺戟し て貰ふべ きであると思ふ。

O  

満洲に於ては 10月の末になれば窓に目貼を施し、4 月の末になって始めて窓を開〈。此

の宇ヶ年 、室内の換策は殆ど無〈なり、室内に於ては暖房を焚〈矯めに睦芥煤煙等で甚? ご

し〈空気が悪染される 。且つ臼光は、保温と建築材料の1Mt!係で窓の面積が小さいの と、冬

期太陽の照度が 少 〈なる矯めに甚 ｴｾＧ し〈献乏して来る 。 其 等の ｪ 原 因から 満洲に於りる呼吸

器の胃病者が甚 ＱｾＧ 多〈なって居る 。タ｛ 亡者 の ＷＰ パーセン ト は呼 吸務 病者であ れ満鍛枇員

七げでも 1日平 均I 入宛肺J患で姥れて居るといふ。

昨今蛍事者は接に冬期間戸外 lこ出る事を動めて居る 。戸外デー、スケー ト祭、日 l 何 .

回〈何D 一般の住民を戸外に誘導する事に十二分の好カを郷はれて居る事は誠に多とする

のであるが Ｎ 満州の 位宅はも少 し日光と空気とに劃して 考 ｦ ｲＮ ｾｻｴ＾拶 Ｑｕ 、棋に指導される事＿＿ｾ

むのである 。

滞がH在住の建築家諸子は 、奮来の支那2家反屋力が4柿

つて紙障子 3を? 使用し? 仁こ窓が‘ 保温上極端に窓を小さ〈しに慣習が先入主となって居るもの

と見えて、完去を大き〈する事に甚fごしい恐怖を抱いて居る様に見えるのであるが 、自分の

経験に依れば 、窓 の方位さへ撰べば窓、の大きさのｾめに決して保温の効果を減殺するもの

ではなく 、却って主主聞に於ては媛房の効果を非常に助りるものである 。斯 〈して日光を相

営多〈取り入れ、 E つ室内の室策の動格を来さない程度の換祭装置を設備す るならば、保

健上相営な効果をあらはすものであると思ふ 。 日光、換策の問題に劃しては或る程度法令

に依って強制する事も必要ではあるまいか 。

首今オゾーン環生援置等 に依 って宰策の消毒も簡寧. に行はれて居る様である 。建築家は

斯の如き方法をも一般に紹介して 、民衆の保健の矯めに一円ーの力を借すべきである 。

新京に於て 1 ヶ年に消費される石炭は50寓噸であるといふ 。主 主しで冬期 6 ヶ月 の聞 に

暖房用に供せられるので あるが . 共の煤煙は賓に甚しいも のである。 昨今色 k な事情で良

質の石炭が一般 lこ供給きれない矯め、或は暖房設備の不完全な矯め 、色 k な原因に依って

煤煙は日を追って甚 ｴｾＧ し〈なる様である。一夜 零が 降れば Ｑ 日にして次色になる ｡ 天日向

暗し といふ有様である。

昨今際煙防止委員と いふものが出来て 、色 k 研究 して居るといふ事で誠に結構である o

l 日も早〈そ の成果を見? こ いと希って居る。

煤煙の原因は勿論燃焼の不完全、石茨の不良等に負ふところがあると患ふが」石茨を焚
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〈といふ技術に負ふところも亦決して少くはない 。営地の普通の家庭に於て は、相営完全

に燃焼すべき 答のボイラ ーが取付げであるにしても、火夫は多 〈満入の少年であ れ 燃焼

の如何なるも のであり . ボイラーの構造の如何なるものであるかを知らないものが多い。

ぞういふ火夫が徒らに石茨を投入して居る矯めに . ボイラーの構造がデリケ ートなればデ

リケートなる程、 燃擦を不完全にして居る傾向がある 。却って簡単な構造のペチカヌはボ

イラ ーが、結果に於て良い成績をあげて居る事を自分は鴨験して居る 。

で、若 し煤煙防止の方法 L ボイ ラ{ の粍類を撰ぴ 、叉は表質の如何を吟味し て居る の

では ‘ 却て誤つ?こ結果を招来しはせなし、かをおそれるのである。寧ろ鹿房蒸気の供給舎祉

を設立して 、集中的 に蒸策の供給を企圃してはどうかと思ふ。斯〈すれば不熟練な火夫に

依ってする煤煙の製迭を完全に防ぐ事が同来、 その震めに浪費 される石茨を節約する事が

出来、 E つ各家庭にボイラーとボイ ラー室との設備そ省略する事が出来、各家庭に置かね

ばなら ぬ火夫の費用を節約する事が出来 、司. な りすばらしい効果- を生十るのではあるまい

か。舎祉は宇官的な舎祉 として良い . そして各家庭から石茨の影を無〈しにならば主恩ふ。

家庭から石茨の消失する事を考へるならば、今日迄設備し? ニボイラーやボイラ ー室を慶棄

する事は、水道が出来1: 矯めに井戸 re廃棄するの類であって 、決して問題では無いと思ふ。

一昨年始め て滅洲の土を踏み 、甚Tごしい幻滅を感じ? こ事は、此の! 黄廷にる満洲に於て、

如何にせ〉こまし〈日本人 が住んで居るかといふ事であっ1: 。勿論満洲は贋いが附属地は

狭い 。そ の矯めもあるのであらうが. 新京の附属地に於ては殆ど庭らしい庭を持って居る

家は一つ も無い のである 。時期が此の非常時であり 、新京建設の時に営って居1: せゐ もあ

るであらうが 10 ｾ芸地があれば何かに利用されてゐる 、物 置とか‘竣 Ｑｦｦｦ ￨ かに 。

自分は最初滅洲には木が育Tこないのかと思つ? 二 。然し公閑などにはよく育って居る 。此

の近所では寛城子などよく 木が育って居る 。後に肝爾費へ行って見て 、社の都合を見る事

が出来?ごo ii 客商亙人の経怪し? 二七地は概して木が多い 。一寸見?こ1:.' 1 . 1 で露西亙入の樹木に

針する愛情を寝見出来る 0"合酸賓な E は都市が一つの公園をなして居る 。寛域子等も極め

て小さ な一部落に過 ぎないけれども. 警警芥と木が生へて居る。若葉の候、青葉の候 とりど

りの趣を持って居る 。秋も冬も棄てが? こし、景観がある 。今日は新京入の遊覧の土地になっ

て居るが 、揖牧前の露西直人は波落の日を眼前に見ながら . 此の線陰に生活を楽しんで居

fこのであらう 。翻! っ て新京の都市、特に附属地を見ると落莫の感がある 。街路樹は檎えで

あるが管養不良である 。公園その他の公地にはかなり樹木があるが . 民間の土地には殆と

ー木一草をも見な L、。満洲にある日本人は金〈樹木に劃して無関心である 。

今自分が位んで居る家にも若干の昼地があるが、此の家主力2自分に此の家主? す〉めて .

貴方の様な御商賓の方には材料置壌に持って来い fごといふ 。そして木を楠え よとも 草を植

えよ とも 言は ない 。自分は此の家主の言葉から 、全部 とは言はな い迄も 或る 一部の在満邦

人の気持を聞かされに様 で痕しかっ ?二 D 自分は此の若干の土地に木を植え、 草花 re値え、
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鶏を? 飼はうと考へて居る。

或 る青年一一建築屋であるが、少し小金力; 出来? こら内地へ師ってといふ事を言っ て居? こ

内地の人は人が悪いから満洲蹄り ? ごと思ふと何とかして在金をまきめげてしまふ 。内地へ

蹄つにら屋敷でも買って、何もせすに暮すのに限る。此の考方はこの無邪気な青年? ごりの

考ではなし恐れま在滅邦人の大部分の考ではあるまいか 。日本人にとって満洲は永住の

地ではない。日本人には故郷があり墳墓の地がある 。温和な策候ト勝れに風光と、豊富

な物資とを持つ1: 故閑があるの1:"0 満洲は一時の方便としての生許可地に過ぎない 。そ う日

本人は考へて振舞って居るの? ごと思はれる コそんなところに木を栴えて何にならうと思っ

て居る様にも見える 。

而かし これも一時過渡期の思想であらう。満洲にもぽつぽつ永遠の方策が立てられなげ

ればならない時期である 。露西直人の様に到底油意の意気が欲しし、 。到る底に於て充分に

生活を柴しんで行かなりれば損ピ。

咋今擦に都市の線化運動が叫ばれ出しに口地方事務所から 、樹木の苗木などを無料で配

布する企でもある様である 。毎年初春に植樹式など〉いふ企があり 、或るまとまっ 1: 数量

の植樹をする企もある様である 。極めて時機を得?こ事である 。

喰自分の思ふ事は 、日本人は官会 b に良い故郷を持って居るといふ事である 。笠姉の念忘

じ難し といふ 。常に胸裏に存する内地への憧慣は 、内地と は自ら異つ? こ此の土地に、桧を

植え 、理主? 栴えんとして居る o li 伝子であっ? こと思ふが日本人は庭を作らうとすると、松を

楠えねば承知しないといふ事を満洲の視察談の中に言って居? こと記憶するが、公閣の中に

も、個人の庭の中 にも、必十極めて貧弱な松を植えて居るの である 。

松の常緑は誠に結構であるが 、極寒の冬の間 . 生気な〈良黒に凍て〉居る松の木を見る

事は 、資に味 気な い気持を感すＧるも の である 。 冬の聞はｾｦＭろ落葉樹の姿が良 ｌ 、 。 満洲人の

習慣として、松は基地以、外に植えない様であるが、 そのせゐ か満洲に於て見る怯は陰祭な

感じがする 。昨年或 る裳古人の住宅に閥係し? こが、その庭闘を作るに賞って、日本人の植

木屋は庭木の大部分に松守用ひ7このに閉口し1: 事である 。 日本人から少し此の癖を? とって

も良いと思ふ 。

何にもせよ浦洲にはTごんにん樹を植えなげればならなし、 。楠民は植樹から にと思ふ 。
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勝 健

序 言

沖縄勝、の民家に付いて調査をしてみ? こ い とは前から考へて居たのですが、幸ひ昨年末機

舎を得? こので 、冬期の告余暇を利用して多年の宿望の一部を遂げたわけであります。

本鯨が他府鯨に比して . 著し〈異つに自然保件や . 土地所有型態、文化形態を持ってゐ

る事は古〈から云はれてゐる ことであ b ますが 、之等のものが何らかの形で一般住家に影

響し、如何に関聯してゐるか? 、これが今回私が出かけた主要な目的であっ? このですが 、

何分調査日教が少〈田舎の方へ入って行〈と 言葉が思ふ様に遁ぜす¥且つ逗留中の天候が

悪し徒歩や潟員等に非常に困難でありました 。之れ等の事情で充分な調査が出来なかっ

たので . 本稿に於てはこ の地方の楽落と民家に付いての概観的報告をする事に致します 。

向本調査に際して種々御指導を願った 、現圃書舘長. 島袋全稜氏、及ぴ、教育舎主事 、

島袋源一郎氏、並に直接御案内の努を願つに、本l際保安課建築技手、大峻龍太郎氏の御厚

意に封し. 此庭に深甚の謝意を表します 。

- 緊 落

A  . 山 地 部 落

本鯨に於ても楽落は山地叉は高地に稜生したと推定されますが、地名に何々放と云ふの

が全島に亘って分布して居り、特に南都の方に密でありますが . 之の城は 「グスク」又は

「グシク」と読んで居トドイツ語の ber g や burg に蛍るもので‘ 封建時代に於げる群

雄の城塞1:: つにらしし 高地 の見晴し良き位置を 占め、現在之れ等の地には多〈石垣を盛

存し「グスク」から「グスク」へは大抵峰体ひに道路が通じて居る。同じく 山地部落でも

「グスク」を中心と せない 、北部園頭地方の来落は宗家の如き犬家主? 除いて他の家は大さ

や形、各家の間隔なども大差な し 可成 り務然と石均を巡して集れその部落の中 心 とか

山手等に紳「 アシ ヤゲ」 又は「アサギ」と構する 所 の 氏利 ｬ ｾ 共同組紳 Ｎ の躍拝所を 持って

ゐるのであります 。之れは最近まで之の島に残ってゐ 1: 地割制と氏族制の建造を説明する

ものであらうと d思ひます 。

B  . 平 地 部 落

農耕技術の蛮達 と地方豪族の連合統一は 、弐第に低地への楽落蛮生を? 援げ 、所謂設久「カ

31
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ネク」と云はれる卒地部落の形成を見るに至ったので 、之れ等の部落は前記の 山地部落と

は 、そ の楽落別態が非常に異り 、殊に地割制を失って以後に護生し?こ部落は各戸哉然とし

た敷地境界 を持ち 、屋敷周聞の石垣は多 〈篠竹のよ討に蟹じ 、屋敷地は小 さ し 家の形や向

きは種々混ってゐる等が感じられる 。

c  . そ の 他 の 部 落

之れ等二者の他 に特殊な部落 と考八 られるものに . 糸満町の如き夫婦別の財産制を持つ

漁村や ‘ 宿通り部落 と稿へ る特殊な部落がある 。之の 中、漁村は 極 め て 少 し 且 つ 小部泌

が多〈 、衆浴として興味ち少い様ですから 、説明 を省事 、宿通り f ヤ ドリ」の事であるが、

之 れは特殊の部終殻生体説 f落武者 . 卒家落武者等) を有し、又は之の楽洛が、他楽孫に

見ら れる虫 ｮｾ 共同鰻的基 制 を有してゐな い のがある等 、 府 ｛ｫ の県 ｴｩ から特殊な殻生担態ｾ持

つものとして 、. j j ) 1' 究上重要なも のであるが弐の機舎に護表しにいと考へてゐます 。

上 記三粧の炎決は本品に於げる衆議の大別であるが . 共に最近まで続いて来? こ土地共有

制 の鑓濯がその刑態のJ 二lこ及ぼせる影響の大なる事は見逃す事の，'1 '， 5長な い多 〈のもの佐持

って居りますが ‘ 不幸にも本島は参謀本部護行の地圃がな い その上嘗地滞留中 之れ等の

潟貰ーを? 逸出しに ? こめ此蕗に割愛せなりればならないのは誠に残念であります。

2  . 民 家 概 況

A  . 屋 敷

屋敷地は多〈附近から出る山 :ti Ｈ 現 ｉ ｴ 瑚岩 、 海和 ｲ Ｍ ｾ 石 の 類 Ｉ で高き Ｖ 尺内 外 の垣Ｈ第 ｉ 闘参

第 聞

)1のを巡して相辿って居るが . 恐ら〈之れは防

l孔 ヒの必要から浩られてゐる のであらう 。 そし

て屋敷地の大きは 200坪を古ー通とし、 大家は: . l OO

主¥; 内外を 内有し 、時 にはそれ等の家は第 1 闘の

1m ＼ 、 屋敷金ｦｬｻＱＮに｝託 って石盤ｾ敷きつ めて居る

事もある o ') ι阿国突首り疋商に比える石垣は「

ヒンプン」と橋へる目陰しで、之の地方の民家

には必ら 之れぞ有して j着る o 然 して之れ等又は

爾徐の建物のiit 替に嘗つては 、門中( 註) 線、Hlで匙

るのが! 原則である o 放に新聞の部族でーは之れ等

の 物 が大 抵行迭ではない篠竹を編ん Ｑｾ Ｇ もので

代胤してゐる 。Ｈ 第 Ｒ 闘多ＡＡＨｾ )  

母屋及び附j番屋の配置に付いては . 後工員に bぞ

いて述べ る事とする 。

B  . 構 造 そ の 他

註 門中は共通の祖先を有する共同慢のー単位で 小 字位山大きふ千 ｊ し 、 ー 挑の事もあり 、 要 ｾｪＱ を合 ｴｲ

識もある。
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本島は多雨、 多憶にしてE つ石

材の豊富で ある に拘らす. 一般の

民家は軒の低い茅茸の木造で ある

之れは曾て奮司藩時代、 二階建及び

瓦葦 を禁ぜら れ、 時には部屋の大

さ、使用木材報の制限主与を受げで

ゐたのは他府! 隠とそ の軌を ー にし

てゐる 。然し乍ら 、置! 限後既に宇

世紀 を経て未 ＱＺ Ｇ に斯かる ｒｩ､ ｌｾ にあ

るのは必する しも禁令の影響と のみ

云ひ得な い事は明かである 。

第 回

小屋組は、 古 い物は闘西の農家 と同じ様な合掌: 小屋組であるが . ツ チな どを設けて屋根

占起を使用する様な事はさを〈無い 。之れは防風上棟高を低〈するにめであらうが、そのため

に一般に天井は設げない。只時に . 特定の一二室には特に天井を張ってゐるのを見受ける

料度で ある 。

外壁は普通板戸板壁で あるが 、第 3 闘の 目陰しに使用してゐる様な篠竹も用ひられてゐ

る。曾てはすべて 之れを用ひてゐ 1: 様である 。土壁は王家一統の邸宅内の小塁走に使用する

照度で他で は一 切用ひてゐな い。

間仕切も 矢張り板戸、 恢壁 で、特に 目立つのは 3 枚戸の使月j と三筋の敷鴨居の使用で .

夏季の通風を考慮しにも ので あらう 。

床高は犬祇 i 尺 2 寸内外. .r&はそれ以下の ものが多 し 床下[立 大抵全部開放 され通風 を

自由ならしめてゐ る。

墨は一 般 に京 ｴ ｬ Ｎ ｾ :fe月j ひてゐ るが . 大抵の農家でもは蛇を用ひす・、f吏測するにしても特定の

1 宝或は 2 室料度で 、 それも卒常

Iま些みかげておき 、時に際じ て誼

嘗な枚数fごけ敷 き並べる 。 そして

普通 は板聞の上に猫伏「ニクプク」

( 九州の: 或る地方でも用ひる ) 主云

ふ誌 を編んTご厚 1 寸内外の mat t

ｾ敷き Ｎ 或は英断 、 ｾ ｾ ｉ ｾ 表等 を敷い

て起臥して居る の

質E 協!
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3  . 民 家 卒 面 型

A  Ｎ南 島 空ｾＮｩ 型

那覇より北方約 ｾ ＱＰＰ k m. 主壁土名でバ スを降 b 、山手へ 1 k m程 入った所で、 Fi g. A 及

び B ｾスケツチした 、 例 の石 ｩ 琶を 巡って屋敷へ入るとすヤ右手に高倉があり、正面に篠

竹の 「ヒンプン」 がある。之れを右手へ入ると アサギ . の前を廻って「ワラ J ( 上場) に

通じ、左手へ入ると 高倉の前を遇って第 2 の「ヒンプン」の脇から 「トイ グ ワJ ( 小殿) に

入る。か〉る配置は本島民家の Lage- plan と，しては典型的なものである 口 ( Nig. B参照)

各建物に付 いて簡皐に書いてみ

ると ‘ 高倉は第 4 闘の如 〈高 さ約
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E 現在の使はれ方は一定せ今、重要な用途を持ってゐないに拘ら今特殊な貧家を除いては

大 抵之れが附属してゐ るのは

興味の深い事である 。

之の家の厩は第 5 園の様に

2 階建になってゐて、 2 階は

「マガマヤ」に相蛍してゐ? こ棋

で、最近まで村の青年男女の

集舎や協同夜業など に使用し

てゐ ?こ様である。本島の如き

部落共問題= 世帯共同盟の遮

在 の 多 い 鹿では 、 新種のも

← 『 今 日 I l t " " ! o t
l  l  の が あ る 事 は 必然 的 な もの

f
国E切似之千五あれ)

Fi g.  A  

‘ v  34  

で、翼手日志村では、 「マガマ



ヤ J tごりをsIJ ; t J l r にしにものもゐ

つ?こ。

豚合は石迭の穴窪であるが 、

最近は豚の護育上次第に木浩小

舎に改造されてゐる。

最後に母家の事であるが.

Fig.  B  Iこ見らる〉古川 、之の家

は「ワラ」 と「トイグワ」 の二

部分に裁然と別れてゐ乍ら屋根

伏は鎚型に葺きつながれてゐる

之の卒函は本島では珍しい方で

あるが便宜上之鹿に掲げる事に

した D

日

目(国

Eコ 国

つ

ヰ

J

c:コ

目

Fi g.  B  

「トイグワ J e は炊事場に営る部分で 、約字分は土聞になり盛部は板敷でそ の片隅に造

りつげの躍が切つである、之庭から巾康い渡廊下で「ワラ」と稽へてゐる座敷に通じる。

之の「ワラ」は四つ目型になって居 L 前面の座敷をそれぞれ 1 呑慮、 2 呑庭と構へ . 裏

側の方 ｾ Ｒ 室共 、 「クチャ J ￨ 栴してゐる 。 Ｑ 呑鹿には神棚、床な ｴＮｾ 設け 、 Ｒ 呑底には

下段を物入れにしt: 作りつり の悠然 としTこ俳壇を設け、 「クチ ャ」の一方 には第対闘の如

き 櫨 を 切 れ 病室、産量などに用 ひてゐる 。か〉る部

屋の使用並に名稿、配置等は後記する本島理! とを〈 同

様である黙は注意を要するもの と思ふD

周園のヌレ橡は卒商を見ても解 る様に新しく附加さ

れ1: もので あ れ 叉 外 壁 や 庇受な ど煩維な科桂が多〈

ー. ... ‘'"

2 ・ 作 -、、

官事 箇五 第・ ノ、 岡

36
1 V  



E つ機能的には邪魔であらう様な所にまで設けてゐるのは風の多 L、口之の地方の特徴の一

つである 。

B  .  * 島 型

之慮に云ふ本島とは勿論沖縄島の事で あ れ 本 烏型 左云ふ のは Fi g. C 及び Fi g. E に

示す如き卒面型を指構するも ので 、之の型は本島に於ては最も多し一般農家は殆ど之れ

である。一見四ツ目型. 或は喰遺ひ型の如1< 思はる〉も 、Fi g. D の Sect i on より知らる

h 如し炊事場の小棟と座敷の大棟の二つのつなぎ令されにものであり 、 その連絡方法は

本闘に見ちる〉如き特殊な型式を持ってゐるので . 敢て一型式とし? こ わりである 。

之のｾｾＡは線、べて後部壁画は一直線に連札前面は ＰＮＵ 問乃玄 Ｑ 聞の喰遠ひが生じ、之のケ

所に於て 、機能的』こも断面に於

ても二つの部分に別れて ゐる。

一方は家族の起臥す る座敷「ワ

ラ」 とな り‘ 他の小さき方は炊

事場開係の「 トン グワ」と なっ

てゐる 。大きは犬抵「ワラ」は

3 問乃至 4 間角、 「トングワ j

は間 口. 3 問乃烹 3 間半にして

奥行は 2 問牟乃烹 3 問主なり .

7吉川こ間口が奥行より学問伸びて

ゐるのであるが . Fi g.  D に見

ムる〉如 < ! ワラ」との連絡部

に雨本院が合して悶樋を通手る

ｴＺ め Ｑ ＱＭＺＮむを得子、之れ ｴｾＧｶｴ 伸び

るわげである a

f古T、Fi g. F . は「ワラ J e  r ト

ングワ」が ドig. C と左右反

割になってゐるが . 一 般 に は

Fi g. C のもの多 〈、E のもの

は少し、 。叉屋根伏も Fi g. D に

1たてば方形二棟を並べて中樋を

設けにものであるが、之の型の

ものが最も多し最近に於ては

{ 金広的乞がれ) 次第に第 7 固の如 し 鍵 屋 型 に

F ig.  E  茸き連ねられてゐるのが時々見

;込ρJ - - - : 口崖茎蓄量三董ヨ a

( 相 川 和 HJ ｾ｟｟｟ｉｉＡ二三ＭＭ白山口牛 ｬＭＭＴ

Fig. C  

Fig.  D  
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られる D 叉「ワラ」の前商 . 或

は周囲の雨l珪「ア マハヂ」を橡

側 、叉は濡徐に改造してゐるも

の もある D

屋敷の配置は Fi g. B に示し

にものと向車業であるが、只中部

以南の地方では高倉が欠けてゐ

る様である。

; j ( に「ワラ J ei トングワ」に付

いて少し〈説明をが1へておく 。 第 七 回

「ワラ」は大抵 4 間取り又は 6 間取りとなり . 之れが叉表座と裏座に別れてゐる o 表 座

の方は「 トングワ」 から最も速い部原 より順次 I 蒋鹿 . 2 蒋庫 、3 蒋肢と稿へて居り . 普通

1 零度には祖神 を市e. IJ • Jぷを設げ 、2 呑座には立採な付1¥盟 を設け 、3 呑座は物置粂用 の板

敷の聞となり、舎では家ツ 子の部屋として . 現在では下男部屋として用ひてゐる様でゐる

が、奄美大島漫では之れに相官するものを . ーの殿、二の殿、三の殿 、 と稿へ各別棟に作

られ連結されてゐ る様であるし 、八重山鳥では 6 間取りの物が多〈存すると云ふ事である

から 、之れ等を綜合して考へると、舎で存しに世帯共同開が私経済世帯に移る過渡期に於

て、その包容する家族内に何らかの Or der が作られたものであらうと考へられる 。

裏座敷は各部屋共「クチャ」と呼ばれてゐるが 、時には隅部屋を撃に隅「シミ」と呼ん

でゐる事もある 。 前記せる如〈之 の 地方では ［ｊ 、屋裏を使用せ な し、から之ｾが物置場所とも

なり 、叉櫨「ズ」から最も近い部屋 . 或は「クチヤ」 の中に 「ズ」を設けて産室に使月j す

る事羨である D

Ｈ恩納村せ長 ￬ｾ 柄ＺＱＮ Ｑ

方

、
@・

Fig. F  

て仕切はなレ・が「クチャ」同ti長の態をなしてゐ 1: ;) 

c  . “ 並 列 型 "

Fi g， G は所調並列割に屈す

るものであるが 、之の型は別段

本島に於てー型式をなしてゐる

とは考へられ子 、中農以下の If-:

むを得ぎる卒商構成であると思

ふ。叉並列型とは云へ 1 i秀康の

裏に「クチャ」を持って居り .

2 蒋座の後部も「クチヤ」とし

之の型の家の断面も矢張 1) Fi g.  D の女n<  i トングワ」と「ワラ」の 2 椋造 りになれ

3'7 I V  



中樋を中央にして建ってゐる 。

外壁は板物より篠竹などを多〈

用ひてゐる D そ して「トングワ」

の土聞には「ツルハ」と呼ぶ、

3 本の石を鼎立し?こ第 8 闘 と殆

ど同形の火焚鹿を持って居る 。

之の「ツルハ J は現在本島に於

て叫殆ど用ひられ今、之の模型

の如きものを火紳として寵の後

に作ってゐる位のものであるが

、八重山島などでは尚躍に使用

に7三97 F 人 間 ?

ｦ ＭＭＺＧＭｾ 二 Ｏ ｾ 1t/ ぺ
u  ｾ Ｎ、， 〆Ｍ‘

』一一一一月--， 

( ミおも符句、恥 1 )  

されてゐるヰ素である o F ig. G  

之の卒商では「トングワ 」と「ワ ラ」が殆 ど閉じ大きになってゐるが . 元来「トングワ」

は「 トヌ グワ」又は「 トノ グワ」の事で「トノ」は殿であり「グワ 」 は之の地方では多〈

使はれる縮少語尾で 、ラテ ン系の let に営るも のであるから「 トングワ」は小殿の意味で

ある事は本島或はその他の諸島の賓例からも知られるのである 。故に私は之の型は本島に

闘する限仁卒面は筒翠であり技術的にも原始的な多〈のものを持つてはゐるが 、本烏型

の先行型態 t は考へす¥ 相 封 年代としては後期に属する餐質型であると 考へて ゐる D

D  . “ ナ カ エ 住 居 "

Fi g.  F は本島中部でとつに“ ナカエ住居" の一例であるが. 之れは全島各所で見られ

殊に貴家叉は新しい開墾地などに多し外壁は篠竹或は誌を? 用 ひ. 間仕切は殆どなく「ク

チヤ」は僅かに笠の如 きものを以て仕切っ てゐ る口盤は 1 枚も用ひす引l伏をヨ枚使用して

I V  38  

W M 

イf Pず ，ム

第 八 回

ゐる のみで土聞には第 8 闘の如き

「ツルハ」と之れに並んで躍があ

り脆の上には自在「ガフ」がかか

つてゐるのがE言葉に見られる 。

以上甚 Ｑ ｾＧ 社撰であれ且つ本島

に於げる四ツ目型又は町家など書

くべき多〈のものがある4素である

が紙面の都合上ー先づ筆を捌きに

いと思ム。

( 平面型式の名手脅は主として下記に依

る、石原憲治氏 「日本 伐民建築 の研

究 J 建築雑誌昭和 7!.y. 8 月鋭〉



室 内 の 日 照
IJ? 

L  人 口 密 度

ル ー ドウイツヒ ・ヒルベルサイマ ー

田
爾

問
中 三撃

ま へ お き

駿 近 都 市 計 鐙 並 に 建 築 計 蜜 にmt 々此のい日! 照 の問 題 " が 粗 ヒ に のぼり 、同時 に 此の問 題 が

各方面の識者を刺戟し、 時を 退 っ て 盆 々組織的な研究と tr 験 と が 行 は れ る 様 に な っ た の は 誠

に鹿 賀 に 耐 え ぬ と恩ふ ので ある。 今 此 庭 に紹介せ ん と す る Ll l uwig  Hi l berseiruer 氏に よる

“ 室内 の 日照と人口 径nJ t " ( Haumdnr ch  sonnung  und Sieul nngidi chti gkeit ) は日照問題が人

口問題への 解決 の ー ヂ - dl ー と し て 論 じら れであるも ので 此 の鮎 に 相 鴬 暗 示 に 富 ん だ 資 料 を

厳 し て 居 る と 思 ふ が 放 に 工 準 土 岡 中 掬 一 氏 を 燥 し 此民主に諜出したのである 。

伶 ほ 本 論 は 同 氏の論 文 “ 室 内の 日P.i!" ( Raurudurchsonnungj I白oderne B: l Uformcn:  J an.  19 

35) の結論の援なも の であ る 放 之 れ も 多 照 さ れ て 併 設 さ れ れ ば 興 味 深 か ら ん と 思ふ 。( 翁井生〉

本 論 文 は 袋 内 日 照 と人口説i11t との相闘 につ い て 一 腹 の 究 明 を 試 み たものであるが ζ れ を 民

際 の 問題 に み て は め て 考 へ る 揚 合 に 1::: 吾 々は色々 な鮎を法: な しなけ れ ば な ら な い。 先 づ 衛 生

トー必要な日照霊を何民主 にtql へ る か の 問 題 が非常に大き い。 との( t (f のと り方 に よ っ て 許 容人口

総 皮 の 値 が会〈 縫って くるの である c その他色々 ある が 何 よ り も 紋 本 的 に 考 へ な け れ ば な ら

な いの は 都市と 云」、ものは紅合的存住であって 、 自然 ｲｬｾ イ Ｇ ｻ ［Ｈ｣ 工物で‘ はない と云」、駄である 。 そ

の勲 本 論 文の研究推玉虫の方法に疑問1がある が 兎 も あ れ 日 開 と 人 口の問題 に つ い て 一 つ の 暗 示

を奥へてくれるであ ら う。( 謀者〉

今日まで都市計壷問題の焦黙とな って来? このは土地の利用と云ふ賠で ゐっ て、衛生上の

見地から考慮が加へられ? こ事は殆んどなかった 口{ 氏居建物は育児上最も好都合とされて居

? このであるが 、大都市の建築としては不向であると云ふので抑墜されて来 た様な事情の下

にあっ? こ 。取締法規も衛生上の考慮を都市構築のなかに取入れるにめにはョ向未熟で力が

なかっ? このである 口そ れ故現在の都市は街生上の要件を全 〈無視 し?こ不衛生な過密! l k 態に

あり 、都市住居者の肉開的並に精紳的衛生保件を改良せねばならない機運に立至っ たので

ある口が然し此庭で言ふ虞の人口密度とは何であるか? 或はそれは何に依存してゐるか ?

それを規定する基準は何か? 吾 k ! ま先づこれ らの駄から 明にして行かう 。 ( 此の結に就い

て L . Hi l bersei mer 氏 は " : . Ioderぽ Bauf or men " の 1935. 一月競 29頁 註 に“ 室内日

間に就いて " と云ふ論文を? 発表し 、日! ! Hと室の方位の闘係について多〈 の資料をあげて論

設 ・都 市 公 論、 1935、5 月鋭 p. 99 参 照
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辿して居るが 、同氏は今これと同じ出瑳1誌に立って日 !!(t と都市面積との闘係を明かにせん

とし 、 興味ある論文ｾ提供してゐる課である。〉

人口密度とはヘクタール蛍り ( 1 ヘ クタ ールは 3，025 坪) の居住者の数であると定義す

ることが出来る。放に 一戸営 り乃至ー敷地嘗り の人口と敷地の大さし建物の間隔とを仮

定することによって人口密度を算出することが出来る。こ の三つのうち 建物の間隔を決定

する要素として家内日照が考へられる のであってこれは逆に考へれば陰影の人口密度に劃

する影響と言へょう。陰影の種類及大さは緋度、季節及一日のうちの時間 によって様々で

あって次の式によって計算する事が出来るのである 。

高 度
s m α= cos O・cos ψ・cos .. - si n O.  sin rp……  ………. . . ・ H ・. . ………・・ ( 1 )

方位角

"  sin o  +  sin α ・S lIl rp 
cos s  =  ｾ ＮＮＮ＠ v  ｾＮＮＮ＠ - _ . . .  T  ...・ H ・..… ……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.-( 2  )  

cosα ・cas rp 

O  : 偏 差

。 ; 緯 度

. . 時 角

建物の間隔を計算するために ε なる草位を考へる。この z は高 1 mの建物が向側にあ

る場合に窓に立鱈壁に投影を 生せ' ぎる限度の距離である、( 3 圃参照)

ε の値は南向のものは ( 3 入 45
0

の方 向の ものに劃しては ( 4 入東西向のものは ( 5 ) 、

南向傾斜地のも のは ( 6  ) 、により計算し得るのである 。

南 向 e  =  

ccs s  

tan α  

...・ H ・. ( 3 )  

{ 5 0 の方向 ε =  

)

-

n
p

一一
一α

o

-

v
u

一
n

A

宝

一

a

r

t

、
一
+

L

S

-

O

一

C

一

…… ( 4 )  

東西向
ｾ＠ =  .  

三in s  ....・ H ・...・ H ・. ..・ H ・-…....・ H ・. ...・ H ・.. ..・ H ・-・・ハ・…… ( 5 )

tanα 

雨向傾斜地
角 -

ｾ＠ -
Cos 3 ………………. . .・H ・-・… …… ...・ H ・..( 6  )  

tanα +  tan r  .  cos s  

r  = 傾斜角、

第一去は 2 月21 日冬至 l二於りる各異なり たる緯度に於ける極 k の値を示すも ので ‘ 第二

表は同じく南向傾斜地の場合であ る。

ε の値が わか ると建物聞の距離を計算することが出来る o 次いで吾 k は ε を用ふること

に依って敷地の所要の大いさ を計算し更に人口密度 を求め ん とする のであるが . その? こめ

には階数.居室 l白i積及そ の収容人員を定め ねばならない。ー敷地嘗り の人口がわかれば l 口皿

常りの人口がわかることになる o これ を 10，000 倍してヘクグ ール蛍りの人口密度を得る
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のであ るG 此れ を式に表はせば

s  =  _2目立O. n ・x

1  (s ・h+ t)

S . 人 口 密 度

x 階 数

1 佐 家 の 間 口

h :  高 (  3 闘参照)

緯 皮

48
0  

9  

9
30 

ウ イ
y  

10  

ミ ユ y へ y

1(戸。

2 、.  
リ 11  

11
30 

12 

5 1. 5
0  

9  

9初

ワ ノレ
)1 -

10 

F と ノレ リ ン
10拍

o  
ン ド シ 11  

11
30  

12 

55
0  

9  

ＹｾＰ＠

そと ス

"  
ー

10 

ケ ー = ヒペノレグ

103
0  

7 レ y スペノレグ 11 

11功

12 

11 ;  1 住家嘗り居住人数

A bstandsei nheiten ( 第一表、第二表)

t 位 家 の 奥 行

Z昆

F  E  H1 1  ε 4 5? | ε 東 西

8. 0 40. 9 5.41  7. 14  4. 69  

11. 0  34. 7  4. 22 5. 05 2.92 

13. 6 28. 2 3. 63  3. 94 1. 94 

15.7  21. 4  3.30  3.25 1.29 

17. 3 14.4 3. 11  2. 76 0.80  

18. 2 I  7.2 3. 0 1  2.40  0.38 

18.6  !  
。

2. 98 2. 11 
。

5.3 40.7  8. 18 10. 75  7. 02 

8.1  34. 3 5.77 6. 87 3. 94 

10. 6 27. 8 4. 73 5.10  2. 54 

12.5  21.1 4.21 4. 13  1. 62  

13.5  14. 2 3. 92 :' .47  0.99 

14. 7 7.1 3. 77 3. 02 0.50  

15.1 
。

3.72 2.64 
。

2.6  40.6 16.47  21. 00 14. 09 

5. 2  34. 1 9.00 10.69 6. 10  

7.5  27.6  6. 78 7. 29 3.54 

9.2 20. 8 5.76 5. 62 2.19 

10.5  14. 0  5. 23 4. 62 1. 30  

11. 3  7.0  4.97 3.95  0.61 

11. 5  
。

4. 87 I  3.4る
。

第 l 表 日;射角と ε の 値 ( 平面)

緯

傾 斜

4
0  

6
0  

8
0  

10
0  

度

0%  I  3. 5% 7.0%  10.5%  13. 9% 17. 4% 

48 3. 63 3. 22 2. 91 2. 63 2.40  2.21 

51. 5  4. 73 4.05  3. 55 3. 16 2. 84 2. 58 

55 6.78 5. 48 4.60  3.96  3. 47 3. 09  

第 2 表 南 向傾斜地の ε の値
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この式 lこよって吾れ k 々は日照時聞と家の方位が輿へられきへすれば人口密度を求める事

が出来る 。但し此れは屋根の傾斜が 1/ε 以下の場合であって 、1/ ε よりも大なる時には高

h は棟高となって建物の中央で計るから、

l 0，000 .  n  .  x  

人口密度 s = 
1  (ε ・h +t/2)

となる。第 4 闘及表は賓際の場合に於げる種々の値を示したものである 口以上は卒地の場

合であって南向傾斜地の場合は第 8 圃に示される様な結果になる 。 これらの表や園を見る

と人口筏度と云ふものは色々な要素によって影響金受げ るものであると云ふ こ とがわか

る。この要素のうちの一部分は自然的保件で如何とも出来ないものであるが 、他の部分は

設計の仕方によって蜜へることが出来る D 第 7 固に示すのは緯度と 人口密度との闘係であ

って、バ リーに誼賞して居る計聾をそのま〉モスコ ーに怯移せない事情も簡単に理解 出来

るであ らう。叉北 向、南向によって最大限人口密度も慶って来 ることもあわせて理解して

欲しい。

緯度の他に地形も亦外部的に奥へられ? こ{ 康件と見ることが出来る o 此の僚件は土地が卒

地か，1頃料地かによって違って来るもので 、第 8 圃及表は南向傾斜地の場合である。これ

は南側に傾斜してゐる場合を示したのでこのときは階数も多〈とれて許容人 口密度は非常

に増大するが、反封に北側に傾斜してゐるときは減少する。

設計に依存する要素のうち一番重大なのは家の方位である D 方位の許容人口密度 tこ封す

る閥係は 4，5， 6 表により知られる。叉此れらの表から日照時間及階数の許容人口密度に

劃する関係も同時に理解出来るが. 一般的に概括的に言って日照時閣を減じ階数を増すこ

とによって許容人口密度を増加することが出来る 。

東西向のものは 、南向のものと大いに異り 12月21 日に 4 時間の日照を得ることは殆んど

な〈 、叉これを 3 時間にして考へて見ても南向のものや45

0

の方向のものよりもその許容

人口密度は 、はるかに少ない o
緯度が高 〈なるにつれて許容人口密度は益々小となり例へ

ば北緯
480

のパリーに於ては日照時聞を
3 時間とすると一階建に於て密度は 329、20階に

於て 433， となるに封し、同じ〈北緯 55
0

のモ スコーでは一階建で 161 、20階にして 148

となって階数を増すと許容人口密度は却って戚少すると云ふことになる 。

嗣表を遁見すると階散が増えると初めは許容人口密度も著し〈培へるのであるが . 段 k

階数が増して行〈と密度の増加の割合が逓減することがわかる 。遂には階数を増しでも統

度は培加l しない様になる 。即ち建物の高が非常に高 〈なると人口径j 度は建物の高に無闘係

となる。

次 iこ密度に影響する要素として拳げられるのは敷地の形献即ち 1111 口と奥行との閥係であ

I V  4 2  



る。同じ敷地面積でも 間 口、奥行 の闘係で土地 の利用紙態が良 〈も悪 くもなるも のであ る。

北緯 48

0

のパ リーで間口 125m 奥行 84m ( 105
0

11¥) 南 向の敷地で階高 2 ・9m 階数 4 の

建物を建 てるとして日J ! H必要時聞を 4 時11J1 (12月21日に 於て) とすれば 4 表 に依ってその

許容人口 密度は 409 人/ヘ ク91 - ノι とな るD 商積は同じで も間 口と奥行と の闘係を襲へて

間 口を 10 m 奥行 を 10.5m とすると許容人 口密度は

s  =  10.000 x 6 x 4  

=  480 

10 ( 3. 63 x  10. 0+ 10.5) 

になって 81人増 える こと にな る。

向 この際 ε の値 と奥行と カ: 一致すれば密度は階数に無闘係に一定で あ ることに注 意 し

て欲しい。

例へば北緯 55
0 Ｈ モ スコ ー Ｉ に於 て 、 ＱＲｭ ｸ ￇｬ ｭ の家 で ｾ 文 字手 人口 Ｖ ，一 階建 、 高 Ｓ ｭ ， ε を ＿

P とすると 、
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閉じ傑件で10階建 とす ると

s  =  ｟ ｾ ｾｾ ｾｏ ＾Ｚ ｾ ｾ ｾ＿＠
= ーー 一一ー = 185

Ｑｾ＠ ( 9 x  2Cl + 9)  

E の債が奥行よりも小さいと階数が塙すにつれて精度は増加l し、反射に E の備が奥行よ

b も大き いと 、階撤が明すに つれて平野度は却って減少す る。

第 12闘は階高 と評i度との開係をあらは す もので 、階高を? 低下して 、階数を? 増せば特7度も

亦従って増加 するのは向明であ る。屋根の形献と草子i度 との闘係 に就 いては 9 闘を参照せら

れ?こい。同闘に就 いて見る と陸屋根のと きは予 り屋根の傍 になり . しか も影の生すe る断! 係

は同 じである。

傍 て人 口薪度に於ておI生的要件 全満 足 させる Tこめには人口鰐度が依持する 要件 を満 足さ

せねばならな いD 今此の術生的要件 を検討する前に都市構築 に於げ る人円若干度の基準を概

観す るにめ に人 口密度の高いベル リンに ついてその現I ! Xを調べて見 るならば、ベルリン都

市年鑑によると ベルリ ンの面積は 88，348 ヘク タール、人 口 4，024.165である。即 ち i ヘ ク

ター ル営り 45.8 人である 。建築地( ー庭圏 、街路 、既場を含 ま十一) 1 ヘクタ ール営 りにす

ると 300.8 人と なって居 る。密度の ー蒋高 いのはプレ ンツラウエル ベル ク医で建築地 1 ヘ

クタ ール営 り 948. 6 ー蒋低いのは同じ < 57. 9 人のツエーレ ン ドルフ 匿であ る。

第 10圃は 1 ヘ クタ ー}L- 営 りの人口 を. 奮市は区別毎に 、新市は地方別に示 しfこも のであ

る。第11闘は同じ 〈建r; r. 面積に劃する人 口平野度である。 一都市の 中で もその人 口平野度の相
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異の著しいのに驚かされる口此れを更に大住宅 . 中住宅、小性宅の類別に分類すると人口

符度の高い都心部に於て多数の小住宅を鷲見する のである 。

小住宅、 居室 4 室以下 8 2 % ( 居室には居間、疫所、悠室を算入せず〉

中住宅、 5  ｾ＠ 6  12. 7% 

大住 宅 . 7 以上 5. 3% 

居住者数 について考へると一室営 りの居性者は室面積の小さ い程反射に櫓大して居る 。

26. 6% (ベ ルリン全人口中〉は 2 室以下の家に住む

36.6タ (  "  ) は 3 室以下の家に位む

7. 7% (  "  ) は 7 室以上の家に住む

過密生t : 家主?調べて見る e. 戸数 lこして大住宅は 0. 01%、中性宅は 0. 13 Ｚ￟ｾ にすぎないが 、

小住宅は 6 %が過物性家で 、ベルリンの縛、人口の 12. %に営って居る D 此庭に過密住家とは

居性者を室数で割つにも のが 2 以上のもの 、即も I 安 2 人以上の居住者のあ るもの を指す

ので 、前述の過密件. 家のうち多数のものは高度の過密封犬態 にあることを注意しなければな

らない 。

第 5 表に依って見ると南向家屋が12月21 日に 4 時間の円照を得る 1: めには人口平野度を

1  階建なれば 277 人/ ヘクグ ール

3  階建なれば 322 "  

に主ればよいこ t になる。然るに ベル リンのz ! i 均将度は 300.8 人/ ヘクタ ールであるから

現在のベルリンの倣で都市面積を庚げ? こり 、交通輸送を増設し? こりするこ E なしに、すべ

ての住家に 4 時間の日照を可能ならしめ、しかも住家の最小限の大さを居間 1 室、寝安 3

ｾ Ｎ 疫所 Ｑ 室、浴室 ｉ 室の庚さにまで高めるこ t が出来る 諜である 。

ベル リン の建物の高居化、即も 一般に貸家の高暦化はその根底を 19世紀に於ける都市の

狭臨とそれによって生すもる土地の高度の利用 t 云ふ駐によるのである 。然し現在はベルリ

ンもパリーと共にロンドンのや うな侭唐建築営建築することによって解放的都市の建設の

機運に立至ってゐるのである 口高居過薪欣態を是疋するには、若し高居建築を許すとすれ

ば建物の間隔を増大する以外には遣がない 。

建築法規の作用は消極的で あって最悪の ものを抑贋きするにすぎす . 地域制の如きも性宅

扶態 を何等向上せしむるものでない。むしろ此れは土地の利用の高度化 の線に活ふもので

あるo 現在すで lこ過密妖態にあるも のを 土地利用の高度化を計って ー居はげしくする のは

不合理と云ばねばならない 。法規は現賓に個々の敷地に作用して敷地分割の情勢を助長し

小ｾＺ｜ｬｬｬ ｊ を集 合して大敷地 を形 成せ んとする傾向に ある社合的現 ｪ 伏に逆 行してゐるので ある

現在の不完全な地域制度lこか川まらす. すべての住家の街生僚件を向上せしめる途を確
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立しなりればならない。然るに日間は衛生保件中 の主要な要件であるから 、{主家の術生保

件を確立する 最短路は日 mt {t>充分ならし め、特に冬期に於げる日光の利用 を高 めるに ある

と云へょう 。その 矯め に は 人 口密 度 の最 高 ｾｬｾ {t>限定することが最も賢明な方法ではなから

うか 。同時 に一入賞りの位室の最低限を規定する事が必要になって来 る。以上の如〈 街生

僚件を取入れる 事 によって従来の土地利用の高度化 L より 進歩しに . 深い意味に於て主主

せられ ることに なり、従って高居建築と低居建築との優劣の問題も一般的な結論を下し得

ない誇 である。何故かと云ふと日照時間の長短こ そ街生僚件を決定するので あって 、建物

の様式などは場合 によって高居の方がよ い場合も あれば. 低居の方 がよい場合もあるから

である。 こ〉 で結論された結果を現在の ベルリンの紋態と比較して見? こので あるが . 吾 ノセ

の主張 す る衛生保件を具備 しに都市Tこらしめ るのに市域の鋪張(窮度を低下させる? こ めに)

をしたり交通機関の増設をし? こりしな いですむ t 云ふ結果 を得る のである 。

将来の人口 鰐度の !I夫態を考察するにめに は街生保件の他に経済の問題を忘れてはならな

いのであるが ‘ 兎も あれ この街生保件と云ふこと が. 一義棋をなすこと は疑のない所で あ

る。

3 111AL芯十つT7: HAUT -問。- .・HaNLfhU M { ‘ -，Ｍ Ｂ Ｍ Ｇ Ｍ Ｇ Ｍ Ｇ Ｍ ｏ Ｍ Ｇ Ｍ Ｇ ＭＭ ｉｨ Ｍ Ｇ Ｍ ｾι＠

l t l l t 同 A・P A " O t .  t、

第 3 圃 人口草野度に影響する要素を圃示せるもの

4 5
1 V  



東西肉

am 

，

 

q

，、

別

h

m

鈴

‘

『

0

・
l

w

d

G

 

S

阿

幻

ゆ

p

uw

・1

・

w

M
叫

t

S
ト

ド

s

o

!

 

o
a
、

・
1

E

S

ゆ

叩

惜

別

凶

町

a

a

h

引

S.
“

刊

・

m

 

h

 

• 喝

品

ー

l

u

H

h

q

n

g

 

H

T

 

ケ

立

の

山

い

t

 

O

州

・

5

恥

3

4

6

刊

市 向

6  'oett lge ｓｕ ､ ， ＮＮＮＮ ｾｨＢ ｜ｊ ｮＹ＠

11，5 11 1，・・・Ofl l'Tl . qes開。ssn ｾ Ｎｊｉｽ ｉＧｔｉ＠

1

2

2

z

-

Z

E

t
a
 

4・"・ ・H

U" " O( ; LI・"

A
-
ψ
-

5
3

z

z

。AF
ω

-

z

ω

-

Z

3炉

内

主S

... 

金金

2・C. C ¥C: . O¥l t

日時日照

x  s  

1  340 

2  421  

3  457 

4  476  

5  489  

10  519  

20 533  

、2・，. f" e  ，. 

日間日照

X  R  

1  336 

2  412 

3  445  

4  464  

5  476 

10  502 

20 517 

時間日照

X  R  

1  327 

2  396 

3  426 

4  442  

5  452 

10  476  

20  487 

1 2 l .・，. ，8 ，，，，

時間日照

X  S  

1  314 

2  372 

3  396  

4  409 

5  418  

10  437 

20  446  

南 向

南 1WJ 居 間

12，5x 8，4= 105口m

378 

482  

536 

567 

5o9 

635  

661  

'

』

内

，

L

q

u

絹
紬

Z

R

u

n

u

n

u

1

2

 

2

4

6

9

5

0

9

 

R

u

aaτ

n
o

n

u

q

4

r

o

吋

J

q

v

A

-

d

m

Z

R

u

k

u

民

u

k

d

1

2

3

4

5

0

0

 

1

2

 

329  

400 

431 

448 

459 

483  

496 

1

2

3

4

5

0

0

 

1

2

 

302 

352 

372 

3 '3  

390  

405  

412  

1

2

3

4

5

0

0

 

1

2

 

45
0

の 方 向

南 1U1J 居 間j

12，5  X  8，4= 105口m

498 

836 

1081  

1265  

1409  

1825  

2138 

'

l

つ
'-

q

JV

凋
仏

τ

巳

d

n

u

n

u

唱

A

n

，ι

424  

606 

708  

774  

818  

928 

992  

-

A

勺

L

q

JV

A
せ

R

u

n

u

n

U

1

a

内

J

L

329  

365  

386 

399 

407 

424  

433  

-

a

つ
'
-

q

u

刈

-z

R

u

n

u

門

〉

'A
内
，

ι

1

2

3

4

5

0

0

 

1

2

 

東 西 向

東 西 居 間

10，Ox  10，5= 105ロm

ミュンヘン . バリに首る) に於ける許容人口平野度

階 高 2. 9 m， 窓下 1 m 

x = 階重重、 s = 許 容人 口密 度

目照時聞は 12月21日の場合を とる
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505  

567 

2  482  2  2  430 2  2  403 

434 

372 2  

3  536 3  503 3  468 3  3  396 

4ω 

3  

603 4  567 

589 

4  529  4  489  4  452 4  4  
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627 

684 

716 

5  

10  

20  

635 

661 

5  

10 

20 

546 

585 

606 

5  

10 

20 

504  

534 

552 

5  

10 

20 

463 

487 

502 

5  

10 

20 

418 

437 

446 

5  

10 

20 



緯度 51. 5
0

1  277 1  298 1  317 1  334  1  348 1  361 

( 約ワノレ Y 一、 ベノレ り 2  309 2  345  2  378 2  407 2  435 2  461  

y 、 ロンド Y に滋る〉 3  322 3  464  3  403 3  440  3  476  3  510  

4  328 4  374 4  418 4  460  4  499 4  537 

5  332 5  380  5  427 5  470 5  515  5  555 

10 341  10 394 10  446 10 496 10 546 10  595 

20 346 20 402 20 455  20 510 20 564 20 618 

緯度 55
0

1  225  1  256 1  280 1  302 1  320 1  336 

( 約 モ スコ 一、 ケ ーユ 2  235 2  277 2  315 2  350 2  383  2  413  

ヒス ベ lI- 夕、 7 レ y 3  238 3  285  3  329 3  370 3  410 3  447 

スイ ル ク に 替 る〉 4  239 4  289 4  336 4  381 4  425 4  466 

5  240 5  291 5  340  5  388 5  435 5  479 

10 242 10 297 10 350 10 403 10 455 10 506 

20 243 20 299 20 355 20 410 20 466 20 520 

* の大き 12. 5 x  8.4 =  1C5口m 階高 2.9凹

窓 下 1 m 

x = 階 数
s  = 許容人口密度

日照時間は 12月21 日に於て 4 時 間

第 8 園 及 表 南向傾斜地の場合の許容人口統 度

一二二盃一

当 相土二二百 三一一

第 U 圃 屋伎の形紋の許容人口密度に劃する 影 響

I V，らO
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第 10闘 1925年に於ける ベル リン人口 の全面積に劃する割合( 各行政医別による )

臼白 日 日 回 目 囚 囚 囚 囚 四 四 回 圃困困 層
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第11圃 1925年に於げる ベル リン人口 の建築面積 に劃 する 割合 ( 各行政区別による )
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保 件は 4 と同じ 。階高が高くなれば許容人口平野度は減少す る、

縦 軸 l主人 口 密 度、横 qi 由は階主主。

第四国及表階高の許容人口密度に劃する 影轡



昭和11年2月21 日大阪府下震災調査報告

序

昭和 11年 2 月21 日午前10時 B分 5 秒 9 稜震時、

初期微動植純時間 3 秒

最 大 混 幅 水 平 20mm. 上下 7 mm

純晶' 動時間 10分

災 害 強 度 委 員 曾

震源地大阪を去る南東20粁

第二回険震最大

大阪測候所稜表

護長時午前 ＭＱＱ 時ｾ 0分

初期微動糟観時間 3 秒

線、震動時間 4 分30秒

最 大 震 幅 水平 0. 3 mm ク ク

以上の如き地震動は城崎奥丹後の震災以来此の数年間忘れられて居1=。大阪市民にとっ

ては不計意外の激動を J! i! へ1=。

震動の身慌に感じに経路は相営大なる地日烏と共に上下動を停へ 、爾後7 k 卒動を数分櫨献

しに。

地鳴は遠雷の:耳架{ t > 打つ如〈始め低脅より数秒を出す・最・高潮に主主し 、同時に其頂鮎の附

近に於て 34 問、間 j品的断続' 性の上下動を後部i なき低脅 と共に体連し. 其学ぱ以後に於て

水平動を生じ、上下動に遮る h 事数秒或は数分の後に最高震動を数回繰返し、撚る後徐々

に減衰せる京n< 感せ' られた 。襲来より減衰に到る最強動の時聞は、相営長時間に渉る如〈

感せ' られ? こるも、事賓は23分を出でぎるものと思はれる 。撚 も共最高震動時は僅々数秒乃

烹拾数秒であらう と推定せらる 。

首時の天気、概況は西北の微風にして将雲に掩はれＮ霧躍低迷し、僅かに東南の雲 の 間 ｉｾ

より陽光が僚綿をなして J!H射してをつに。気温 6

0

C 内外. 策医の低い陰惨な曇天であった 。

本委員舎としては調3 ' E が緊急: を要するを以って、想22 日午後委員長と共に一行 3 人を以

って取税へす震源地附近の調11F . を敢行しに 。

時間の関係上、震央と見倣される二上山 の周囲に就き充分なる調査は不可能であったが

宮田林. 新堂村、礎長村、飛鳥. 駒ヶ谷、古市、道明寺. 柏原の順序{ t > .l.J 、って大田告の調不2

{ t >なしに 。
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調 査 報 告

1 富 田 林

A 浮 谷 王寺

←す

が，年I 何ι

恥 ト レ 。。

R 西 方 王寺

C 輿 正 三;t-
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建 物 Ｑｒｾ 被害 、 土 話 再煉 ｊｌ 一部破損

イ、 石燃擬rt 殊事事務

ロ， [nJ ｾ ｾ ｾ伺 ｪ

ノ、 、 ［ ｽ Ｚ ｾ ;行 ｾ却問

ヌド'車' 無被害、 イ、 寺 門似j援

事ｾ i'1 

ート
車"例 守内 1t.

和国 ? ゾ

建 物 無 被 告 、土塀目煉克一部 破 損

ロ 、

イ、

ロ 、

1  i阿

l 伊1

2  {I ;¥I  

土 塀ilJHi¥=

目白

石燈側倒

同 t築費正法車事?存

ロ

/ 恥 1到JL咳) b

月岡」ぇ宜的 Ｔｾ ・ Ｗｉ ｊ［［ ｵ ｲ 均 ＺＧＱ Ｑｾ 国

J夜1"対・ 件l号1向 か



2 新 堂 村

A 中 野 西 徳 寺

勝

悦

伴

A

ル

伊

イ

市

b  

す

本 堂 ・酉商下り練雁銀瓦のさか崩落

十

イ、 ，n居、滑り出し

ロ 石 燈 縛 洛 2  

ロ

家制/0. 及骨f争ト扮1事司

特科 11 崩=i骨t ν

ご十

j 守伺市

持 Ｉ ｾｊ 1 シ

ぺ文:: J

3 磯 長 村 太 子

A 民 家 ィ 、 民根 λ［ 車事務口 、 土器 草ｨｩｊｾ

ィ、JLI ':l: 裏 板に到し 、最上列と最下列 のみ釘止 とし他は止めてなき然 、 中央部の土旬 。

部車事務せるもの多し。

ロ、土塀は;東西方向に i直角のも の大郊分崩 務し 、他 の方向 の ものは亀裂を生ず。

B 太 子 陵、建物無被室、( 倉庫出入に屋根強滅) ( 土塀一部破損〉

イ、 石碑 の廻縛

口、 石俊擬ｾ珠 Ｔ 専務 多 数

ノ、 、 石燈紬部廻車車、頭部車専務 多 数

= 、 石燈修u援 多 数

ホ 、 青銅燈飽 仰J主主

5 5
' V 
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援

陶

磁

方

及

援

強

倒

V

E
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A

J

部

↓

ι

/
一

¥

土

別

刷
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ィ

¥
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4 駒 ケ 谷 村

A 民 家 、 獲の苧みしも の多 し

11 杜 木 前l' 祉 イ、石燈移動

口、石俊倒媛

移動方向西市

¥ 凋 / か らず

タ¥

(. ｾ 凶方寺 ｺ 主主物無被往・

() ｾ ｦｩ 氷キ

本 金 被安 を 認 め ず

5 古 市

イ、脳裏倒後

A 母 国 ヘ 幡 建物無被筈

見 ｾｊ Ｎｊ拘 ｾｏ ・

ｾ＠

J 「

ロ

十??

J  vr| 
一 一

車l γ

必ど

私l手才伺骨 Iじ

東 北

頗る古書建物にして構法も 簡 恕 に して/ f I 朽 の跡事事 し

イ、石碑廻車事

ロ、石燈擬貸獄事事務

ノ、、同 倒 援

= 、同 車事凹

ホ、 土携 の亀裂、破損

月町

51 ・d



J 、、 ロ.

月間

一団-

1? →令官

也

多

段警伊5

オ、

十

6 遁 明 寺 町

被害 殆 んど見管ら ず、 71 < 、其他の液僅の動揺氾溢あ P 。

A . 主主明 ー寺 建物其他 無被 害

フ 柏 原 町 向 上

上 2 ケ町 1'1海幕迫れるを以て調査を略す。
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車吉

本調査は短時間の内に成せるを以って 、奈良方面. 和歌山方面並 に大医市内の調査に聞

に令は十. 此黙誠に遺憾なるも是等の方面に就きでは聴合せ共他の研究報告に侠も取合へ

す調脊範圏内に於て得? こる結果を認に報告す 。が11 々此度の地震に於て震幅相蛍大 ( 20mm)

なりしに闘らす家屋の倒壊せるもの頗る少な し E 石燈、墓碑の如きもの〉鞘倒も著しか

らす、擬笠珠の鱒孫、叉は軸の回轄に止まり 、縛倒せるものに付きでは其位置の移動を認

めす~ 騨阿せるものに多少の移行を認めるのみである 。

建物に付いても 、農家の頗る粗雑なるもの及社寺の頗る腐朽せるものに於ても猶且つ残

存し 、被害の科度 も又頗 る 少 な し 絵 程 篠 件の悪きもの . 例へば 、地盤の脆弱 、構法の不

備 、WJ 何の程度大 、民 力に射する方向の最悪なる、長動周期の一致、等の諸僚件の殆んど

大部を具有せる如きもの〉みが崩主主せる様である o 今次の調在に於て石燈、基1仰の如きも

のにつき主として研究せるは . 家屋に付き材料を採る事の頗る少な 〈共経済的損失に於て

も叉些少なるを思はせる結果に外ならないo 土塀の如きは葉すさを土にて粘合せて盛上げ

しものなれば、僅少の横力にでも亀裂 . 破壊するは営然である 。

農家に於ても ・向上の材料を荒き竹小舞に 3 寸厚位に塗付げ 、然も土華のなきもの多き

妖態なれば . 是等の壁の5 I B 裂 . 直rj 訴は叉首然であらう . 民家の瓦葺屋根に於ては裏板の上

に こ とを置き、土居 茸を＿用ひす・械 と軒先 のー列のみ釘 止めとし、瓦は引掛楼ｾ用ひする卒の波

瓦を用ひ . 屋根土の上に置ける程度なれば、中間より 抜出で鞘落せるものが所 k に見受げ

られる 。

石燈、墓碑に於ては縛回せるものを検するに其回騨は反時針向に 15

0

乃至
45

0

近〈迄及

びＮ多少水平力の方向に移動してをる事を認め得る ｯ 擬貫珠の 縛落は大積共震カの方向 ｾ

知る根掠となり得るも母偲の形燃及地盤に針する傾斜周囲の獄態等により 、叉韓落の場合

にぶつかり合ふ事等より共位置方向は相営不正確なるを避げられない。

時倒の場合 lこ於ても . 略同様の事が云ひ得様。只此に質量の大なるものは相賞震動の高

潮に主主せる l痔即最大震幅の附近に於て騨落しにものと認め得るも同時に上下動による韓国

賓位も介在するものとし質際の水平カ方向より多少反時針的に振れのあるものと考へらる

〉。

質量少なる ものは初期の上下動叉は小震幅時に騨落しにものもあり、叉運動量の大なる

部分の個有震動の潟し共在位の欣態等により、任意方向に輔落する事は大いにあり得る

事である 。

特回に於ても、二物開聞の材質及仕上方法等により . 回特摩擦及個有震動の相遣を来し

其角度に於て叉多様なるは避りられぬ o 今是等の諸僚件を捕へて訪青森材料の個々に就き論

じて見ょう。
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1. 富田林 A 浮谷寺 イ… 寺庭に立てる石燈にして其擬賀珠のみ真東に向ひ輔落す 。共

母鯉には何等の費位を認めす・。

ロ…高 2 尺許の壇上に立てる 石燈にして共佐は南 k 西に倒る 。笠

胴は壇下に落ち、縛倒と同時に締り落しものと思はる 。

ハ… 供養塔形の墓石にして之も運動量の大なる部分は北北東に特

倒す 。

ロ. ハ、… … は共に同 一方向を採るも 、特倒中又は後に斡旋の多少ありしものと思はれ

る。

方向、東西 1，南 k 西ー北北東、 2  

B 丙 方 イ…寺片袖門にして土塀により挟まる ｯ 陣倒の方 向 を制限ｾ ( t  1: 

時倒方向、東北- 2

る先ｾ態にあり 。

ロ… 土塀の一部を利用せる物置にして桁行東西に泊ふ 。上と 同様

の制限を受〈 口

C 輿疋寺 イ… 寺庭にあり、蓮動量の大な る笠は東南に騨7存す。

ロ・・・向 上 、 反時計向 45

0

近〈縛同す
D

擬賓珠東に孫つ . 多

少反時針向に同時カを以って孫Tこる如し。

方向. 東南一西北
1、東西- 1

ＲＮ 新ｾ村日 美具久切御魂紳祉

イ・・・鳥居 . 桂の中間繊手南に滑行す 。

ロ… 蓮動量大なる礎昔話. 笠. 東北東に輔孫。

他 の I 基は南に車専務但し前者は木製胴の粉粋 して 疋耐i，; を祇 〈

方向 . 南北- 2、東北東一1

3. 磯長村太子

A 民 家 ロ … 土 堺、東西に崩洛

日 太子陵 イ… 反時針向約時 20
0

締問、 移行を認めす・。

東 西 - 3

東 南 - 1  

東 南 東 一 1

ロ… 石燈擬費珠の轄落多数 .1) 1) ，大将東に治ー。

ノ、…忠魂塔. 母樟反時針向 30
0

_ 4 0
0

の同時と共に基培より東に

滑行す 。

九輪北北西に落ち. 花立は南 k p局、及南に伺j る口

運動量最大なる母悼の移動方向を採れば大約東南東 k なる花

立は頭部大なる不安定の石柱にして大石壇上にあるものなれ

ば 、共輔倒は任意方向をとりしものと思はる 。

= … 一基は束、一基は東南 。

ホ… 大質量のもの冶位置により 主方向は束。

4. 駒ヶ谷村 A 民 家 土塀. 東北 に崩落

B  社木神社 ィ… 西南に向ひ、胴及笠が礎盤上に移行す 。

東北一西南- 4 ロ・ ・質量の大なる部分、東北に落つ。

C 西方寺 土 堺 東 北 に 崩 落。

D 願永寺 イ… 方向不明
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5. 古 市 八 寺毎回八幡 イ… 布碑同時約 20

0

但し一方土塀に支へられたれば共角度

東 西
- 2

東 北 東 一 2

東 南 東 一 2

東北 ｾＱ

南 北 - 2  

及移行の程度は不明 。

回轄方向反時針向

ロ… 擬貫珠轄落. 東北東一1，東南東一1，

東 西 一 人 東 北一 i

ハ・・石燈韓倒 . 主方向. 西南西ー1、北ーし商北西一人

ニー・石燈回輔， Ｑ ＵＰ ｾＴＵＰ 反時針 向、移行 北、

ホー・土堺、東 西 に 傾 し

以上の諸方向を統一すれば次の如き結果を得る 。之は大開震央よりの震波体遺の方向を

知り得ると共に、共集中黙附近に震央を求め得るものであるらう。

然し前述の古川、同一地域内に於ても其の轄倒方向は医 k にして共間雑多なる僚件が介在

し、共一つ一つに就き厳絡なる研究は頗る 至難の事 となり 共E 純度叉極めて薄弱なる事は

いなめない。

富 田 林 主方向 北東一南西

新 堂 村 ク 東北東一西南西

太 子 ク 東西

駒 ケ 谷 ク 東北一丙南 二上山塊を震央 t せばこ の土地は主力に右廻 b

古 市
ク 東西

の回特力大いに働きて、殆んどが民力に直角に

倒れしものならんか。

此に反時針向の角回轄の多〈生ぜる事と特倒方向の相営図筒Lせる事は、上下動の多量含

有せる 震動なる事震源の接近せる事を正確に碓め得る 。

今女の震幅の比較大なりしに闘 らす被害程度の驚ベき程僅少な りしは長央附近の町村の

地盤良好なりしによる結もあらうが . 叉震央の頗 る地表 に近〈蓮動量の少なる震ならんか

震央 と認めらる〉二上山塊は死火山にして. 調査嘗 日も 音響を伴ふ飴震数多あ りて件ー民

の危慎大な るものありしと聴〈 。

抑も大陸浮動設、地塊運動設等は地 震 撃 の 根本ｾなすも のな らん 。叉 、地 殻の相Ｉ切によ

り断屠火山の噴火等叉基本的理論となる は疑はぬ所であるが . 今次の地震は夫等大系 にj記

する極少部分の出来事にして. 叉自 す， e特有のノj 、節を以って解決 し得る鈷も あらんかと思

はれる 。即. 震央が死火山に生じ 、運動量小 lこ、 頻発する 徐震 - ］［ミ二響ｾ件ふ 事 等 より、火

山? こりし山塊の鹿部静岩の移動落磐に起因するもの〉如〈考へらる 。

此落磐を生す・る原因は叉種 k e. ちらんが、近因としては気候の激鐙 lこより地盤の会: 激な る

費位、歪曲 、或は帯電位の不均等等であらう 。従って這裏に於げる光世の如きものも、此の

帯電現象として見られぬ事 もあるまい D 此等の研究は夫 k 専門書持者の努力をf突っ事にし、

取敢へす・調査考研の結果を績め て報告とする 。 以 上

( nr，和 11勺" 2 月26 口〕
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富 岡 林 際 前 菜 工 場 i::; 岡 林 i宗 谷 寺 墓 地
r ，; ; 岡林浮谷寺墓地

西 方 寺 倉 庫 富 岡 林 西 方 寺 b!; 田林西方寺門前 21岡林西方寺門倒援

富岡林西方寺門前 西 方 寺 裏 庭
輿疋寺 門前土塀 輿 疋 寺 土 塀

新! 町村五徳 寺 新 堂 村 西，徳 寺 新生! 村御魂f f ，111枇 寺罰金村市11枇 .n居

新 金 村 語tit 量士 二上 111遠望・新堂村より i磯 長 村 ( 太 子 〉 ゴ- 塀
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磯 長 村 署 長 尾 磯 長 村 ゴ二 品t

機 長 村 土 : m ， 太子堂石段下石堺

で・司司-

主亀全-

太 子 佼 境 内 太 子 堂 邸 内

太 子 堂 門 前 太 子 堂 境 内

太 子 金 太 子 蹴 太 子 堂 境 内

太 子 '立 忠 魂 神 駒 ヶ 谷 村

ｾリケ 谷 村 Ｉ ｦｦＨ 永寺邸主 要 肝j ケ谷村宇土木市申枇門前 J!' foJ ヶ 谷 村 家 康 駒 ヶ 谷 村
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春 田 八 幡 奔 殿 前
審 問 八 幡 境 内

.、 も 4

3ト 、 ーー

ペ ｌ ｊ ごよ ＮＢ［｟ＧＮ ｾＭＭＭＺＭ
ｾ ｾ砂［ Ｎ

来罰金村中 野 美 具久留御魂市11
1
枇 新堂村 中野 西 徳 寺 炉j ケ 谷 駅 永 寺 tQl: ，裏
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官任 ｬ 林 ｩ ， Ａｦ 谷弓 ｾ， 磯 長 村 太 子 民 家 磯 長 村 太 子 民 家 土 塀

太 子 陵 子 陵 背 銅 綬 忠魂港前置石燈 、2;基、磯 長村 太 子 l
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災 t 圭一-
a::::::J 

出
一
仙 備 録

( 昭和 10 年 8 月 10 ・11 日 の 豪 雨 )

亀 井 幸 夫 夏1)

ま へ お き

客年夏二度目 の家雨に よる被告: に閲しては既 に本 誌 ( 1935 ・12i に調 査 の 結 果 が 工 事 土 中

井 新一 郎氏によって手際によくグ ラ7 イカリにまとめられ報告されてあるので、今 更 改 め て

同じ事を報告するのは甚だ般の骨頂主制ばねばならなしが 、筆者は 7. 1 < 筈随筆と云ふ程度で 、

いき L か都市計j l EK 於 け る 住 宅 地 の 宅 地 造 成 i二の衣料を提供したい と云ふ気持で 4 γ を起た

したのであるが、潟一本記遮が今後の災住に備へ得る資料となれば望外の幸福と思」、 。

調 査 の 目 標

如何なる調不正をなすにも. I象め調1 t の方針と回棋を定めて出殺せき' れば. 短い時日と限

られ? こ 人員の到底よ〈するものでな L、。筆者は大略下の方針 と目標を以って本調食を ほし

?二、旦IJ ち

イ、 浸水区域とその深さの料度。

口、 主として建築物及その敷地の影響。

ハ 住宅の経替地と川河流域と の附係

調 査 方 法

所轄警察署の報告を土芸誌として現地調奈佐 13 日より 15 日まで の聞に踏住しにのである 。

その方法は次 の如き手段によって之れ念行つに 。

口 、

潟県による建築物の現猷撮影。

陸地i J I lJ量部の地圃へ浸水区域 と浸JK深さを? 記入、O

特種多考事項を註障を加へておく塁手 。

調布ケ所は、下記の所に限定する事。

イ、

ｾ、
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1  箕面川流域、阪急石橋騨附近

2  千里川流域. 千里園伎宅地及 その下流υ

調 査 概 要

8 月13 日は箕商川流域を中心とし費料蒐集に努め、同 14日は千里川流域を調子日なせ り。

但 し一 般 に水 害 地 の調査は 、 特 別の場合を除 いに外 Ｎ 大関ＷＮｫの Ｕ｜ いに ｾｩ へ行き Ｎ 営時の

浸水の深さを、壁開叉は共の他の工作物等へ描かれにしるしを唯一のものとして調べる の

であるから“ 大開此の溢であつにらう" と云ふ棋度 より 調ぺ様のな いのはJ I - : むを得ない

L 思ふ が. 此度の調茶に於て建築敷地造成叉はー闘の性宅の計霊地或は経営地の仰置選搾

と云ふこと に就 て相営有力なる資料を得Tこと確信する、治7. 1 < に闘する問題は土木行政の立

場 より一般論的には容易 に結論に達し得らる〉と雌札前記の如〈 共の現地に 行き 、調脊

して得? こ結果は、いづれも都市は郊外に仲ぴ行〈と云ふ前提より考へれば府の全直域に建

築響察の護動の必要を痛感しにのである 。今現地調煮の結果をその場所に従って撮影せる

諸民主? 添へて詳記せん 。

箕面川流域石橋附近

箕面川は中園山脈の飴勢が南 に伸びて能勢、箕面、 龍王の諸山となって居る内の箕商公

閑及六{ 岡山等より 穫 し、石橋を経 て猪名川にそ〉ヤ川である 。

8 月10日より 11 日の暁方 にかげでの大降雨は Tこちま ち川河の氾粧を招来し. 前記の 山々

より集まって来1: 水は非常な勢ひを持つに所謂奔流と云ふ j伏態に司ったのである 。 ところ

が石橋附近に到ｾ . 道路がたまにま此の箕面JII と交叉する 地黙にある ので之れに架せられ

て居 る橋が自然流出物を堪 11 - . めると云ふ結果になっ? このである。木橋の場合には 、之れが

或る科度に主主すると自然破壕し押 し流 され、 附近への浸水も此の矯め幾分で も鞍減される

事になるが. 北巳! 島村北今在家 に架せられであ る鍛筋コンク リート造りの箕商大橋は存 坊

に破壊駄に主主せす. 矯めに棋流物の益 k 滞積する こと〉なり. そ の結果此の附近ー凶のJi ; i

7.k甚1: ' しい 流失家屋叉は破壊家屋等を 出すに 安IJ つにのである 。通常此の川は殆んど水も

ちょろも よろの税度で . 自然 に川が曲り〈ねって流れて居るの である、此のま詰め に念。な カ

{ プのケ所では奔流の勢ひ物凄 し 自 然現一防等の決出伝来?こした のである。 そして之等 の

堤防の下に存在しに住宅及ぴ其他の工作物等は勢ひ水害の影響が甚大であっ仁と云ふ課で

ある。

67
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池田署調脊ーにか〉る同署管内被害家屋は下表の如し

第 1 表

同T 名 浸 水 床 上 浸 水 床 下

池 回 1  0  4 8 0  

北 望t 烏 1  1  7  5  8  1  

納 J l! 
4  6  

箕 商
4  3  6  

JC 々 呂 美
1  3  

宅F 野 2 2  

計 1 3 5  1. 1  3  8  

倒 護 家 屋 流 矢 家 庭

牛 5

2  

宇 5
4  

午 l

牛 1 1  

6  

10. 8. 11 報告

九J
境面 ｬｬｩｦｴ 成Ｚｾ 1k l  i玖

Fi g. 1 



..... Ｑ Ｎ ｦ ｾ＠

一日-^ ，ト
， 

ｆｩｾ Ｎ＠ 2  阪念石惰附近間

第 1  園 10. 8. 13録影

限念位鍬i ' ¥: t家線石筒附近箕面縮

減! 日跡

• 2  圃 10.  8.  13 徴彫

阪念石橋停留所附近箕面橋下流箕面川北

俸 の 決mによ る 住 家 の 危険 に 瀕 せ る も の

，6 9  l V  



ｾＱＴ＠ 圃 10. 8. 13線影

箕 面 川 流被字刻i木 47番 地位 語〈前 泥砂の

氾涯に 上り Fl I :tIII が 樫 i'Aせ る ものを示 す

第 3  園 10. 8. 13撮 影

【三 ｾ ＮＮ ＮＮＮ “ ， Ｍ Ｍ ，

箕 面 Jf1' F 流 流 域 箕 商 大橋 附近〈東 1l!l 1)

浅水 跡FII 畑 にゴ: 砂 のiEi監せ るも の ‘

1t 商川の増水に際し . 鍛 iVi コ

ン クリー トift の貨商大橋 に多 〈

の漂流物が停滞せし1=め奔流 を

遮断 し、 その結果F付近一帯 に浸

水面IWJ を招致 し1: のである ο

此の附 近の浸水科度は 1 米乃至l . G 米にして場所によ っては床ート相首高まで浸水せ る{-I:

家 もあっ fこ。

第 4 闘の場合は ‘ 堤防の決潰 しに ケ所は、此のiji 防と 接続し て巾約 5 米乃烹 6 米刊の竹

林があ り て決潰 の恐 れ な き場所であ っ ＿ こが Ｎ 道路 工 事 用砂利 Ｔ ｾ ｾ 集 の ｦＮＢ ｾ め ‘ ｊＺ Ｉ止防 の 一 部が切

り取ったのである が 、復奮完全ならさ' る?こめ、tl t の部分を? 奔流が押流し山防の;Jと潰 とな 1)

附近に Ｗ Ｑ＼Ｎ 嗣の害を輿へ Ｑ］ も の で あ る 。 Ｈ ｆ ｩｧ Ｎ 日 参 ｉ Ａ ｾ ｾ i  

Fi g . 3  ii 草木附近の水 深 を示 す 矧

t¥l 7-0 

(  v開 ， _

ワO 【 7 2 -



此の ケ戸'r は川が念に

カープして jAる主ころ

なるを以て ‘ 奔流 lま此

のカ ープに突き首 b漸

戸大堤防の洋を洗ひ流し

て行き遂に決潰したも

のである 。

住宅の敷地をか〉るケ

所 に選持するのは頗る

不得策であらう ο

第 Ｖ 圏 ＱＰＮＸ ＮＱ Ｓ 銀ｾ

11;，商大橋堤防右岸の決泊 に よる

附近住家への被; で

J ぞ司ヤご" ' : . !三:三ぜ子

正泳

• 5  置 10. 8. 13線影

:11: . 豊島村、阪念石橋停留所より質町西

堤防の決 ｴ 置による 位 家 の磁 ｾｪ［Ｚ

Fi g. 4  阪念石橋F付近岡 ( 2 )

a  
資両大橋は橋脚i民

主ｾめ Ｈ 或は土砂で

橋脚思決によるもの

ならん) 奔流を此の

ケ向iーで曜J とめるが如l

き作用をなし、此の

橋一需の附近へ泌械

が氾献し科大な被害

を別へたるものなり

l. F ig. 1 参照)

v. .J  1 v  
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" 此 の 橋 の 作 在 がF付近への浸水区域を抜大した主主め、木橋に

代 るベ ( 磁 援作 業 を してゐるもの

第 7 国 の 2 10. 8. 13線影

n商大橋，; ) 1後援作業



千里川流域とその被害

千里川は、その水源地{ t > 械l井谷村 に穫 し、通常は水量の齢ないJ I1である 。然るにひ t 度

豪雨烈しい暴風雨襲来するや 、周悶の丘地への降j:Hはたちまち此の丘の谷聞を流る〉千里

111へ流 れ込t J e云ふ諜で 、勢ひ通常殆ん と‘ 7kのない Jl I もその増水は非常なものになって仕

舞ふので 、現在の川巾 を主よってしては到底その水量を牧容し得ぬと云ふ こk が居々繰 り返

されて来たのである 。 その結果泥水の氾1112により附近地へ甚大な 影響を及ぼ して長f Uこので-

あ る口( F i g.5参mu

斯〈の如き M長態にゐる千史川が彼の本年最初の大降雨に際し 、此の川の流域への大洪水

の原因を作って居ったことは蛍然の事であった 。然るに本年第 1 回の出水 による被害跡未

1:"復醤に至ら Y るに再び、 去る 8 月11 日の豪雨により J. K綱の見舞ふところとなったのは拘

に悲惨の極みであると同時に、将来河川附近地への住宅地計蓑へ一大警告を典へたものと

見倣し得る 。今調布の結巣{ t > 詳述すれば次の如〈で ある。

イ、箕面街道春日橋附近

此の附近の培1. Kは春 日橋上に於て約 4 米に主主し 、街路上端より約1 . 5 : * : にも達する程度

であ っ?こ 。( 第 8 闘 Fi g: 6 多照)

橋の傍にある 住家は勿論床上1 . 5 米程度の浸水を見? こ のである 。此の橋より下流に川の

j迫曲も 甚Tごしき ケ所 2. 3 あ り、 その附近より下方 に位家が建ち 並んで居る のであるが、此

のケ所の堤防の決前は奔流の流れ る道を襲へて. 一時に此の伎宅地一回へ浸水耐を来ら し

たのであ る。浸水の何度は全〈驚〈程で、大抵 2.0 ｾ七乃 主 Ｓ Ｎ Ｐ 米に及び、人々は Ｒ 階へ避

難する様な有様で、卒家建の住家 にありでは 、前回の災害に鑑みて徹宵普戒し 、いづれも

家主? あと にし 、丘地へ避難し仁左云ふ H様であった 。之れより 下流へ下って行〈 主千里川

橋である 。此の憾の下に j好調千里閑1i :宅地 があるので . 此の住宅地色前回の水害以上に甚

大な被害を受り 1: のである此の千里| 持 (1，宅地一回の地都高はったIQ持川底 と同じ高 さじある故

浸水の何度も叉非常なもので 、一般に 2.5 米乃至 3. 0 米以上にも及ぶと云った調子であっ

た。之れに加ふる に」二流の川の屈 曲ft} :な るケNf に於り る堤防の決識は、此の住宅地ー圏全

泥土の奔流する山海と 化した のであっfこD 各住家の内部はいづれも床下へ流れ込んTご泥土

砂が座敷一面に噴出して、之れが措置の方法が付かぎる i伏態であっ? このは貰に気のぷ以上

の ものであっ? こ 。

ロ. 千里橋産業道路附近

千. a 園佐宅地入口附近千l H 川流域には民儲の上に 、民に組末な鮮人の小屋が敢軒建ち並

んで居るが . 護岸の} j ) J 前に胎って危険に瀕 してjdったのであるが倒壊に到らなかったのは

不思議と思はれる位であった 口然し橋詰にめる飲食胞は謀部の土; 妥ぬはれ、一部傾きつ〉

あっtこ。

'7' 3 ¥v  



此 のごf 史橋 より -下流 に養 豚場 あ り、豚 合

が いづ れも千1'1- '川 堤 防のー1:( こ建築 しで あっ

たので . 堤 防のhi j出 と共に 自然危険 に糊 し

遂 に 柱下 が弁流 に洗 iJl!i られると同時に倒壊

するに コわーったのである o ( 第1J 闘参J! 日)

ハ 、 麻 田 村主主輪附 近

千泉 川 は腕 ｴ 問 村 ｝ピ愉 ｊｫ 雨 量島村等ｾ粍て

猪 名川 に そ〉ぐのであるが 、附L 田村n愉 附

近 川の屈 曲す るケJi'i' で・前記同様堤防の決潰

があ り誌 茸 の 農 家 i 杭Aえその附 属屋の倒 壊

と損傷の被害 を受 けるに 至 つにのである 。

共 の他 箕 輪 大 橋附近 は . 橋 が鎖 筋 コンク

リート造 りであった矯め上流 より の漂流物

を此の場所 でー堰止めかへっ て附近 地 へ洪 水

を来?こしに主云ふと ころ もあっ7こ口

以上調 司王の結果 、 ニ たの如〈計義被にｾ工

1二の注 意要項を翠げ得ると 思 った口

1. 其li < の如 き河川の謎岸工事は4Sにj球大

第 8 !1l J  O. 8.  J  3搬影

千.w， J JI J l : 市街路春 日橋

一 北 米 軍T

F ig. 6 務 日続々 詰ーの Ｗ ｾ ｲＺ来

!V '7 4  

l .;  今 室川 t ｾ＠ O)  5えE玖

:若水正域

ｬ ｾｩｧＮ＠ 5  

l:I:iJ J<. 量の場令を考慮、に入れて堤防等主?

築 〈要あり 。充分な る礎基( 深 い 工

事ｾ 行 ひ 、 ｊｌＡ 岸の 崩 ｩ ｩ Ｇ ｩＺせざる 様工夫 す

る事。

ヨ河川の脳 I出韮fごしいケj討の護岸周石土日

」て事は 、積石 に際し 、後部に充分 なる

コンクリ ート の下地を造ってお き、 イi

J 日の目地等は 、白地 モ 11- タらを入念に

引き水の1
1京間より 入 らぎ る械工夫す る

事が必 ｾである Ｙ

S  住宅地純符地の j¥'r 世の選持は附i l i : のM

川及j 王地 との闘係 を充分考慮して なす

事。

-1.  ji 宅敷地の地撚高は既往の 出水の水深

ｾ調べぞれに従っ て 地 盤等 をなすに ゐ

らざれば . 家を建て き' る様になす事 。

以上 、外にその立場 によって注意すべき

事の多〈ゐるのは勿論であるが、都市計叢

上 より は特に上記の 4 黙 に留意する 事 の必

要ｾ痛感心＿こ 。



.9 圃 198.  13扱 影

「黒川北話、2 隣家商応

イ'1:早川上流60m前 後 に 堤

防 の 決 前 せ る 箇 所 あ っ た の

で 奔 流 は 直 接 合該 の 家 殿 に

向って突流してう夜、た' 1 "，t  

ち木 桝を 倒 主主し て仕 $.1eっ た

ものである c 然 し 此 の 砕 流

に よ り 押 流 さ れ て 来 る 材 木

郊 の 滋 突 な ど を さ け る 矯 め

に 「しがらみ J をお1で そ れ

に 備 へ 、 家 財ーへの被1;: を車童

話完し符たのが此の tt 例 で あ

る 。 此の附近の Ｗ Ｎｋ ｾＱ Ｇ［ￌ 1. 5  

I U乃至2m 位 で あ っ た ご

第 10 圃 10. 3. 13綴 影

千里闘住 r 仁地の被{ t - { -

此 の附 近の 71<深は 2 m7'1 

烹 2. 5m に 及 び 2 階建以外

の低ーぃ住宅にありナは 、 い

づれ も 家 を出 て他 へ 避 難 す

るの .II: .むな きに 到 っ た と こ

ろである 。 篤 貨 は 比 較 的 被

符 の 栂 徴 な も の を 代 表 す る

乃で あ る が 、そ れ で も 第 l

ｆ 許床は泥 ｊＧＮ で金対 ￭ ｴ ｾ｜ れア居

っ たのである。

第 " 圃 10. 8. 13撮影

千里僑( 能勢街道) r>fJ近

高岸諸革 工 事不完令なる ＱＮｾ め

溺岸崩潰致 L1j}; 舎を {頃1'1，/τ

3ヨl ら し灼たもの コ

7 5 ・. I V
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一一一一一一一一一一一一一一一- . 第 12 圃 10_  8. 13鍛影

千 泉 川 下 流 箕 輪 村 方 面

の被i作

箕 輪 村 北 部 に於け る堤 防

の決 前 に より令村ゅ過 乙I.'ti

が浸水〈床ーと30m - ) :，歪6C

c m) に よ る被害を受け . 道

路 は }毛めに 川の役目をな L

たのて ある .， 1.i 民It 道 路 が

川 となったもの J

第 13 圏 10. 8. 13tM影

。 古 ｅ 君 ｬｩ 脱 ＱＱＱ 付ｾｾＺ倫 ｦＲ 五く

の終予?

第 14 園 10. 3. 13線 影

千 泉 川 箕 輪 橋 附 近

脱 出 村 箕 輪北 郊 の 大決 j此

の n.r，IJj!j '1土此 の椅よ り 1--流がl

100 と ころである J
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市 計 書 欄 |

大都市 の彩 響の下で可能な地方言，.m!M; 域 ｾ州をグ ノ ｬ ー プ と して考へられた関家主主源

局 Ｎ Ｏ Ｉ 計ＺｭＡ ， ｜ｾ域

行 政 郊 の使3主の‘ F で "J 能 な 地方 計 費 区 域

開弧 は計主主に虫f 都合な る放 を以 て 暗示さ

れ てあ っ た略面 積 に拘 泥し て描 いたも の

種 々なる計m問 題 の組合せに依る 可 能 な

地方言"1! H¥I;域

閥家主主' 源委員合 。報 告 で “ 闘 争!' .の 聞主主と計査に附する地方的嬰索" ( Regi onal  l' actor  in Nati onal  

De，elop ment and P l:t nn  ｩｬ ｾｧＩ と云」、も のが 先日公にされたが 、 之れに胸 れ た 二 ・ 三の 批 評的 且政治 的

美首t から考へる と、我 々は殺 が 令 t;(( 凶が 12 務 < 1士自治権のあ る他 の数例の主権に分割され るである う

と云」、本に嚇か され て居るのではないかと云」、事であった 。 が 然 し 此 の考へは無 用である。 と云」、 の

は委員舎は特 に此 の駄に注意し 、 “ アメ リカ をパルカン化 する の で は な い " 事 を 主 厳 し、且 つ昔| 宣問

題 に 就ては図家の有fl ll} J的機関 の基 礎 ( Sll b- n:tti onal basis) として 1Hst . . 聯郊の 力 の協力 上一つ 以上 の州

が聯 合すべき 21E を注意してゐる。

地 方 的資 料 を蒐集してある 此 の報告守は最近主主行 された文献 のJfriii ') 川音|鐙 ( Stat e P lanning) 借 り

によったも ので 、水 の別 府 l k統 制 、ニトー地の利 用 、浸創l或 は叉採 鎖政 策 ( mi ncral policies) が州境界 に

またがって居る場合等 、 ト-.l is J ) 諸 問鎚に5f : ;t して 州 の力のみ では是告す: の問題を統制 しきれない事を 示 し

て ゐ る 。 閣 家 資 源 委 員 舎 の意 見 に 附 し て は 、 是等地方言l 質問題 が 地 方 の 分 散的基礎 ( cl ecen  l ml  i zed 

泣 1 ( 本誌 二月 就 に Stat e P Ial l ni ng を凶 上一昔153f と諜せしは課者の 過失 で 、西村氏の御 懇 切 なる 御 注意

を感謝し て居 ります。

人 川町 ican C it y， Dec .  1935 P  61 - 62 J ! (  J an.  1936 p. 107 参照)

( ア メ リ 力 ) 資 源 委 員 曾 の 分 散 計 書 促 進 案 7 7
1 V  



ｂ｡ ｾ ｩ ｾ Ｉ の Ｑ Ｍ Ｎ に論及され て あり 、 且つ 此 の委 員 舎 が熊 拳 された地方 計貧に闘する原迎 の Ｇ ＱＢＢ ，こは 次 の 項目

が 合 まれ て居 っ た。

(  1  )  州 計主主 1::: 聯手11行 政 隊 ( Federal Go¥" ernment ) に よって縫綴的 に支 持 さ れ る 事。

(  2 )  i¥ e w Engl and 及 Pac ifi c NOl' t h"' est に於けると同様 に、地方計重委員舎の要求と して設会ー

された機関たる 事コ

( 3 )  地 方問題 を 解 決 し得 る 手 段 と し て、何虎でピも 1'0勉 し得 る ものと して、各州 1mに刺 仰 を 奨 励

し得る殺に簡潔 にまとめ る ことc

( 4 )  T VA  (駐日) の如1< 、S nb. nati onal probl ems の決 る 型 式の ものを取扱」、手段として 、地 方 的

機 能の性 質 ( l' cgionュI-functi onal nat nr e)  " こ就て聯邦' i . 局 ( Federal :1l1thol' it ies) のキ1) 径を

考 慮 に入れる事c

( 5 )  包 合的な音|拐には 開設計 312 を先導すべき 一般政策を採用する司王。

( 6 )  計聾された提案の進歩溌炭に就て 、計歪目立 に一般 的 政 策 を準備 し且 つ地方& 州昔1' 3!i U リ波 し

叉は奨励 し、R つ大統 領 に直接見JJ 言を なす義務を 命じ得る 、責任ある大統j;ii への 恒久的J j } J 言

機 関 と し て 、国土音|鐙 局( i ¥: 川on，，1 P lanning  B  l :t d) を設 立 する事。

( 7 )  公 共 事 業、促 進 部 ( i '¥' ork;  prog l' es;  Adnl  ini ，tr: ムti on ) 書1) 1 : ¥委員合 ( Al l ot ment 仁.'O t 11nJ iト

tee)  lk. 聯宇1)) 倣業!.J;: 定局 ( F' eoeral Enl ploy ment  S t山 i l izati on) 勾の矯め 刻ニ常 時 行 政 郊 の力 、

義務及そ の機 能 等 の 基 礎の上 に、恒 久 的 関こl二倒強行政部を設立する事。

( 8 )  適 首な る音i 賓 が 暗 示 し得る 、或は関宮運行政部が 、通 常性 又け有利性を滋見 L 得 る が (( 11 き地方

計 賓 の 構 成 及 sM1 i 主の矯めに努化 ある手段を刺mす る 事。

(  9 )  Ｑ ＰＳ の異なり た る ｾ ｊ 或 の 数を引き下げる矯め ｬ 亡 、 治方的中心を制限された数 ｬ 亡なすべ 〈 聯手 Ｑ ｉ

行 政 部 ( F ed巴l':t l ager. ci回〉 の 所 謂 107，歪 12である と稀 へ られ で居るも のを 聯 邦 の政策 と し

て利用 の可 能性 を指摘す る幕。

地方 計道 直域として固定的な叉は固着 的 な 境界は な い。 ( i ¥o H ard' anrl - Fast  B Oll l1( !:J. γi es)  

地方計 Ｑｊｉに闘 す る技術 的有 ｦｩ ｊｬ Ｉｊ 委 員舎の報誌 によ れば 、 Ｊ閣合ｾ＼閣に於 ける 地方計 撚区 域と 云・ 」も の

は 、5) 1) に固定的又は間着 的 な境界を 有す る ζ と1::: 出来ないの で あ る。 此 の委 員 合 に於 て 、 各地方に"}/下

け る異な 明たる型 を示すべき 一組 の地闘 を提供した の である 。 そ して 、その 内の 4 枚 を 此蕗に 再録した

中心の位置に就て 、その選保を討論し 、新聞の見J i 耕地方の μ キ ヤ ピ ダ ノι " に闘 して 11 、次 の様! こ報

告 さ れ て ゐる 。

“ 地方計覧" : : ，準I す る組級の 問題 に関 するあらゆる考察から 、地方訂 1! f局 ( H egional PI はnni n;: Ol l i ce)  

を設立 し得る 要 駄 を 選nす る上 に 最 も重要なものとして限定的 な標 準 に就て は恐 ら く偶然 の事情と

担 ｈ 論的ｾｦＱ ｊ の組合 せ より結 果せねば ならないで あ らう。そ し て 回 舎の戎 る部分 の 地方計 読を 開始し

得 る 機 が 熟 したな らば 、 ，'H又は 聯 邦 及 公 式 にあ らざるグ ル ー プが音I.mの同 ーイヒを計る矯め 、州 を代

表 す る一般化された 地方を決 定 す ベ 〈助言 が 奥へ られる のである o 同一計mとして取扱は るべき 機

能 . Thl 波 及 本mcのf認め に位・置 の選 搾 は、共働作業と して . 先導的要素の ーl二に 、接 近 し易 ( El 便 利 なる

そしてて此の中心 が受 諾 さらるべ き位置であ ると云」、是等の基礎 の 上 に 於 てなさ るべき であ るa で

若しも地方言| 換がワ シ Y ト :Y K 於 て開始されるも の と しても 、 同様な規準を E笹川する事が出来 る ♂

( A mer ican C it y， .1an.  19.36 より他 J t.幸 次郎 〉

V I  7 8  ( アメリカ ) 資 源 委 員 曾 の 分 散 計 書 促 進 案



欄

金 景

引小

山
三

回

開

門

炉

一

( スイス) 病 院

F 門戸i下汁 ]
. ， 一 - 回一一一一一 一 圃 園田 臨E ・・・
.  -， ・ 圃圃園田・・・・・

一一?一一一一』- F一ーーー一-

:'alvisbeJ g  Brechbuhl e に依って 、懸 賞 募 集 を 基礎

として計宣された一般病院である。元来ス イ ス山岳地

方は特殊病院の多い所だが自動車道路の殻達した今日

に於いて 、一 般ti 'l !淀も有利な地形を求めて 、分 散 され

ねばならぬとい」、見界のも とに計盤 されたも のである

闘中向 って右端の別械は結核病合、本 館 は 第一階は内

科関係及病室、第二階 11外 科、婦人科、倒 係 及 病 室、

第 三階 は病室。

ｂ ｾ ､ の重量は本館 が ＸＰ 、 結核Ｑｩ ｩｊ 合が Ｔ Ｒ 。病家は 何れも

南而 し、 Terass をも ち日光 、 主主叙、 更 に 阪 大Tよる眺

望を ほし い ま A に して居る 。

( l¥1oderne  Bauf oJ ' J l I en， F cb. 1936 よ り 和 国 登〉

建築家 . O. R.  Sal vi sberg 及 Ot t o Br echbuhl  7 9  I V  



官 ー ，.

山 田 一 四 . ー

目に附き易い一定の犯の外 観 を有 する とい ふ ζ とは 、 連鎖 Ｑ 窃庖 の建 築と して必 ｾな僚件 の ｬ つ であっ て、 ｗ ｾｳ ｴ 引 ｮ Uni oJ l 務務所ゃ A

& P 及 川' ool wort hの 雨 系 統の庖 な どの 統一 必 る外視は 、 この額 の 効 果 的 な 建 築 股 告 の 中 で も よ く知られたも のの l 例 である 。

ｾ震は ｌ ｯ ｮｧ ｣ ｨ ｡ｭｰ ｳ レ ス ト テ シを特徴附け る 湖特 の 行 方として新しく Ｑ 式みら れ た設計〈改必〉で 、 従来 の 古 い ものは漸次 この 様式 に 改

造せられる魯: である。 L on雪chumps レス トテ y ( 土比 絞 的 上 等 な 応 と して N . Y で知 ら れ て居るレストラ ンであるから 、 その外湖はス マ

ート で戎程度焚揮で尚も厭味がな . . いとい」、 己と が必要であるが 、 この E主計 は その思!i 充 分 成 功

して居ると思ふo 外 部 は黒色ピト o ・・・ー』ー o ロラ イト とホ ワイト・プロ y グの文字 に迫電の赤& . 令 色の

モザイ ツクを l! Eしてよき効果を l肱め

て居る 。 との鮫計を多少霊登イヒず るこ

とに依って 、特 徴 を 失 ふ 仁 とな くζ

の レスト ラ ｹ の 他 の チエイ ｹ にもｾ

用するととが出来る。

小さな陳 ＿ｬｪ ｾ ま は 食料品の陳列に 供し

て 居 る。 内部の壁は主としてベエヤ

板 張、一部( ; ) : 暗赤色のフ・ラスダ ーに

イ ｹ ヂイア ｹ の生活を表ばした ｾｭ

の モ ザ イツ. ? a : 依込む 。

床はゴム・ 9 イル 、〉足分 ;工 酒易の日草

分 11 防音プテスタ ー、 レストランの

部分は防音ｬＧイｊｉＮｾ 。 照明 ｬ 主主と し

て間接照明であるが 、 濁Ｎｉｾ Ｎ 柱 の上 部

には管' * を熔mした直接照明を} 日ひ

て 居 る 。 空 気 制 整 装置附。

工 費 160，α)() 弗。

( Ar chitectur: d  F or um， F eh. 

1936 よ り 新 名 額 夫〉

IV  8 0  

( アメリ力 ) Longchamps レストラン

建 築 家 Loui s Al l enAbr amson 

意匠装飾家 Wi nol d Rei ss 



宮 岡 秀 穂 〉

E  

土 階 l 疫 所 居 I l 日

2 続 出

下 階 3  ポ ート・力 ヌー

4 ラ y チ

5  作業' キ:

6  i . I 庫

下回1乃コ' / ? 9 ー ト製 の 隔 板 入ZK

洞 カ シ チ レ ー パ ー式 の ド ッ グ の 利 鮎

に就いて 、設 計者 の言 l'こ擦れ lゴ「こ

の方 式だと水中作 業が容易な_ I-.， L  

の 七 ン ト ロー レy ス 河 の 鉛 直 ー7)<平

の結氷! M1J に釣して tn: 抗 1H : 帯 して

ゐるばかりでな く、他 の方式によ る

ものと較べると 2 害IJ の材 料で 間 に合

」‘ J と

o  c  氏

( Archi tectm: . d Record Jan.  1936 
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上 階

] 居 室 5 墓 所

2 . 食 堂 6 .  - 1 児所

3 . 怒 需 7 . 入 口

4  . 浴 室

1 階

;トーノL

3 各 人 住 居

4. {主居

5. エ レ ベ ー タ - JX階段

6 一室 住 居

7 喫茶室

8 女 中権 第

、 .  、

.一

.ー

IV  8 2  ( イギリス ) ハイゲイトのアパート

キ 裂 の 平 面 形 をもっ 8 階 建の銭

筋コ '/ ? リ ート 造 建 物 で 、 戸 数

60. 場 所 は ロ y ドン中の最 も高

見 に あ るの で 屋 上 はお そ ら くロ

ン ドン中 の最 高駄 で あ らう 。各

戸 は納 長 い 大きな 居 間 をとっ た

の が 特色で あ る。

( Archi t ect ural  Rev ie¥l"， .Jan. 

1936 よ り 本 多 正 道〕

0- S  10 IS l O 25 J O U ・0 必 日

建築家 Lubet ki n 及 Tect on
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* 聞 の 1 部
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I V  8 4  ( イギリス〉 ストリートハム丘の7 バートメント

敷地 2. } エー カ 一、三 個

の プ ロ ックは各 々三 段 に 段

型となり 、令 部 で 2 18 戸を

有する 銭 筋 コ ンク リート 主主

の大 ア パ ート で あ るつ

一 家 住宅 、二安 住 宅、三室

住宅の 豆郡: よ P な る。

(Architect nral  Review， 

.J an.  1936 よ り本 多 I E滋 〉

建築家 Frederi ck Gi bberd 
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t.J. 

I V  8 6  ( ベルシウム ) 工事中のブラヴセル博覧曾の中央舘

ζ の 構 造 物 の 商f]¥は 3.i 5 エ ー

カーに戸: るもので、長さ 528 P.R に

延 び て ゐる。コ/ ' 1 ' 9 ート の 床 版

で 締 成 さ れ て ゐ る 庖 ヒ テ レス とガ

ラス窓は 12の ア ー チ で 支へ てゐて

ζ の ア ー チ は spncin宮 40r沢 sp: m

l工内郊柱なしで 282 唄持ち放ちで

ある 。と の 3 hinge arch の特 異

性; ょ3∞ 噺 の ス ラ ス ト の 作 用 して

ゐ る開校型の上部絞と ! !50 噸 の反

1; から gn草された球却の 胸 部ままに

あ ると云へる 。

(  A l' c  h  i tectura 1  Rccord .Jan 

1636 よ P 宮岡秀綴〉

• 
Z

 

• • 
‘
b
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一 月 例 曾 ( 新年宴舎〉

時 1 月24日午後 5 時 - 9 ! 守

所 品ft! 業 倶 楽 部

111席 者 背木 友 一 氏外82名

l 午後 5 時20分 一 同休憩索 に，ml J 儀興 とし て花月

;i). j l 阜¥j L君の漫談を問〈

l  午 後 6 時徐輿終了と同時に一同宴合場に入 り各

自指定の卓子に着席開宴す

ｾ ｲｬ 長 小 笠 原 鮮 光 氏

時半 司E ｪ 合弁敏ｽｾ氏

同 村 F l I 小 一 氏

住宅委員合

安 員 長 石 川 純 一 郎氏

幹 事 伊 藤 和 夫 氏

同 矢 田 銭 滋 氏

住 宅 蚕 員 曾 ( 第 1 (到 〉

l 次で食後片岡舎長 よ りー揚の挨拶アリテープノι 。時 2 月14日午後 6 時3 0 - 8 時50分

スピー チに入り て 合長よ り下 ｾｬｈ 千 ｦ 立を指名各々 所 建築材料開{ 列場別*

熱草寺長銀はれたり松索、AH井 、島問 、山 口、石 。出席者 委 員長 石川

間部氏 幹 事 伊E車、矢田

l  午後 9 時合長の問j 舎 の 僻に より本新年安舎は和 有毒 貝 荒 本、党 rf 段 、新名、 三E 泣

時

所

主主刻々符に 1荷揚拍手を以て :拡を 閉づ

常 設 各 妥 員 曾

2 月 7 日午後 5 時一8 時

協合似楽 部 主

協 議事 項 下記事項を研究する ζ とに決定

l. { i '.主役目1i の問題

ト 集令住宅の 問題

l . 不良住宅の 問題

出席者 加藤善吉氏外44名 1  借家住宅の掠i¥' !

l  午後 5 時30分 、各委 員合毎に策l前月間合長閑合 I 二 月 例 曾 ( 映箭試寝合〕

を: ま し委員 合 規定の改正 !}J!: 演を説明の上各委員

共委員長及幹事を互選せられたき旨を迷ぶ

l 委員長及幹事下記 の如 〈決定す

都市計賞委員合

委 員 長 鳥 ーJt- 倍氏

幹 事 加 藤 義 吉 氏

同 制 知 秀 夫 氏

法制委員舎

委 員 長 池 庇l 沢 氏

幹 事 今 林 彦 太 郎 氏

同 松 井 清 之 助 氏

教化委員合

委 員 長 永 住 罪 被 一 氏

幹 事 篠 原 太 郎 氏

材料委 員 曾

委 員 長 高 橋 祭 治 氏

幹 事 松 久 保 役 三氏

災安強度委員合

委 員 長 波 江 悌 夫 氏

幹 事 黒 悶 i'AJ1.乙

設備委員合

時 2 月18 日午後 6 時 - 9時

所 瓦 j針ピル滞在百揚

出 席 者 無I置8∞ 名

1 池 田 都 市武装促治委 員合委員長よ り一場の挨拶

あ り下記 映 ｦｊｕを 映 ｾ￟ 整合主里に午後 Ｙ 時間合す

l  朝日 ユユ ー ス ( 大朝作品) 2  r& 

2  愛 の 設計闘( 本協舎作品) 3  r& 

3  女優と 詩人 ( P. C. L 作品) 8  r& 

池 閲号! H" l . 長挨拶の 概 要

池回委員長挨拶の概要

今夕 は疎て本協舎に j'j 千てイ惜中であり ま した主

0 0 0 0 0 0 0 0 . .  

装 都 市 1' n且促 進 の映踏が完成しました に就いてそ

。。。

の試篤 舎 を ｾ Ｚｈｉ ｉｬ しま した所 、 かく多数の御来舎を

符ました ζ とは主催者側として j伏字とするJ ' f r であ

ります 。

。o 0 0 0 0  0 0 0 0  

抑、地袋 、 風 Ｗ ＮｋｩＡｩＭ等 の 天災をはじめ 、 ｾ［ｧ火災等

の人気的災1;: に望号 して都市を安全な ら しむると 言

ふと とは 、都市計 設 に於ける最重要事演の一つ で

あり ま して、その ' J ' f 現の銭に努力すると とは我 々

建築家の最大の務でなければな りま せル。

扱今日我閥 都 市 のｾＡ 伏を見ますと、との貼誠 に

8 7  111 



寒心、に耐えざる次第でありま して 、主主〈は 関東の

大震災、近 〈は闘西の大暴風雨の惨 苦手号事に鐙 み、

。

更 に 最近閤 際情勢力逝迫に 恩 ひ を致す時 、 一 朝 ｾ
o  0  

@時の我閣の都市を想像・するとi E K 傑然たるも の

があります。

我建築協舎は意IJ立以来、 とれ等 災害 に型せす る都

市 の防備促進に就いてあらゆる努力を梯っ て来た

次 第であ P ましたが、今 日我園都市 の現欣と して

との理想の貨現の一日も忽にすべか らざ ると とを

思ひ、今回更に一 大決心 を以て 、 との 「全ての災

害に謝して安金な る都 市 J の貸 現に向って努力す

る ζ とになった次第であ P ます。

今回作成しました映衝 ｉ ｾ 先づ そ の第一 歩 として

都市をか〈あ ら しむると との必要を 一般 に 普及宣

。。

体するのが目的であ P ます。

「会 ての災害 K 劃して安弓となる都市 J 一 ζ れ は

都市の全世的計設の完成に待っ て、 は じめてそ の

貨を奉げ得るのほ勿論であ P ますが、 同時に都市

を構a 成す る個 々の 建築を して 墜ヲp安全なる棟建た

ら しむるとと が、我園都市の 現欽として目下の念

事者であ P ます 。

者の後援を得て 、 者ｾ市武装委員舎を設置 、 食時 の

寄 附4訟を以て引綴章 、武援都市、安 全都市食現の

震に調査研究を綴 けて来た次 第で あ りますが、今

回 の映mもその i肱粧の一つ であり ます 。講 演 に、

地方選設に 、あらゆる機舎 に利 用し 、そ の効果 を

5主主1 I する様努め る積りであ P ます。

五互に 、 との事者患の銭 l亡多大の後援 を賜 っ た各位

脚本募集等 に就いて貴 重なる 誌 上を提供せら れ た

週刊朝 日関係の方 々に深甚の謝意を表すると同時

。。

に、今 後 術 ζ め事業の箆に一月号の御後援を期待す

る次第であ ります。

臨 時. 飽 曾

l 昭和 11 年 2 月22日大阪市 北区 中之島 3 丁 目 3 呑

地 朝日ピルヂ y グに於て臨時総合を関合す

1 出席者 左 の; 血合員 19名

池 田 1't 板 井 公 威 滞 英 之 助

カ日回 安 彦 北垣熊之介 賞 受院 隆

作間日 間企 設費終 貞雄 清水 祭二

鈴 木 孫市 田川忠之助 坪 井 誠一

中西 六 郎 寿司原 徳 衛 本 悶 長 次

保 関 源 三 松井清之助 矢野 藤

例 へば、都市計質事業に於ける防火地 区 の 設 定 . 吉本政次郎

に就いて 申し ま しでも、岡地 区 内の建築物のみを ｾ 1 午 後 6 時開合片岡令長官長席 に付設楽則合長議長

耐火的ならしむるだけで充分だと言」、わけでは決: とな り本日 の総合 は再 度の招集に付定款によ 習

してないのであって . 防火地匹以外 の建築物も金 i 定重立を問はず成虫の旨を宜し議事に入る

て耐火構造 となる ととに依っ て、初めて充分にそ i 議案第 1 j 波昭和 11 年 度更生 濠算の件

の効果を後悔し得るのであ ります 0 ・ 設祭議長よ P 議事に付簡単なる 設 明あり 詳細 は

「個々 の建築の援7 p 化はやが て会ての 災害 に封・ 原案により主計よ り只今設明 させま す依 ってがi

して 安5となる都市1 f 現の第一歩である 。J一 一 ｾ＠ 7)<主計より 詳細設明あり

本E央郵は との駄を主限とし、安全なる都市沢 現の 次で議 長 より 質 問の有無を問』、

、 。 o 0  0  0  0 ・

第一歩として 、伊l々の建築の耐震 、耐 火 、 耐 風 的 : 湯原氏より 本 案よ P も自分は怒管畿なる建築飢

o  0 ・

機遣なるととの必要を強調し、そ れが同時に空襲 楽部を本協舎に合併 す ると とは反封なり {且 し:是

に資しでも安否bなる都市を形つ 〈る要素 であると・ 非合併するとなれば之れ迄の如き大名式J l nち撃

とを説明せ んと したもの であり ます。週刊朝 日の白 美とも言」、ベき 倶祭郊は改善 する ζ との俊i午を

後援に依って同 誌 上にて脚 本 の 懸 賞 募 集 を 行 ひ そ : 附し て同意す る ものな 習と 反封設ありしも議長

の一等賞選. を土遣として P. C. L に製作せしめて: 及役員側の説明により了解せられたる も穆手に

訟 に完成 を見た もので あ P ます。 目 より採決の結果原案賛成大多数にして本案は百J

製作費に［制限がありました然 、 Ｓ ＺＰ ＲＵ ∞映の中ｾ lたした明。

にい ろいろ の要素を 座る ζ と を告余儀な〈されまし ・議案 策 2 披 細則一 部 俊更 の件

たの で、 1!J i に多少設明不足のE占がないで はない と j 細則中 「第同僚」 を「第四保ノー」と 獲 更 し兵

恩びますが。此在Iの映衝とし ては 先 づ以て成功 に ・ 次に下認の依 ｅ 買を主 ｾＱ ｊｮする と と

近いも の と信 じて居 P ます。 : 第同僚ノ二 本合ノ、有益ナル事業 7 行 7 然 幹事

去る昭和 9 年夏闘西大 防空獄脅奉加に蛍って‘ 目 合 ヲ設Ｎ￬￬Ｇｴス［Ｍ コト Ｗｾ 専

本協舎は近畿の府県草市をはじめ 、民間多重立の有志 i 幹事ノ、常務合ノ詮衡 7 怒テ合長之 7 指名シ 斡
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事長ノ、 幹 事中ヨリ 之ヲ互選 ス

幹 事長 ノ、 幹 事 合 7 整 理 ス

貴'負院氏 の幹部舎 の 内容 、委 員舎 と幹事 舎 との

l品別幹事合の仕事の i随悶等の質問あ P 議長、 主

組、主計の設 明あ り

次に 本田氏の幹事合規定の 質問 之に霊せする主認

の規 定朗器{ あり 議事並行 捗 らす

f去に於て池 岡氏 の本案賛成設 あり 依って議長 は

採 決す る旨を宣 言 し穆手によ P 賛 否 の数 を採り

たる結果 本案賛成者大多数 に して原案 可決 す

l 次て議長よ り本 総合議事録代 表怒名者 を次 の2

氏に指名依却し承諾を tt] ，たり

浦 英 之助氏 作 1m日出 生 氏

1  1昔I議長よ P 本 日の総合は 之に て閉合 する 旨宜二J

あり f併散す時 に午 後 7 時30分

遺 骨 副 委 員 曾 ( 第 1 WJ )  

時 2 月22日午後 7 時40分- 9 時 10分

所 協合倶楽部主主

出席者 委 員長 池 庇l

幹 事 松 井

委 員 板 井

協 議事項

ｬ 市街地 建 築物 法令 の 改 訂吻舗 を なし ｾＡ［Ｖ 版 を

出版する こと

時

所

ｬ 建築線指定申 請に 釘 し 総て の 地 主の 承諾 をｾ

せざる様に ]反故ひ得る様規定若は取扱方を官

除:に逆 立す るとと

材 料 費E 員 曾 ( 第 l 凶〉

2 月25日午後 6 時30分 - 8 時30分

建築材 料陳列場別室

出席者 委 員長 高 橋

幹 事 松久保

委 員 楠 瀬 作 ｉｾｊ 詰:j I河

協議事項

協議 事項

1 委 員長及斡誌 のl L選を 行ひ下記 の油首選

委 員長 波 江 悌 夫氏

幹 事 探 聞 茂 氏

同 玉 泣 型 次 郎氏

l  紛糾委員 及分燃を 下 記 の油決定

波 江 委 日 長 ( 飼料委 員長〉

ｾＧＡ｜＠ [1I ，;i令 司五 〈近 1隊〉

ミK Ｇｴ￬Ｇ ＮＺ 車ｾ ;;: 1手 (  71<'2J 、統計〉

浅 野 安 口 ( 工場 、獅 立地〉

重量 井 委 只 く号主 校〉

篠 原 委 員 (量土寺 、 ｉＭ ｬ ｬｾ 築〉

中 山 委 員 ( 続論 、結 論〕

山 口 委 員 ( 輿 論〉

/ 郷 市 設 耐il 和，n

矢 n1 を 貝 { 住宅其他 の建築j

都市武袋促進委員曾 〈第 l 恒j )

時 2 月27日午後 7 時25分 - 9 時 15分

所 協合倶楽 郊 家

出席者 池 田 清 水 鳥井 中津 安 井

協 議 事項

1 委 員長 及 幹事 liill の結果 下記 の通決定す

委員長 池 間 賞 氏

幹 事 中 海 誠 一 郎氏

同 鳥 井 信 氏

l 今 年 度 行_;.べ 空事業計登笑

ィ、防火地 l誌の完成 を促進すべき方法& 其 1' ，J-

後

ロ、重要都市巡娼 講演

ノ、 、講演放送

= 、筒 I{!. なる「 バ :/ 7 ν ツ ト J の作成

ホ、共同建築の 調査及奨励

へ、 法令 の改正

住 宅 委 員 曾 ( 第 2 凶〉

I 木材市場品寸 法規桁案の 'lil: 施促 進方 に つ き合 時
2 月28日午後 6 時 10分 8 時

長 に建議 する こ と 所
協合供集部! i ?

l ヤ メ y ト防水剤 に就い て調査研究す る己 と . 出 席者

要員長 石 川

災害調査ｾ員曾 ( 第 l 凹〉 幹 事 伊 藤 矢 回

時 2 月26日午後 7 時45分 - 9 時30分 委 員 荒 木 岡 聞 i 'H聖!箆

所 協 合 倶楽部室 玉 置 中 里f 宮 脇

出 席 者 浅 野 畿 弁 然 悶 篠 原 玉泣 鳥 井 協議 事項

証 長 江 内 藤 宮 脇 矢 岡 山口 山 間

渡 部

l 家ヰ自 に闘す る研究をなし其文献の・蒐集に付1 u

議す
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常 務 曾 ( 第 5 [' 1) 

時 3 月 2 日午 後 5 時 5 分 - 6 時

所 協曾倶楽認皇室

出 席 者 理 事 片 岡 合 長 安 井 削 合 長

議

常 務 北垣主 ｾＱＳ 中告書 主 記

中 西 主 犯 内 藤 主 記

清 水 主 計 ｾ名編斡

島 問 編 輯 本 多 編 輯

射 口 編 斡

主長

1  3 月例舎に闘する件

2 法制j委員合より市街地建築物法令 第 6 版 出 版

に闘し具申のイ牛

3 災ti 強度委員合よ り委 員 3 名噌良方の{ 牛

4 災害弧皮委員合 よ り地震調査現地出張に付波

製

l 建 築に闘する法令規 定に 基〈各都統計ノ' ) :ili: Js 

l  建築に闘する制度、法 令 、規定の副; 合的影殺:

の 翻 資

材 料 委 員 曾 〈第 2ω 〉

時 3 月12 日午後 6 時40分 9 時 5 分

所 if，b合 fJ l 集部笠

出席者 委 員 長

幹 事

委 員

協 議 事 項

高 橋

松久保

楠 淑 作 | 出 高 l尚 道 則

l 木材市場品寸法規椅案貨施促主主方 に付 合 長 に

兵1.11 したる に到 し常務舎 より 其 方 法 に付務開j

あり之に封する凶答案を協議

ｬ セメ ン ト 防 Ｗ ｪＨｾ 甲 ｪ に付其材料表を作成 し 各ｾ 貝

に配 布 し不足事項を調査する とと

費 要 求 の 件

5 材 料 委員合 よ り木材市場品寸法規格案に関し i 住 宅 蚕 員 曾 〈第 3 凶〉

経 過 照 合 の 件

時 3 月13日午後 6 時- 6 時30分

6 博多築港記念大博覧合土木建築館へ参 考 品 貸 i 所 建築材料1 ' * 列場

奥 の 件

7 近代建築愈譜谷末へ無料JP1告の1 ' 1:

8 曾 員 詮 衡

9 縞斡係雇採用に関す る件

10 庶務細則一部努更に 倒する件

報 告

l 映音信作製費中間報告

災害調査委員曾 ( 第 2 凶〉

時 3 月 3 日午 後 6 時 - 9 時

所 協曾倶集部室

出席 者 幹 事 熱 田 玉 置

主委 員 浅 野 亀 井 .g: . 1I l i - 篠原

出席者 委 員長

幹 事

委 員

協 議 事 項

石川

伊 藤 矢 悶

荒 木 新 名 ま 泣 宮 脇

1 家相研究に封する参考書目録を下記 の湿り {'p

成蒐集する ζ と

イ、方自量大令

ロ、害特地準見IJ

ノ、、 三才粉義( 災地人〉

= 、住宅の設計( 主としし家中目 の駄から 〉

三 月 例 曾 ( 講演舎〉

時 3 月13日午後 6 時50分 - 8 時30分

所 協 合 倶 楽 部 室

中島 山間

出席者 問川忠之助氏外58名

協 議 事 項

l 原稿皇室湿の上抜書並に製版に着手する こと l 午 後 6 時50分片岡合長講演者を紹介の l 一場 の

時

所

2皇帝j 妥 員 曾 〈第 2 凶〉

3 月11 日午後 6 時 40分 - 9 時 10分

協 舎 似 集 部 第

出 席 者 委 員 長 池 間

幹 事 松 井

委 員 板 井 本 間

協議事頃

l 市街地建築物法令第 6 脱出血互に付制斡上の打

挨拶をｊＱＡ ｕｾ

1 *て都読者下記演題の下に約 1 時 IUJ 俗 の 税liii あ

明

地従の話

地震研究所 質問時太郎 氏

l 講演後 質疑感答より中漆主記一同を代表 し r ふ

首t を述べ一 間的手を以て感合和I! に午後 8 時30分

解散す

合せ 時

常 務 曾 〈第 6 1"1)

3 月16 日午後 6 時 一 8 時

1 建築物に関する法令施 行 に到する建議案の作: fi 庁 協合 ｕｬ 然 Ｉｾｉｾ 主
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出席者 王 理 事 安井削合長

常 務 :ll:. hi 主 施 中 禅 主 記

中 西 主 組 作 問 主 計

情71< 主 計 C: !; 図 紛 糾

射口組 ｾｲｲｆ

議 事

l 恭 季 大舎 に闘する件

2  3 月例 合計存在有者に釣する謝磁の 「ド

3 塗 号室競技合審査只依喝 の件

4 材料委員合より木材市場品寸法規格案1宝施[ :己

主主に関する件恒1;' 生

5  r建築事研究 J 1ミ闘する1' 1'

6 合員詮衡

7 J t 他

報 告

1  2 月分合計報告

l 博多築港博覧合に物 JJJ ，貸奥の件

災害調査委員曾 ( 第 3 凶〉

時 3 月17 日午後 6 時30分 - 8 時30分

所 建築材料陳列場

出 席 者 委 員 長 波 江

幹 事 終 日|

委 員 中 ぬ 矢 川

協 議 事 項

1 原 稿 l'こ付整理をなす

曾 員 動 静

入 曾 者

平日間治郎市況 普 油 l't' JYJ員よ り嬰 絡

洋間 吉彦君 府下貝塚町字海草員総本幽雄方〈大

日本紡紛株式合量1 : J t ! i 車工場〉

佐 藤 :u: : ‘ 二君 旭 区里子江 49 ( 横河工務所〉

阪 下 圭00君 西 宮市石 在 il D' 36 (凶' [2;丹llj 必 株 式 合

iil 後終:iW: )

i，!j'71< 憲 吾 '{4 位吉区阿倍野筋 8 ノ88 ( 橋本建築

事務所〉

須向古 学 次 君 ￯Ｆ 成 ｬ 孟粉首 ｾｰ ド ｩｬｬ ｪＧ 4  I  66  C>I! 洋紡 紛

株 式 合 枇 密 終 謀 〕

竹イと 末森君市外次問問] ' 3322 ( 大阪市 臨 時 校 闘

建設所〉

西 崎 辰 之 助 君 京 都 市 米山 嵐山手'l-/.:iJ チ奥矢倉Pl j'

I比野 奥政君 北 海上 江町 6 ノ50告書 I:.i .工 ア パ ー ト

〈絞 河 工 務 所〉

三 Jゐ 問。 若草i J I 同市林聞広 池 田 j て111j' IlJ' J 月館内

( 市1
1戸市役所公絡線〉

F持
ｾＧＮｦＮ 巧君 来 I長餅薬 師T 205  ( 稲本勉建築zh通事

EJi' )  

古川 :忘掬君 旭 区 生 江町 712 ( 戸閉ま11)

地 方 曾 員

永告書 官色雄君 東 京 市主主ぬ 1;-t;.lI1鴨 川 1 I  8 佐藤 明

方 ( 石本建 築 事 務 所〉

主: 減 額 三者 7青山勝、射水郡大門 illJ 錦 mq寝泊リ合

之f合市1: 勝 呂 組〉

持 問 ｾ ｩＡ 治君 Ｑ ｡ ｦ 山 ｬ ｜ｬｦ ￭ｬ ＮｊＭ Ｗ ｊ ＼ 君 Ｑｉ 大門 ｉｉ ｬ ｦ 災 遺司 ｾｊｪ 紛株式

合枇大門工場主R築場〈央ヨヰ紡*Jt 株

式合 肩上建築係〉

曾 員 四 fl 1 義 ttli 君 普泡校耳}J 員 よ り型堅持

F畑泰太郎君 府下紬駅間] ー市村366 ( 建築工務所〉 特別賛助員

弓達 { 彦君 尼崎市来槌木町 144艶聞方〔大阪市 。小 松 pq虫¥¥君 普泊n WJt:!.よ り後絡

役所校凶建設所〉 寸，t (千 六 良¥1君 普 池土tJ l}J員より ｾ絡

石崎 卯是主 君 府 下 設 中 '"T事rr5も17. 21 ( 大阪帝 大 管 板 谷 厚 志 君 旭1，也森小路町・83( 工 事資料批〉

繕課長〉 oy f橋 省 吾 君 普通賛比IJ員よ り強 格

1:1- 1  rt' 秀彦君 府 ｆ Ｚ ｜ ヒ河内郡ブ ｌ ＱＧＮ￬Ｇ￰斑ｾこ ｮ 市 Ｑ Ｑ 閃 〔大
岩 7C 熊雄君 事f4阻まをゆJ 員よ り豊里総

阪rrr- m築課) • ｾ以本 ータJ 沼 化吉区桑津 il lf l 3 ( 岩元工業株主亡命

1'!;'* Ｑｍ 範君 ｘ 王寺区民法 Ａｾｴ 町 ＱＱｾ 字削菊市方 示土〉

( 火阪府建築課〉 版 関 千哉君 普 ji I I 賛助員より袋持

松 森 ' f( 基太君 旭 日立北" 号7J<mj' 895 河野盆夫方( ノ、 桜田 下手一良¥¥定 住吉隠住吉岡f ] 381 ( 株 式 合最上工 夫

阪府 建築課) ｾ Ｉ＠

;J: li ll 厳 君 住 吉 J，lli 松虫 jiIl l / 43 角屋方 ( 大阪 杉 浦 1fi .彦沼・ 兵庫l孫川凶町雲雀 丘〈住友合主主合

市 臨時校則正主役所〉 。 剥〉

村 IU 三郎官 旭凶事青森小路北 i ノ 68 ( 大阪市臨 普通貨助員

時校側主s設所) :  JJ i { 国彦太郎 tl 京 都r1Y' IJ) ;r IMiil ，l; 小路通太平 油商入
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来月光町( 建築請負業〉 池田 訓 i ;i 君 兵団T. l隊武庫郡鳴尾村上鳴尾85

後 良 久 三君 北極善源寺町5 ノ13( 大阪臨時校図 寺西 武 吉 宏 住 吉 区 山阪 町 1ノ19

建設所〉
八 尾 良品提君株式合厳木村組( 電南6∞6)

吉川 修一君 名古屋市中 区下位品目r52 続 山 主害対主君京都市 上京 区 今 出川通寺 町西 入 ノt

辻 本 嘉 男 君 北 区天満 橋筋 2 ノ30( 荻 閏 工 務庖〉 三筋目上ル 下塔之段町510

川本E正之助君 前1，戸 市兵庫協水木 jiIi 8 ノ 9 ( 紳戸
地 方 曾 員

中烏組〕 守 ft- 茂 君 岡山県系倉 般 市旭川 509

河 津 乙松君米子市主主笑町 2 丁目〈米子保線事 北村雨 ｾ Ｇ ｬ 廠君名古厩 市 南区 昭和 町 Ｘ 矢作工 業株

務 所〉 式合従工事場鴻池組作業揚

鈴 木 隆 君 利1戸市兵I i f { 区松本 jili3ノ105 Ｈｩｾ 池
南 信 君 新 京 浪 速問2 ノ4

組〉
伊 藤 -rn君 高 知 市 江 ノ 口愛宕町伏 石 l∞ヲ

回中 一 良11君 紳戸市須廓区北 Plf 3 ノl
大谷 動 君 ! 昔津市大名小路

竹 中 幾 太 郎 君 東 淀 川 区 中 津 南 沼 2 ノ20保田スエ 吉原{有三郎 君 鹿 児ぬ市山下町 1 番 地清水 組 出 強

方( 岩瀬工著書庖〉 Oi" 

主主 山 信 遊君 利I戸市兵庫区淡町 1; 285 ( 三菱 重 志 自 主 善 吉 君 八 総 市 東 山Pl f 1 ノ11 13

工 業株式合低利I戸造総j労〉 永田庄右衛門君 満洲吉林六 経 路 銀路代1' 11局宅82

中 西 武 治 君 紳 戸 市 立 合 区 生 岡 町4 ノ22( 長谷r . :官 終 身 賛 助 員

竹腰建築事務所〉 上淘 排 吉君住吉位五回溢東之田]"6ノ1

熊 木 一 良!I 君 府 下 池 岡 町 597 ( 大阪市役所管絡 普 通 貨 助 員

諜〕 前 回 佐 太 郎 君 名 古 屋 市 東 区 徳 J II 田r6ノ31

i畠田 久タJ 君 市l' 戸市林聞阪池間上町 106 ( 付中 大倉予定吉宏西淀川 ｾＱ ￬Ｑ Ｑ 江北 ｬ ノ ＳＷｾ ｬｍ￰合女撃

工 務陪〉 校 建 築 場 大林 組 出 張所

木 村 コく君 紳 戸 市主催区菊水 町 j ; 5 3  板垣 新 卒 者 市!' 戸 市市l' 戸医 F 山手通 4 丁 目 番 外

;! j三井 氏 義 君 紳 戸 市王手合直二宮Plf 4 丁目 B ノ15 42銅回方

和 田 敏 タj 君 刺: 戸市灘 l孟中/ J i [ jili 5 ノ15 山l頃 : ; r . 美君西凶u北 jilil ノB去元工業株式合i l

退 曾 者

村田 3庭先見君 京都市東山区本町 15丁目正使 758

ノ19

曾 員
井ーl二

T r 君 天 王寺 区 大滋5 ノ59

岩 桜 藤一 双 中橋 銭 ニ震 東成区南中君主回f 1 ノ53

普 通 貨 助 員 西 村 J幼君 草'1'戸市須磨区 戸崎通2 ノ166

河 村 利一郎 君 山溢 政吉君新 Ｉｪｾ 特別市 昌司王 胡同 Ｑ ＶＶ ノ Ｖ

韓 居 事事 動

問中新之助主主 京都市中京区夷川遜河原 Plf 凶入国

中工事事底

曾 員

仮 千 君 美 君 北 区 善 源 寺 町 3 ノ46小 屋畑方

紳 前 良 治 君 大 正 阿 南 感 知l 島町 I ;  88春 本 鍛工

所内

高村
勝 君 府下中河内郡 掬 刀村小若江341( 東

畑建築事務所〉

米 国光 太 郎 君 旭区今扇町53 ('i1i 旭2968)

小 泉嘉 四 郎 君 住 吉広阿倍r!ll i-筋 3 丁 目 阪 商 舵

世"b¥" 隆 二 君 住 吉区住吉田f 1 375交策班

大地太 一員I1君堺市i l G ぬ 2 了 30( 中西商庖建築 部〉

橋岡
界 君 府下吹田町札場712
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高 橋 祭 治

松 久 保 敬 一

楠 瀬 激

f'i' nn 日 出 生

高 岡 興 三 吉

諮 国 務 治 虫1¥

池 田 jt 

今 林 秀 太 郎

松 井 古!f 之 助

板 井 公 威

士官 図 f玖 対1:

本 岡 林 八

一

郎

治

作

武

士

M

鳥 井 信

加 藤 哲 古

前 知 秀 夫

亀 井 幸 次 郎

村 井 議

吉岡1 F ; :li t  

中 西 プ て 丘1，

伊 藤 和 夫

浦 英 之 助

作 fr日日 tP， _&. 

須 賀 藤 牙E 郎

三 島 田l 四 郎

毅

・
吹

恒

太

拠

一

調

印

応

策

木

野

材 料 委 員 曾

3主lfiI J j喬 員 曾

教 化 委 員 曾

災害強度ヨE員 曾

都 市 計書 委 員曾

( 昭和+ 一年〉

ロ

永

篠

伊

高

艇

場

委 員 長

幹 事

問

委

府I

同

委 員長

幹 事

委 員

同

同

同

委員長

幹 事

委 員

同

同

同

委 員 長

幹 事

同

委

同

同

員

員

幹事長

幹 事

同

問

問

同

員及 委

が!;. 7)< 条 ニ

新 名 積 夫

Jゐ 問 i込書事

志 岐 耗 吉

鈴 木 会 太 郎

間 部 表 文

谷 民 議

瀧 深 反 弓

白 鳥 井 信

Ｎｲｾ井捨獄

中 海 誠 一 良11

中 西 六 郎

中 村 義 雄

内 藤 3 "S

藤 本 賢 太 郎

本 多 定 治

: J ，¥1 j 口甚吉

松 井 清 之 助

松 浦 松 之 助

三 iHi j'交

安 井 武 対t

保 田 虎 太 郎

UJ 口 久 五 郎

山 田 誠

吉 本 政 次 郎

波 'l'r 幸

阿 部 顕 J!IJ

今 林 彦 太 郎

滞 英 之 助

北 窓 口R 之 介

高 橋 祭 治

rp 西 六 良I1

建築 材 料陳列塚幹事 曾

( 定 例 日 )

第二 月続日

員

員

f奥祭部室幹事曾

本 建 築 協 曾 役

幹 事 長

幹 事

同

問

問

同

呆

京

問

問

同

同

同

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

同

同

二

夫

馨

近

古

今 林 彦 太 郎

猪 瀬 幸 太 郎

小 川 陽 吉

大 倉 三 郎

問 問 孝 男

片 岡 安

河 合 点 - ))1¥ 

カ 日 回 安 是 正

北 垣 熊 之 介

久 保 悶 種 古

黒 田 球

児3 ' < 成太郎

阪 口 芳 三 良1¥

消 井 勇 三 郎

作 間 日 出 生

設 当時 貞 雄

片 岡 安

設 祭 貞 雄

安 井 武 科1:

諸 国 敏 雄

松 本 高 g{

北 垣 日 程 之 介

阪 口 芳 三 良1¥

中 部 誠 一 良11

中 西 六 良11

内 藤 亮

カH 回 安 彦

作 間 日 出 生

清 水 策

新 ， g 積

島 問 良

本 多

堀 口

/ 定 例 日 ¥

常務曾Ｈ ｍＺｽｃＮＯ＼ｴ｜Ｂ ＮｾｒｏＧ［ ｛Ｚｊ )  

¥第一第三 月限日/

員

疋

甚

曾

日

員

量土問

法 人

議

長

長

長

事

事

記

記

記

記

記

計

計

計

科

稀

特

斡

合

合

舎

刑

制

笠

u

m

A

主

主

主

主

主

主

主

言平

員議評

問

同

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

同

役

、

正

絹

縦

縞
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守主隆才子同

誠)J. 
珂E同

中 部 誠 一 郎

藤 良

同

維

武

ｲ［ｲＮ τ 十Ｚ悶Ｑｦｾー

松 本 儀 八

宮 本 長 治

山 脇 友 三 郎

建 築年鑑 編 務 委 員 曾

今 林 彦 太 郎

伊 東 恒 治

小 笠 原 鮮 光

阿 国 孝 男

重 量 井 幸 次 郎

桐 本 楠 雅

楠 瀬 激

新 名 fill 夫

烏 回 .良 馨

篠 原 太 郎

高 橋 祭 治

棚 橋 諒

溜 湾 民 弓

問 中 掬

ぬ ;) 1二 拾

永 t車 数

中 井 新 一 良1¥

西 村 安 彦

放 静 雄

藤 井 j手

滋 原 義

本 no 乙

本 多 E

ＭＡＧＮＱｬ 口 ｾｌ Ｚ

松 井 清 之 助

宮 岡 秀 穂

森田ｾ

森 忠

桜山ｾ

吉 岡 信

渡部 ｾ ｴＺ

利 回

員

事長

委

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

同

問

問

同

問

問

問

問

問
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問

問
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登
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同
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問

問

問
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野，

丹

出E

里子E量員ヨ毒

亀 井 幸 次 郎

5佐

ー
内

U

拘

夫

員証捻ヲ干Ｈｾ＠同

手平智島中同

E暴

道

苑

五

美

松 井 清 之 助

晴脇
""" 邑

同

同

滋

山 口 俊 三 郎

手投閏矢同

同

誠岡叫l同

吾升:7司i渡同

倉 員 委 員 愈

今 林 彦 太 郎員委

予基

，;!:一-

'" 

回池同

池 田 谷 久 吉

民日合大

同

悶

問

問

問

問

摘
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本
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桐

佐

篠

同

問

問

太
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多

内

本

同

同
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回 1正
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同

同

同

同
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同
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国
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同

同
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回
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編

後
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Ｎ Ｓ 月 披の編輯ｾ格っ てからこの披の後記

を書 〈今日 までの 1 箇月は 、我固 に取って

何十年か に値する 、腫史的な期間であつに0

. こ の期間に起つに事件を契機 として、我

園は政治、経済、教育等のあらゆる部門 に

渉って念角度の費時が珠想せられ るからで

ある。

4砂各種産業機構の統制、 劃外防備の強化等

lこ伴って、都市計藍上、建築技術上にも新

しい多〈の問題が、預らされるに相違ない0

. 航空航. I象備飛行場 の増設、不良位宅地

匿の改善等は、既に質現の可能性を以て新

聞紙上に取扱はれて居る。

・こ の時 この際、その設 立の趣旨より見て

も本協舎の使命は甚f.: m. l 3. . 大なりとは言 は

ねばならない。

建 築 と 祉 曾

第 Ｑ Ｙ 車ｾ第 Ｔ 貌

毎月 1回 18 童運行 定 償

1:11骨 . 50嗣( 郵続 2 銭〉

12溺 6. ∞闘( 同 2 4 銭〉

昭 和 11年 3 月25 日 印 刷 昭 和 11年 4 月 1 日 蛮 行

ｾ行 ・続斡 小 板 常 男

印 刷 人

大 阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 大 阪 活 版 所

大阪市東区内淡路町 1丁目 7番地

凝 行 所 ER 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島3 ノ3朝日ピル

電話長:Jt;，箔 ( 2 3) 4501替 (9)

S音響口 座 央阪 39.975寄

特約販賓! 青 柳 k 堂 書 庖

大 阪 市 西 区京町; 期初子板 橋 商

電 話 土 佐 掘 2440寄

S音替 口座央阪 お84替

禁 輔 載

本貌に掲重量せるも のは、一 切 これを無断にて

|  縛載し又は単行本に上梓その他の被袋行軍事を

!  なすととを禁ず。

Ｔ 砂 扱 、 本月続は具種 的な題 目ｾ掲げす も 、 都

市及建築に闘する時事問題に就いて、夫k l

の立場に於げる意見 を徴 し? こ所、玉置豊次

郎氏、大倉三郎氏、田中摘一氏、大内秀一

郎氏、南信氏、川勝健二氏等久し〈稿に接

しなかった方 k 、及初めて本誌の鶏に稿を

寄せられた方 k の記事を得? こことは梢もす

れば執筆者の顔振のきま り勝な本誌に多〈

清新な気を奥へ るものであ る。

4惨本月蹴から 、本文のほか に研究及調査報

告の欄を設け、傘末挿緒の部分を、都市計肇

欄及新建築欄の 2 つに分げることとし? こ 0

.5月競からはその上に建築随想、欄を設け

て、都市、建築等 に闘する短評を載せ度い

と思ふ 、 御投稿ｾ乞ふ次第である。

.5月蹴は佐居に闘する特輯披の議定であ

る。都市の住居問題、住宅経替、住宅政策 、

佐宅に闘する法令、経管の設備、位宅一般

等 lこ闘する記事を楽鍛する筈である。原稿

を依頼した所大に手膝へがあっTこから、 5

月蹴は相営に期待せられていいと思ふ。

( 新名種夫)

l- ……  普 通 I 1 頁 |

1 普 通 I t 頁 1 回 8∞

l t 附館1J い頁 l 回 45∞ 

育前附mF い頁 i 凶 40∞ {  

( LI MZI日 -11 @J ｉｾ 函 Ｍ ｩ

日- J い頁 1 凹 お ∞

表 紙 2 い頁 l 四 回 四 (

表 紙 3 I  1 頁 1 回 45.∞ 

表 紙 4 I  1 頁 I 1 回 | 加 ∞

建築事務所録 I 1 欄 I 1 回 I  1.50  f  

一 一一
得 策調揺意書聖削 I 1 欄 I 1  回 I  5∞ 

16i 告掲載御申込は本合直接願ひます。

本誌鱗自費御注文 はすベて前合で本合直接又は

特約庖へ振替貯金又は錨替で御梯込を願ひま l

す。君事空手代用はー釦j場 、代 金 引 換 は お 街 P 致 l

します 。

》、例Ｎ，ＮＮ内ｾ、 ｨ

9 5  ，' (  



近 日 竣 行

第 六 版

( 昭和十一年四月 攻訂 )

美 麗 表 紙

本 綾

上 質 紙 印 刷

菊 剣 載 版

日 本 建 築 協 曾 版

本書 は現行の市街地建築物迭を始め本年改正賓施された

“ 市街地建築物法施行令" ・“ 同法施行規則" ・“ 同法施行細員J j "

( 大阪府. 兵庫照、制B府 警視聴【東京刷、神奈川馬、愛知廓) 等 々 そ の 他 “ 同 法

関係法令" を全部網羅編纂 した るも ので ある 。本書 はそ の性

質上校閲 に最も力 を費 し関係官聴諸技師の援助 を受 けて出 来

得る 限 りの正確を期 L 1:' 。表 紙は堅牢 に して本綴ごなし叉上

質紙を使って印刷 の鮮明を計り その装臓の美麗ご 携帯の至便

さは多大の絶賛を博するこさ〉確信す 。

建築家、建築業者、建築撃生其他荷しく も建築に関係あ る者

の必要欠 くべからさ・る定本ごして敢 て本書 を薦む。

. 定 慣 50 銭 送 料 6 銭 ・

日本建築協曾賛行|;; :: エニ|責捌; ヱ;



各 府 牒 室市 街 地 建 築 物 法 施 行 細 則

神 奈 川 懸 鷹

ｾｊＱ］接シ テ 並行スルモノエ在 ロテノ 、其Ｏ境界

ti!ii 及之 ヨリ ブL 尺 7 距 ツノι 線ヲ以テ建築総 トス

紳 奈川版、令第二十九俊

市街地建築物法施行細則左ノ沼改 ム

昭和十年七月八日

神 奈川県草知事石 回 慈

ニ お; 路叉ノ、; 血路ノ街角 = 在 P テノ、法第七依叉

ノ、前総/ 規定= 拘ラズ左ノ各放ユ依 リ建 築 線

ノ隅角 Ｗ 告ｾｾ溢］ＱｪＱ ｊｉ 徐シタ ル線 Ｗ 以 テ建 築線 ト

ス包シ隅角百二十度以上ノ場合ノ、此ノ限= 在

市街地建築物法施行細貝IJ

ラフご

第 一 章 飽 .R1l イ 建築線開ノ距離夫々 4 メートル未満ノ トキ

第 一 俊 本令= 於テ法 ト腐 スルノ、 市街地建築物。 ノ、 ｾｦ 除長ＱＮ Ｕ メ ート ル

法 、施行令ト務スル ノ、市街地建築物法施 行令 、 ロ 建築線 開 ノ距離夫 々 4 メート ノレ 以上 = シテ

施行規則ト手l 1 } スルハ市街 地建築物法施行規則 、 6 メート ノレ未満ノ トキノ、務除長 2 メート ノレ

耐火裕治規則ト稿 スルノ、 市街地連築物法第十四 保 安 上、交羽 上又ノ、市街 / 計5E上必要 ト夜、ムル

俊 / 規定= 依凡特殊建築物耐火構造規 則 7 詞 7 ト キノ、前ｾノ規定］ 拘 テズ 別 ］ 建築線 Ｗ 指定ス

第 二 係 法、施 行令、施行規則 、耐 火 構法規則 ・ 第 六 俊 建築線ノ 指定( 重量更叉ノ、 厳穏) ") 願 出

叉ノ、本令 = 依 V 提 出 スル 申請 書、願 書叉ノ、局 舎 i ム トスノL 者ノ、現況聞及音rm. 悶 7 添附シ別記様式

ノ、其ノ詮築線又ノ、建築物ノ所在地所轄瞥察署長ｾ一統］依ノ ι 願書 Ｗ 提 出ス ベシ但シ綬徴ナル モ

ヲ経由スペシ包シ本令第四十七依第三項 =依 リ ノ= 在 リテノ、摘要 悶 7 以 テ現 況聞及昔rm. 闘 =f-lt

提出ス凡届書ノ、此 ノ限= 在 テズ j  用スノルコト ヲ得

第 三 俊 法、施行令 、施行規則、耐 火 構 造規則 前頃ノ願 出 = 付 支 障 ナ シ ト認ム ル トキノ、建築線

叉ハ 本 令］依 ｐ 申諮号 、 ｭｴ 出又ノ 、 届 出 アｾス者法 。 ア指定( 努夏 叉 ハrto_ 罷〉 ス

人ナル トキ ノ、共/ 名潟、事務EJrIfr 在地7Jl. 代 表 者 第 七 僚 前 倹 第一環ノ現況岡= ノ、左ノ事項 ") ｾ ￟＠

ノ氏名 7 記載 スペシ 申請 書、願望子又ノ、属書 = 記 載 スベシ ( 縮尺六百分ノ一 、千二百分 ノー叉ノ、

載スペ キ者法人 ナル トキ亦問ジ 三千分ノー〉

第 二 意 地 域 一 闘係地区内ノ道路 、温路及既存建築線ノ位

第 四 佼 施 行令 書Z一俊第十貌= 依リ指定 スル建 置

築物左ノ如シ但シ住居ノ安寧" ) ';fi・スノレ虞ナシト: ニ 既 存、工事中 及設計 アル建築物ノ位置

認、ムル モ ノ叉ノ、公 盆 上己ム 7 符 ズト認 ムルモノ 三 河111、断屋 、下水 、{日IJ 滞空事ノ位置

ハ此 / 限= 在ラズ 阿 南低ノ 差者シキ場合 = 在 ロテノ、等高線

左= 掲グ ノレ 事業 74Eム工場 : 第 八 後 第六保第一環ノ計笠岡ユノ、左ノ事項ヲ

イ 鋼板ノ槌打力日工 :  記載ス ベシ ( 縮尺六百分ノ一、千二百分 ノ一、

ロ 木材/ 鋭刻 、機 級、燃糸 、組物 、編物又ノ、 叉ノ、 三千分ノー〉

裁縫= シテ常時使用スノι 原動機馬力政ノ合計 ; 一 関係地 区内/ 道路、泌路及建築可決ノ位泣

- ") 超過 スルモ ノ 二 下 水 鈍 イWJn¥1' / 位置〈暗築、 開渠 ") m; 分シ 流

ニ 舞 踏 場 7)<. 方 向 7 指示ス ベ シ〉

第 三 章 建 築 線 及 壁 画 ノ 位 置 三 泣 路l 士通路/ 裕成方波及闘係建築線/ 標示

第 五 佼 法 第 七俊 也 舎 ノ規定= 依 り建築線 7 指 方法

定スルコト左/ 1 ; . 日 シ .  阿 関係土地 ノ地名 、番披蛇境界線

一 編 員六尺以上九尺未満/ 通路= 在 P テノ、 英 : 五 関係土地ノ腕布継者又 ノ、 竹ｾ人ノ連祭〈連

ノ中心線 ヨ リ各々四lミヲ'-寸 7 後退シダ ノι 線 7 怨ヲ得ラ レザル トキノ、; I t ノ到l 由" ) J l t j 記スベ

以 テ建築線 トス也シ河川、断峰、銭 道 致 地 ノ ι シ〉

〈縛奈)11軍事鹿) 2 3  



第 九 僚 第五僚第二項叉ノ、第六依第二項ノ規定

= 依 P 建 築 線 7 指 定 ( 俊更又ノ、阪罷〉 シタル ト

キノ、之 7 告示ス但シ経後ナ P ト認ムルモノュ在

ｐ テノ、関係土地ノ所有権者叉ノ、管理 人 ］ｾｪ スノレ

沼知 7 以 テ告示= 代 7 ノレ コ トアルベシ

第 十 俊 建築線ノ指定 ( 俊克又ノ、腹罷〉ヲ願出

ダノι 者ノ、前依ノ告示叉ノ、 illi 知前第八保= 掲グノL

ＱＤｾ頁］努更 アリ ｆ ル トキ ノ 、 関係図書 Ｗ 添附シ宋

白以内= 其ノ旨届出グベシ

第十一 俊 建 築 線 ノ 指定 ( 俊克〕 アリ タル トキノ、

其 ノ 指 定 ( 鐙更〉 ア リタル日ヨ リ三 月内= 閥係

土地所有権者= 於テ 石、 煉瓦又ノ、 「コ Y ? 9 -

トJ ノ類 7 以 テ 之 7 標示スペシ 但 シ側溝其/ 他

= 依 リ其 ノ 位 置 明 カナ ノレ トキ又ノ、土地/ 欣況=

依 リ標示シ鋭キトキノ、此 ノ限= 在テズ

前項ノ規定= 依ル建築線ノ標識 7 設置シ F ノL ト

キノ、営該官吏叉ノ、支員ノ承認 7 受 ク ベ シ 之 7 移

動セム トスル ιトキ亦同ジ

第十二僚 建築物ノ壁面ノ位置ヲ指定シ F ノレトキ

ハ之 ヲ告示ス但シ車宣告をナルモノュ在リテハ関係

土地ノ所有俄者又ノ、管理人= 封スル沼知 7 以 テ

告示= 代フルコト アルペシ

第図書E 建築物ノ敷地及高

第十三俊 路地獄部分= 依リ道路敷地= 接ス凡建

築物ノ毅地= シテ左ノ各銃= 該蛍スルモノェ在

P テノ、施行規則第四後第一項ノ 2 メー トルヲ 1.

5 メート ル トス但シ土地/ 欣況= 依 P 支障ア リト

認ムル トキノ、此 ノ限= 在ラズ

一 二 戸建以内ノ住家ノ用= 供スノレモノナノL コ

ト

ニ 路地獄部分ノ奥行 10 メー トル未満ノモノナ

ノル コト

第 十 四 俊 施行令第十後ノ規定= 依リ 別 段ノ定 7

鴛 スコ ト左ノ 如 シ

一 建 築 物 ノ 敷 地 = シ テ 公 問 、成 場、河 、海ノ

類 z 接 ス ル モ ノ = 在 P テノ、其ノ餌員叉ノ、望号制

迄 ノ 距 離 7 施行令第七僚ノ高ノ限度 トス但シ

土地/ 欣況= 依リ支障ァ ロト 認ムル トキノ、此

ノ限= 在ラズ

ニ 建築物/ 敷地= シテ前面道路ノ封側= 公悶

成 場、 河 、海/ 類アノι モ ノ= 在 リテノ、其ノ備

員叉ノ、封側迄/ 距離 ト前面道路幅員 トノ和 ヲ

超エザル限度= 於テ施行令第七僚第一環/ 一

倍 四分ノ - 7 二倍= 同項也舎/ 一倍二分ノ l

2 4  ( 縛家川際庖》

ヲ二倍 二 分 ノ ー トス

三 建築物/ 敷地= シテ其ノ地盤 面ガ前 面道 路

ヨ リ 1 メート ル以上高キ モ ノュ在 P テノ、其/

地盤面ノ高ノ二分ノーョ リ0.5 メー トル低ーキ

位置 7 以テ前面道路ノ位置 ト看倣ス

四 建築物ノ敷地= シテ高低ノ差 1 メート ルア

超ユル二以 上ノ道路= 接スルモノ= 在 P テハ

ーノ滋路ノ境界線迄ノ 7.K卒距離ガ其ノ道路関

員ノ一倍二分 ノ一以内 = シテ且25メート ル以

内 ノ区域ノ外= 在ノι 建 築 物 各 部 分 ノ 高 =付 テ

ノ、制限ノ緩ナル道路 7 前面道路 ト看倣ス

3千ー 建築物ノ敷地= シテ遺路ノ j終端= 位 スルモ

ノェ在リテノ、其/ 道路幅員 7 前面道路前員 卜

宥倣ス

建築物ノ政地= シテ 前項各披ノー= 該営スノι

モ. ノ= 在 リテハ土地ノ欣況叉ノ、建築物ノ 用途

来ハ構主主= 依り支隊ナシ ト認ムル トキノ、前 項

各披ノ規定= 拘ラズ其ノ制限ヲ緩和スルコ ト

アルペシ

第十干干傑 施行令第十四僚但書/ 規定= 依 り指 定

スノ1 角地其ノ 他 ノ地直左ノ如シ但シ土地/ 倣況

= ぢ( V支 障 ア リ ト認ムルモノア除ク

一 左 ノ 要 件 7 具備スル建築敷地

イ 備 員 6 メー トル以上= シテ其/ 和 14 メート

ノL 以ヒ/ ニノ道路 = 接 スル コト 但 シ 道 路 ノ 針

イlI i j = 公閥 、成 場、河 、海 ノ 類 アル トキハ板員ノ

限度ヲ低下 スル コト アル ペ シ

ロ 周主盛況分ノニ以上道路= 接スル コト

ニ 公 閥 、炭 場 、河 、海 ノ 類 = 接 ス ル 建 築 物 /

Z在地= シテ前貌= 準ズ ト認、ムルモノ

第 五 章 建 築 物 ノ 構造叡 傭

第 一 節 一 般 構 造 設 備

第十六俊 ｾ取便所］在 ｐ テ ノ、窓其ノ 他 Ｏ関 口 部

Ｗｾ 締張 ト 鴛スカ又ノ、之 ］ 代ノ ｌ ペキ ｾＧｾｬ ナノ ｴ 防

止題設備 7 袋 スベシ但 V 土地ノ倣況叉ノ、構造設官ii

= 依リ支障ナシ ト認ムルモノノ、此ノ限= 在ラズ

第 十 七 俊 井 戸 ノ 構tE設備ハ左ノ規定= 依ルペシ

但シ土地ノ欣況又ノ、構造設備 = 依 リ 支 障 ナ シト

認、ムルモノハ 此 ノ限= 在ラズ

一 閉鎖式叉ノ、之］代ノレペ キ 装置 ト ｾス コ ト

ニ 導水管及周壁ノ、不渉主E質/ 材料 7 以テ構成

シ地終面下 3 メー トル以上ノ深= 主主セシムル

コト

第十八僚 建築物ノ防鼠設備ノ、左ノ規定 = 依 ，n. ベ



シf旦シ建築物ノ月J i 会若ハ構法又ノ、 J- .地/ 欣況= - : 平霊毛皮 ノ、地盤面 k 高 15 メート ノl をi凶過 スノ1 煩 突

依 リ支障ナシト 認、ムル モノ スノ、一時/ 使用ニイ片 j 物見 J号、I荷告J件、無 線泡信 用1E柁 ノ類 ニ在リ テ

スJI 建築物= シテ己ム ヲ得ズト IDfl . ムルモ ノハ此 j ノ、0.15 以上ト鴛スベシ

/ 限= 在 ヲズ i  前 ｊ ｉｾ /  7k l ji 震度ノ、建築物ノ 形欣又ノ、土地ノ欣 i忠

一 外 壁 ユノ、石 、煉瓦又ノ、「コンクリ ート J ノ i :=.依 リ共 ノ 増加 7 命 ジ又ノ、其/ 低下 ヲ許可スル

知ヲ 以 テ築造セノL 基礎 7 設タル コ ト j  コ トアル ペ シ

二 天井裏若ノ、 床 下= 於ケノι 換気孔又ノ、浴室、 i 第二十五僚 強 度 計 算 = 適 用 スノι 風盤カノ最小限

来所其ノ 他 / 流 仁I =- ノ、貸銭叉ノ、金網 7 設泣ス j ノ、 建築物ノ垂直卒商 I Zf三方 メー トJ L =- 付左ノ 如l

J L コ ト j  シ

ー一， ｾｩｦｪ￬ｦｦ 戸尖 ノ他 Ｏ ，空隊 ｩ ノ、板又ノ 、 漆喰ノ類 Ｗ 以 ｩ 一 高 10 メート ノL 以下ノ建築物= - ;(r: リテノ、 l∞

テ填塞 スノレ コト j  キログラ ム .

第 十 九 保 物干 、物見選空手尾上工作物ニ シテ 其 / i  二 高 10 メート ルヲ 超過スル建築物= f I : リテノ、

高 4 メートル 叉ノ、其ノ面積 10卒方メ ート ル ヲ 組 : 120 キ ログラ ム

ｾスノ ｌ モノノ、不燃材料 Ｗ 以テ構成 シ 叉ノ、被波 ス ｩ 三 高 15 メートノL ヲ超 過 スノL 傾 突 、物 見 培、防

ベシ但シ土地ノ欣況 = 依リ支障ナシト認 ムル ト i 告 様、無 線 泊信 用'FE柱 ノ 類 =- ; ( 0 テノ、 200 キロ

キノ、 此 ノ限 = 在ラズ j  グラム

第 二 十 俊 一構ノ建築物 = シテ建築面積夫 々 330 i  前項ノ風l膝カノ、建築物ノ形欺又ハ土地 / ｾｫ 況ユ

卒方メー トル以 1-. ノモノノ l旬開 3 メート ル 未 満 : 依リ其 ノ噌加ヲ命ジ又ノ、主主ノ低ー下 7 昔1・石I ス凡コ

ナ凡ト キノ、其ノ封向!芝 7 準耐火構造スノ、之 ト同 ， トアルペ シ

等以上ノ耐火的効力 7 有スルモノ ト鴛スベ シ但 . 第 二十 六 俊 十 二 月ョ リ二 月 = 歪ノι 期 間 内 ユ施 工

シ建築物ノ用途、機造叉ノ、配置ュ依り支障ナ シ i スノL rコ ' . / ? y ー トJ =- 付 テハ施行規}!IJ 第百・ニ

ト認ムノレモノハ此ノ限= 在ラズ ;  依ノ ニ 第三項ノ規定ノ 適 用= 胸シ其 ノ路 盤 強 度

第三十 一 僚 長周= 在 リテノ、 各 戸 ノ境界ノ、地盤 面 i ' 7十分ノニ以内低ー減ス

卜ーヨ P 屋根面下= 塗スル迄主主壁、金 濁 板其 ノ他 : 第 六 章 工 事 執 行

|山火 k 有効 ナル モノヲ 以 テ区) k'IJ スペ シ ;  第 一 節 建 築 手 縦

第二十一て俊 汽 縦、管業用 風包 1泡 其 ノ他多 量 ノ 燃 ; 第 二 十 七 鋭 施行規則第百四十 三 後ｾＧｬ［Ｍｾ第五鋭

料 ヲ使用ス ル設備l=-- 附属 スル 煙 突 =- ;(0 テノ、 、 依 リ指定スノι 建築物左ノ如 シ

別 段 ノ定 ヲ鴛 サ ザノL 限 P 其ノ高之 = 接着ス ノL 地 i ー 権災地= シ テ別 = 指定ス ノレl益成 内 = 於 テ 総

務 商 ヨリ 度リ 15 メー トノレ以上其ノ口径2 5セ y チ i 災後三 月内 = 建 築 スノL モ ノ

メート ル以上ト銭スペ シ但 シ燃料ノ有i類 、霊 法 j 二 接 校、病院 、集 合 場、常設展覧舎場 . 百 貨

土 地 ノ 倣況 = 依 日其 ノ場加 7 命 ジ叉ノ、其ノ低下 j 版 、動 工場 、fr. IJ 場 、活動篤民館、演畿. 袋、淑

7 許可ス ノL コ トアル ベシ :  物 場、舞 踏場 、公 衆浴 場、共同住 宅 、工場 、

第二十 三 保 防火地区内 = 慾築スノL 建 築 物 = シテ : 自動車車庫 、 市場 、 倉庫業 ＧＷ ｾム倉庫 、 危険

左ノ各鋭ノー= 該' M・スルモノハ施行規則 第百 . 1. :  物品/ 島理場若ノ、貯厳所、火葬場 、産織物民主

:J d長乃至第百三十五依/ 規定ユ依ラザノι コト' 7 磁場、 殿場、 死畜監理場叉ノ、盛芥若ノ、汚物 ノ広

得 i  理 揚

工事用 ノ足代 、浅 橋、 わj 、属 、材料也場 、 j  三 建 築国 税 660 lji 方メ ート ノι スノ、床面積 l∞D

1仕 Lt 必務所ノ類 i  平方メート ノι 以上ノ モ ノ

ニ 建 築 工事期間内ノ使刷ヲ目的ト スノι {阪管業 i 第二十八依 施行規則第百四十凶依/ ニノ規定 ニ

所 、仮事務 所 ノ類 i  依リ別段 ノ定ヲ震スコ ト左 ノ如シ

三三 其 ノf也一時ノ使用=供 スノレ建築 物 = シテ己 j 一 施行規則第百 四十三保第一環第二貌ノ内本

ムヲ得ズ ト認 ムルモノ i  令 第二十 三保 第一統叉ノ、第 三鋭 =該 '6r スル モ

第 二 節 締 法 強 度 !  ノ ヲ除ク

第 二十 四依 建築物ノ獄度計算= - [ 冷ケノけ也髭 / 7- " i  二 施行規且 ｉｊ 第 白凶 Ｑ Ｎ Ｎ］ 俊 第ー刷 ￮ｩ ｾ ・ 自主ノ ｉλ ｝ 其

( 神奈川軍事鹿) 2 5  



ノ高 4 メート ル〈崎突/ 獄= 在リテノ、 9 メ - テノ、其 ノ牧谷人員 、工場ニ在リテノ、共ノ製品

トノι ) .fl 其/ 床面積35 メート ノι ヲ超過セザノル ノ種類、作業ノ 概 要火原動機馬力量生、 自動車

モノ 7 除ク 車庫 = 在 ロテハ其ノ室面積、市場乃至汚物品主

=  縮 行 規J!I J 第四十四僚第一統次第二披/ 内左 理場ュ在リ テノ、英ノ取扱品 ノ種類 、数1立法民主

ノ各盟主= 該蛍スノL モノア除ク ;  王型紙態ヲ明示スペシ〉

イ 木造建築物 = シ テ其/ 高 4 メー トル 且 共 / 第三 十一保 第二十九依第 一項ノ設計書 =ノ、左 /

床面積 10卒方メー トルヲ超過セザルモノ 事項ヲ記載スベシ但シ i鐙徴ナノL 事 項 7 除ク

ロ 木造= 非ザ ル建築物 = シテ共/ 高 2 メー ト j ー 図 面 = 示 シ 難 キ 構 造 設 備、材料/ 種類及寸

ノも且英ノ 床面積 10平方メ ー トル ヲ超過セザ ノι 法

モノ !  二 鎖 骨 造、銭 筋 「コ ' /1' リ ー ト」 迄/ 類 / 強

ハ 工事用ノ足代 、桟 橋、下小尾、材 料 霊 場、 。 度計算

監 督事務 所 ノ 類 三 1由機 、水 補 、汚物彪理槽、昇降機l J t . . 排水、

=  一季節 ノ使用= 供スノι 仮設建築物 j  換 然 、消 火、遜 雄、遊 館、援房等/ 装置ノ構

ホ 物 干、物見叢等届上工作物 エンテ 其 ノ高4 造設備

メー トノL 且其ノ商談 10卒方メートノL '7 超過 セ ; 第三三十二後 第二十九 依 第一環ノ建築岡商左ノ如

ザノレ モノ シ

へ 椛災対l! =- 建築ス J L 仮 設 建築 物 ユ シテ級災後 一 西日世間〈縮尺五十分ノ一 、百分ノ 一、二百

三 月内 = 除却ス ルモノ 分ノ 一 、三百分ノースノ、六百分ノー〉

第二十九係 施行規則第百四十三保ノ認可ヲ受ヶ j 方位 、放地ノ境界線、四隣道路ノ位泣副員法

ムトスル者ノ、摘要書、設計普及建築幽商ヲ 添 附 公私ノ別 、四隣建築線/ 位置2土建築線開/ 距

シ別記様式第二鋭 = 依ノレ建築申請主Lt A.Il 1J ニ証I l '7 ・ 離 、敷地地盤面 ト道路面トノ高低 、建築物 .

提出スベシ :  井戸 、排水設備等ノ位i l [ ' 7 明示スベシ

他ノ法令= 依リ知事/ 許可 、認可又ノ、承認、ヲ袈 二 各階11三面倒〈縮尺五十分ノ ー . 百分ノ ー 又

スル モノ= 在リテノ、其ノ許可鐙、鋭、可讃又ノ、承 : ノ、二百分ノ ー〉各室ノ 用 途2土床面積、各居室

R; e，詮ノ潟ヲ 添 附 スペシ也シ申請中ノモ/ ナノι ト ノ有効採光面波及天井高等 7 明示ス ペ シ

キノ、其 ノ申請者氏名及申請年 月日 7 附記スペシ j 三 断面悶〈縮尺二十分ノ 一 、ヨ王十分ノ一 、首

脳行規則l第百四十九 依 ノニ第一環/ 規定= 依リ i 分ノー又ノ、 二 百分ノー〉

内務大医ノ指定スル 区域内= 於 テ建築物 7 建 築 建築物ノ高、軒 高、階高 、床高 、基礎寸法法

セムトスノι 場合= 在リテノ、第- mノ設計書ノ、之 : 道路、建築線、隣接建築物等ノ位泣 ヲ明示ス

7 要セズ但シ施行規員IJ 第三主主ノ規定ノ適用 ア p ペシ

タノι 場合ノ、此ノ限二在ラズ 四 立 商 閥、基礎卒面倒 、各階床伏凶ム小屋伏

第 三十 後 前 後 第一項の摘要書 = ノ、別組段式 第三 随I1 ( 縮尺ヨ1 . 十分ノ一 、百分ノー又ノ、二百分ノ

披= 依り左ノ事項 7 記載スベシ ー〉

一 建築穀地ノ地名 、司書銚 :h: 構造上主 要ナ ル部分ノ詳細岡( 縮尺 l 分ノ

ー 建築毅地 /JIJ 主主浪商秘 ー叉ノ、 二十分 ノー 〉

ー 申請= 係ノι 建築物及既存建築物ノ建築而絞 : 六 前 後第 三鋭ノ構造設備ノ随l函

匹l 申請= 係ノι 建築物/ 建築要旨( 袈念 、工 事 前項ノ建築闘面= 構造種別 7 災ユスノι モノアノレ

組 別、 構造種別 、高 、軒高次各階床面談ヲ明 トキ又ノ、既存ノ建築物アルトキノ、着色共/ 他/

示スペシ) :  方 法 7 以テ之 7 匹別 スペシ

五 起 工期日及竣功期日 。 施行規則j 第百四十九後ノニ第一環ノ規定 = 依リ

六 建築工事務負入 、建築工事管理 者 、建 築 設 ; 内著書大臣/ 指定スル区域内= 於テ建築物ヲ建築

計 者2土建築敷地所有権者ノ住所、氏名 ー セ ム トスノレ揚合= 在 P テノ、第一項第三貌乃歪第

七 特 殊の建築物= 荘リテノ、英ノ使用要 旨 〈第 i 六貌 ノ岡商ノ、之ヲ要セズ但シ施行規貝IJ 第百四十

ニ ー ｬ 七後第二鋭ノ内ｩｊｾ校 ［Ｇｊ 歪共同住宅 ］ 汁Ｎ リ 九依ノ ニ第二mノ先見定= 依 リ施行規則12fSJ 主主ノ

2 6  ( 締奈川鰐庖〉



規定ノ適f I 1 ア V ?l ノι 場合ノ、此ノ限 = 在 ラズ

第 三十三 俊 規模大ナノL 建築物又ノ、特殊ノ用途=

供 スノレ 建 築 物 7 建 築 セ ム ト ス ル 場 合 = 於 テ 設 計

普 及 建築 岡 商 7 全 部 具世ii シ難キ事情アリト認、ム

ルトキノ、其 ノ建築 申市1J=イ寸前二僚ノ規定ノ一部

ノ適用ヲ留保スノι コト アル ペシ

第二十 同 僚 施行規則第百阿十阿保/ 肝iU:l 7'主主 サ

ムトス ノ ｌ 者ノ 、補ｾ替 、 設計 書 ｬ 土建築路ｩｊ ｩ 百ヲ添 附

シ別 ｾ ｅ 様 式第 二 貌］依ＧＢ建築服審正則二泊 Ｗ 提

出スペシ包シ木造平家建ユシテ建築面積35卒 方

メートル以下ノモノユ在り テノ、設言l 番ノ、之 7 要

セズ

前 項 ノ 揚 合 = 於 テノ、前ヨdl 長ノ 規 定 7 準 l目ス但 シ

木 造 住築 物 = 殺 りテノ、第三十 二 線 第一項 第三放

乃至第六君主ノ岡市ノ、之 7 要 セ ズ

第三十干L俊建築申請叉ノ、建築周 = 付特 = 必要 ト

認ムノι トキノ、古ij 六後 ノ 規 定 = 拘ラズ{ 也ノ f，'ol]寄ノ

提 出 7 命 ズルコ トアルペ y

第 竺十 六 燦 建築申請= 付支障ナシト認、ムルトキ

ノ、申約書ノ刷本］別記様式 ｲｦｬ 君主］依ノＮＢｾ築認可

清 印 ヲ押 捺 シ 建 築 主 = 交付ス

第 三十 七 後 建築届= 付支障ナシ卜認ムル トキノ、

建築屈香/ 副本三月IJ 詑様式乙畿二依' " 建築居済

君主印 711
甲漆シ建築主= 交付ス

第 三十八 俊 法 、 施 行令 . 施行規則IJ ( 第百四十三

後 ヲ 除 F 入耐火構造; 規則叉ノ、本令= 依 リ許可、

認可又ノ、承認 7 受ケムトスノι 者ノ、関係阻害 7 添

付 シ別記様式第内競= 依' " 願書E 副 ニ 詔 ヲ提出

ス 4 シ

法適用阪城ノ設定法ノ、愛夏 、 地域若ノ、 地ｲＮ ｾｾ I 指

定若ノ、後夏其ノ他ノ場合 ｾｉ 玲 テ 施行令第二十六

後/ 許可 7 受ケム トスル者ノ、現任地 = 建築スノレ

ヲ得ザルユ歪リタル日ヨ P 三 卜 日 内 = 願 出 グ ペ

ジ

施 行 規 則 第 百 四 十三俊= 依J I . - 認可叉ノ、第百四十

四依 ］依ノ レ届出 ＷＧｾスノルモノユ在 リテノ、其ノ建

築申読書又ノ、建築届香= 第- : g { ノ許可 、 認 可 又

ノ、承認、ア受ケムトスル事項ヲ併記シ第一項ノ J続

出= 代フルコトヲ得

第一項/ 願出= 付支障ナシト認ムルトキノ、願書

ノ前 ＱＩ 本 ］ 別 ｾｅ Ｖｦｴ式丙披 ］依ｊｉＮＭ 言午 可Ｈ認可叉ノ、承

認、〉設 Ep 7 ' 押捺シ建築主= 交付ス

第三項ノ場合= 於テノ、本令第三十六後又ノ、第三

十七僚ノ規定= 依' " 刷本ノ交付アリタルトキノ、

第 一 項 / 許 可、認可又ノ、 承 認 7':!iZ Y ? ノL モノ ト

看 倣 ス

第 三十 九 線 第三十 六後 ノ 建 築 J.{!， "uJ 設 ノ交付ヲ 受

ケタル建築工事竣功シタ ル トキノ、別記様式第五一

波= 依ノL 竣 功 届 香E 高1) 二 iffi 7' 提 出ス ベシ竣功セ

ル部分= 釘シ建築物使用認可符 ノ交付ヲ受ケム

トス ノι トキ亦同ジ

前項ノ ;竣功厨= 付支障ナシト認ムルトキノ、届書

ノ耳1) 本 = 別 記 嫌 式γ 君主 = 依 ノレ建築物使用認可設

印ヲ押捺シ建築主= 交付ス

第 四 十 俊 第 三十七依ノ 建築屈 務詮 ノ 交付 ヲ 受 ケ

タル 建築工事竣功シタルト キ山別記様式第五焼

= 依 J L 竣 功 利 害 I下回j 二週ヲ提出スペシ

前項ノ竣功凪= 付支障ナシ ト[{l，ムルトキノ、周書

ノ高IJ 本 = 別 記 様 式 戊 披 = 依 ル 建 築 工 事 竣 功 届 済

設 EP 7 ' 押主要シ往築主 = 交付ス

第同十一後建築申請又ノ、主tt 築届ヲ袋シ R ル 建 築

物 = 付建 築物使用 認 可託 叉ノ、: m築工事竣功J f i i d耳

誇 交付 前第 三 十 依 ノ 摘 要 書 ( 第一続 、第 五 披 乃

至第七統ヲ除ク〕第三十一俊ノ設計書又ノ、第 三

十二僚ノ建築闘商ノ内容ヲ嬰更セムトスルトキ

ノ、施行規貝IJ 第 百四 十三俊叉 ハ第百四十四後ノ規

定= 準ジ建築申請叉ノ、建築屈 7 震 ス ベ シ 但 シq壁

後ナル慶更又ノ、建築認可諮策ノ、建築届済君主交付

前 = 於ケ凡型軽更= シテ賞該官吏叉ノ、¥t ! 員/ 承認

ヲ受ケ ?l ' " モノノ、此 ノ限 = 在ラズ

前項ノ建築申請叉ノ、建築届= 闘シテノ、第二十九

佼乃奈第三十八僚ノ規定ＷＧｾ事用ス

建築巾前叉ノ、建築届ア銭シ ?l ' " 建築 物 = 付建 築

物使用認可諮叉ノ、建築工事竣功屈折設交付前建

築 主 ( 代到人 ) / 住所、氏名 叉 ノ、第三十俊第五

披 乃至第七君主ノ事項 =重軽更アリ F ノι トキノ、五日

内= 其ノ旨届出グペシ

第一項ノ規定= 依ノι 建築申請書若ノ、建築届書又

ノ、前項ノ規定= 依ノι 局番= ノ、其 ノ 建 築 物 ノ 建 築

認可又ノ、建築届済ノ呑銃妓年月 日 ヲ附 記 ス ベ シ

第 阿 十 二 線 建築認可君主、建築居済澄叉ノ、許可(

認可若ノ、承認 〉 護 ノ 交 付 ア受 ケタル建築物ノ建

築 7 腹罷シ F ル トキノ、五 日内 = 別 記 様式 第 六銭

= 依ノι 駁 罷 屈 香 ヲ 提 出 ス ペ シ

前 項 ノ局番 = ノ、交付 ヲ受ケ F ノL 建築認、nJ 設 、 建

築Ｎ｜Ａｾ桝諮叉 ノ、 許可Ｈ認可 若ノ、承認 〉設 Ｗ 添 付ス

ペシ
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施行規則ｾｾ百 ｰｱ 十三 保留ｾＭ項第 三 続ノ仕築物 Ｗ

除却セム トスノι トキノ、 子: 目前= 除却工事仕様書

7 添附 シ 前二項 ノ 規 定 = 小ジ除 却 /11; 舎 7 提出ス

ハとｾＯ

第 二 節 工 事 監 査

第四十三俊 施行 規則第百問十四依= 依リ届出ヲ

要スノι 建築物= 付本令第三十七依= 依ノレ高IJ 本 交

付前其 ノ建築工事ェ着手セ ムト スルトキノ、常該

官吏叉円安員ノ承認、 7 受クベシ

第 四 十 四 後 建 築 主 建 築 工 事 ノ 管 理 ヲ 鎚 ス 官Eノ、ズ

日記ムノL トキノ、建築工事ノ行縄者ヲ定 メシムル

コ トア，. ベシ

第 四十3 : ，: 後建築工事請負人又ノ、 u築 工 事fうJ 理 者

I 左ノ各獄ノ ー= 該?古ス/1- 場合= 於テノ、其ノ後更

ヲ命ズ凡コ トア ルベシ

一 法又ノ、法= 慕キ テ資スル命令= 主主反シタ ル

トキ

ニ 其ノ他往 築工事ノ管問 、 監 ＧｬＧｴ ＧＷｾ スニ 不適

?古ト 託、 メ9 凡トキ

第 四 十六級 建築設、 ii T夜叉ノ、建築明言耳設ノ交付ヲ

受ケタ 凡建築物ノ述築工事場= ノ、 外部ノ看易 キ

場所］ 別 ｾ￟ 様式第七 披 ］ 依ル標札Ｗｴ品グベシ

前項ノ工事場= ノ、 言1・ii J 、認可久ノ、 Fi 済設印ノア

凡副本 ヲ官 ｈ へ蛍該官 ＱＱＡ 又 ノ 、 ｾ 員 ノ 要 求 ア Ｙ !il ノレ

トキ ノ、之ヲ提示スペシ

第四十七依建築申請又ノ、建築府 ＧＷｾ￲Ｏ Ａｩｬ ノ ι 建築

物 ノ 往築 工 事 = 付 施行規則第百四十六候 = 依 リ

京 / 工程 ヲ指定スル コトア ノレペ シ

一銭ＮｾＮ叉ノ、鍬筋「コＧＢＮＯ＿リ ート ｊ 工事 ］ 附帯

ス凡基礎ノ ;杭打= 若手シ !il l . トキ

二 銭骨建方= 策手シタル トキ/Jt.. r リベット」

打終了セ ム トスル トキ

三 鍛 筋 「コ' " . / ? リー トJ 工事= シテ基礎、各

階 及尾根ノ酒E筋ヲ終了 セム トスノι トキ

問 木建= シテ上棟シ F ノL トキ

五 共 ノ 他 特 = 必 要 ト認 メ9 ルトキ

前 項 =i衣リ工程 7 指定シタ ノL トキノ、建築申請書

又ノ、建築属舎ノ刷本 = 之 ヲ 記載 ス

前 項 ノ工程= 主主シ 9 ノL トキノ、 英 / 都度目IJ 詑様式

第 八 披 = 依 ノL 工 程 府 警・7 提出シ' 6 1 ' ・該官吏叉 ノ、変

員 ノ; 倹査ヲ受クペシ

第四十八俊 縫行規則第 百 四十八後第二項ノ規定

］依ノ ι 臨 検者 ノ護主主ノ 、別 ｾ ￟ 様式第九ＡＱＱ，ｾ］依 Ｏｌ
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第 三 節 工 事 保 全

第阿寸; 九イ際 lli 築工事訴れ人又ノ、注築工事作理者

ノ、 ill 築 工 事 場 ェ於テ左ノ事項 7J箆守スペシ

一 足代、桟 橋、山 留 其 ノ他 ノ工 事用工作物 ハ

保 安 1:，危険ノ民ナキ構造設備 ト軍事スコト

ニ 材料ノ 運 搬、機材・ノ鋲打其 ノ他ノ作業= 祢:

リテノ、保安 1-，危険ノ成ナキ附幣装置 7 鴛スコ

ト

三 火気ヲ似UIJ スノL 場合= 在リテノ、火災W1防 k

立t 煤周防止上迎' i ! i ・ナル施設ヲ軍事スコ ト

四 従主主' ] ( . 1 折又ノ、水道等ノ工作物= 付保安 t 危

険ノ成 アルト キノ、設該管理者=i i I i 知 シ泡常ナ

ノレ祐一ia ヲ求ムノルコ ト

ヲ日 工 事 ユ依り死傷其ノ他ノ :事故 7 生ジ F ノι ト

キノ、直= 其ノ 1部分ノ作業 7 中 J J: シEJi 特斡祭器

ニ脳出グ ノι コ ト

第五ーー1-俊 建築工事場 = 於ケ 1. H窓搾空気 7 周フル

鋲 打 作業 、動 力 7 用 7 ノι 杭 打 作 業 ノ 類 = シテヨ晋

シ キ綴普又ノ、ｾｩｊｩＮｾ '7 ｾ主 ス Ｑ ｌＭｾ アノ ｌ モノノ、其作業

ユ付時間1ノ制限其ノ 他 必要ナノL t昔置 7 命ズルコ

トアル ベシ

第子仁十一 俊 潜 iiJi l工法ノ類= 依ル基礎工事= 着手

セムトス ル場合 = : ( 0 テノ、作業摘要害' 7 i¥f.;附シ

基礎工事主任者/ 位，芳 、氏名及絞廃 7 具 シ三 日

前 = 其ノ旨明出グペシ

建築工事胤ト シテ 規模大ナル杭打機、 起重機ノ

f-A ' 7 設置セム トスノL 場 合 ニ:(f. リテノ、設置摘要替

7 添1 1 f t シ機械取扱主任者ノ住所 、氏名 2土: 得隠ヲ

具シ 三 日n可= 其ノ旨l I l i 出ゲペシ

前 二項ノR i l 出= 胸シテノ、第四十一篠宮3問項ノ規

定 7 準用す

第一 項ノ基礎工事主任者叉ノ、第二項ノ機被取扱

主任者不適常 ト記、 ムル トキノ、英ノ後更 ヲ命 ズル

コトアル ペ シ

第五十二依 前 依 然一 項 ノ基礎 工 事主任者ノ、先/

事 項 ヲ迩守スペシ

一従業民ニ付テノ、激メ密師ノ診断 7 受ケシム

ルコト

二 作業停: 内 / 換 叙 ニ留意 シ泡' 1i ¥・ナノL 信 披 装 置

及照明技ｾ ＧＷ ｾ ス コ ト

三 適 時 作 業 室 内 ノχ 斯検査及従業員/ 携行品

検査ヲｾ ス コ ト

第五十三保 $ .'1，:十一線第二 項 ノ機 械取 扱 主 任 者

ノ、左ノ司王E買ヲ遵守スペシ

一 工 事 用 機 械ノ、狗立シ得 /1-構造 ト銭スカ又ノ、



第五十干 ｌ 保建築工事完ノ各｢ｽｾノ ー ］該鴬スノ ｌ 場

合 = 於 テノ、建築工事 / 中 止其ノ 他 必 要 ナ ノL 措 ・泣

7 命 ズ ル コ トア ル ベ シ

保 安 上 危 険 ト認ムル トキ

用
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使
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ス
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作
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ノ
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ハ
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効
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ハ
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柱
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ハ

也
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"
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門
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エ
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搭
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セ

ナ

第五十 四 俊本令］依リ建築手続 ＷＱｾ シ ｆ ノ ι 建築

物左ノ各銃ノー= 該' 1 . 1 ・スノι 揚 合 = 於テノ、其ノ i計

百J 、認可叉ノ、承認、 7 取消f スコ トア ノレペシ

申請 書、願書叉ノ、府 警 = rJ，i 侭 ノ 事 項 7 記載

シタノι トキ

起工期日 ヲ経 過 ス ノι コト百日 z シテ 仰 工 事

= 若手 セ ヂ ルトキ

三 竣功 ｪ 羽目ヲ将［品スノ ι コ ト 百 ヲ ｦ 十 日 ユシテ イｽｾ

竣功セザノι トキ

衛 生 上 有 害 ト夜、ムル トキ

法叉ノ、法 = 基キ テllit スノι 命 令 = 違 反 シ タル

トキ
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市街地建築物法施行細則改E 要旨

第 一 線 市 街 地 建 築 物 法 令ノ略稿用語= 付同法

令= 闘スノレ- wo規中ノ略稿用詑 トノ統- ' J 期スノレ

然現行規定ノ字句 7 修正セリ f苛市街地建築物法

第十四依ノ規定= 依J I . . 特殊建築物耐火構造規則

ノ略稿用 ｾ ｦｲ : 7 新= 定メ F リ

第 二 後 現行規定= 於テノ、工程凪呑モ所持軍野安芸

来 長 7 経 由 ス ル ヲ 嬰 ス ル 立 前 ナ ル モ 建 築 工 事 /

側 l骨ナ ノι 中間検奈/ 賀施; r f f [L答セノL 事例砂カラ

ザルエ 鐙ミ工 程 ｾ ＨＱ ＢｩＡｬＧ ｾ限リ直接 官隊］提出シ得

凡様改メ F リ

第 三 後現行規定ノ、同第十四僚第二E夏、第三十

二係第二項 及 第三十 三保第二項= 於テ夫々本俊

ト同意義/ 規定 7 錫セルモ腕係僚主買ノ総テ= 及

ポスヲ要スノレヲ以テ凋立候攻 トシ総則中ユ之 7

一括規定セ P

偽現行規定第三保ノ、月 I[i! j 、願出又ノ、脳出ヲ然ス

者未成年者叉ノ、禁治産者ナノレトキノ、其ノ法定代

理人 、E事禁治産者ナルトキノ、英ノ保佐人 、委ナ

ル トキノ、夫ノ連当日・ 7 要求セノι モ市街地建築物法

令ノ適用上 直接其ノ必要 Ｇｊｾ 忍 メズ特別 ノ事由ア

ル場合= ノ、第三十J i 依ヲ活用シ符ルア以テ手続

ノ簡保f '7 期ス ノレ銭之チ 削除 シタリ

第 阿 保 鋼 板 ノ 槌 打 加 工 7 鑓ス工場及舞踏揚ノ、

住居ノ安寧 Ｗ 苦＿スノ ι 皮アＯｾア以テ 一 般］住居地

域= 於ケノ，" 1制限建築物ト告書スア遡1 i i ・ト認メ之ヲ

主主加指定シ之= 伴ヒ現行規定第四依ノ字句 7 修

iE:!I fi 足セリ

ｾ Ｎ 沢俊 現行規定第五線 7 改正セノレモノ= シテ

其ノ主要ナノιE占及其ノ理由左ノ如シ

一 建築線計型 ｉ］Ｍ 於ケＯｾ街角努除ノ、現行規定第

宜保第二項ノ規定ノ活用= 依リ都市計塗= 於

ノι 街角努除= 胸スル標準 トノ均衡 7 考慮シ之ヲ

ケｪ［Ｂ ｲ 施シ来レノ ι ｅｦｲナノレ モ一 般的ｾＧｴｴ施スノｾ ' J 要

ス凡街角務除 7 個々ノ揚合= イ寸其ノ都度之ヲ指

定公示スノL ノ、事務ノ繁雑ヲ来シ適 首 ナノι ザノι ト

Jl !ff、街 角 殉 除 / 土 地所有椛者 = 及ボス影型車ノ重

大性= 鐙ミ激メ其ノ限度ヲ規定スル必要ア記、メ

!l /レト= 依 H新= 街角J i y 除= 闘スノι 規定ア設ケ

!l 9  
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置

貌

配
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文
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俊
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現

選
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セ
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ス
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腕

補

定

=

正

規

除

修

行

班

ヲ

現

角

勾

街

字

保

僚

メ

六

八

二

改

第

第

自

至

上本保= 移シタ ロ伺炭汎ナル建築線 ノ指定( 苦E

J ! 叉ノ、! 漫止〉ノ、其ノ影響ス ノレ Ffr甚大ナノレヲ以テ

' 6 i 該願書ノ審査ノ適T i i i 7 . J 釘スル銭願望} = = - 記載ス

ベキ事項 7 附カ日シ符ノL 様 改 メ之= 伴 ヒ依 項 及字

勾ノ修正納) E 7 鴛シ F リ

第 九 依 現 行 規 定 第 六 依 ト 同 意 義 ノ 規 定 ナ リ高

務簡捷ノ然沼知スベキ範閤ヲ必要限度= 縮少セ

リ

第 十 依 現 行 規 定 第 十 四 依 第二mＧＷｾ長文ノ配置

上本保= 移シ之= 伴 7 字句ノ修i E ＧＷ Ｑｾ シタリ

第 十 一 保 現 行 規 定 第 七 依 7 改正セルモノ= シテ

其ノ主要ナノι 車占及其ノ理由左ノ如l シ

一現行規定= 於テノ、総テノ建築線ノ位置額示

ヲ要求セル モ指定建築級以外ノモノ = 付其ノ

位 置 標示 7 要 求 スルノ、t J <' Gi . ナラ ズ且法第七依

ノ改正= 伴ヒ I]:V.I主困難ナノレ揚合ア ノι 7 以 テ 之

Ｇｊｾ 依殴セロ

二現行規定 ｾＱ ｴＺ テノ、建築線ノ位置標示 Ｗ 然ス

ペキ義務者ュ付疑義アリ取扱上不使ナル 7 以

テ之ヲ明確ナラシメタ リ

三 指定建築線ノ位. i ( [ ' 7 遇政= 保持スルノ、建築

取締上緊要ナル 7 以テ新= 第三B P 設ケタ リ

第十二4革 法第十俊ノ規定= 依ノL 壁 面 ノ 位 置 ノ 指

定ノ、倒係土地所有機者ユ及ポス影響甚大 ナルヲ

以テ其ノ都度之ヲ告示スノt カ又ノ、胸係土地所有

機者］沼知スル Ｗｾ 号常ト認メ新ュ本線 Ｗ 設ケタ

リ

第 十三保 施行規則第四依ノ改￮ｅｾ伴ヒ同僚第一

項ノ規定= 依リ建築物ノ敷地ノ、長 2 メー トル以

上道路敷地= 接スルヲ要スルコト、ナレノレモ一

般住家= 付此ノ原則ヲ適用 スルノ、事n上図1 Mt ナ

ノレペキ場合アノレヲ以テ新= 本保ヲ設ケ之ヲ緩和

スル諮 7 関キタロ

第 十 阿 保 本 依 然一環ノ、現行規定第八後ト同意味

ノ規定= シテ施行ノ経験= 鐙ミ字句ノ修正補足

ア袋シタリ

何土地ノ欣況其ノ他= 依リ施行令貫工十僚ノ主旨

= 鐙ミ現行規定第八依 = 拘ラ ズ更= 緩和スノレ ヲ

要スペキ揚合ア凡 7 以テ通貨似I f J シ符ノι 様 新 =

第二項ヲ設ケタ P

第十3 i . 俊現行規定第九保ト同意義ナ P 同依第一

統 = 於 ケ ル 道 路町 員ノ限度ノ、施行令第十内線ノ

主旨］鐙ミ泡ＧＱｩ ￬ ナラザルア以テ都市計 ｭｾ 於ケ

ル街路幅貝ノ槙準 7 照B! l i シ之 '7¥llCメF リ

( 縛奈川軍事庖) 3 3  



第 十 六 後 術 生 思想 ノ普及= 宇Il ヒ汲取 flli J j 斤= 防蝿

設備5 ' 1主ス向後t カラザノι モ 家 騒 辿 検 セ ノL こiて地ニ

了「 リテノ、可及的一般 = 之 ヲft 施セシムル ヲ泊Zt

ト記、メラル 、ヲ以テ新= - 1IJ. 取使J j f r ノ i坊蛸121t 目白 ユ

品目スノι 規 定 7 設 ケ F リ

第 十七 俊 古:j 僚 ト同様ノ窓味= イ六 リ新ュヲ1・戸ノ緋

建設備］闘スノ ι 規定ヲ設ケｾ 9  

ｴ ｾ Ｍ ｉ 八後 第 十 六 依 ト同 様 ノ 窓 味 = 依 P 新 = 建 築

物 ノ 防 鼠 設 備 = 闘スノL 規 定 7 設 ケタり

第 十 九 保 規 行 規 定 第 f 後 = 問 ジ

第 二 十 保 従 来 一様 ノ 建築物 トシテ叔!模大ナノι 木

症 ヲ ニ 係 以 上ヰ日連続シテ建築スノL 場 合 = 在 リテ

ノ、火災ノ際危険ナノ. 5' 以テ施行士Q.J tIJ 第 二十ブL僚

ノニ ノ規定 7 活 用 シ 個 々 ノ場合= 付施行規l ! IJ第

一 "卜ブL 伐 ノ 規 定 トノ 均 衡 ヲ モ 考 慮 シ其ノ卦j 向 笠

ヲ相 1:¥" 防 火的 効 力 7 有 スル モノタラシ ムノι カ叉

ノ、ｊＺｉ［ ノ ｉｈｊ 隔 Ｗ 迎ｾｾ Ｎ : . 保有 七 シメ来レノι J j frナノL モ

施 行 ノ経験 = 鐙 ミ其ノ準主主スベキJ j f r 5' 規定スノL

ＵＧ ｾＧＱｩ￭Ｇト訟メラ ノ Ｎ ;. =- i火リ新= 本保ヲ殻ケ F リ

ｊｬｾ 二 十一級 第 十 八 依 及 現行規 定 第 十一 依 ノ 規 定

ノ主旨 = 鐙 ミ「一 階 床 面 J 5' r地 盤 面 J = - 改メ

{ J /レノ外現 行 規 定 第 十 一 線 = 同 ジ

第 二 十二 依 現 行 規 定 第 十 二 佼 ト同 意 義 ノ 規 定 ナ

第 二 十三 保 防火地 直 内 ノ 仮 設 建 築 物 = 釣 シ テノ、

fj;l l々 ノ 場 合 =付 施行規則第百三十五: 依ノニノ規

定 = 依 P 其 ノ都度迎1¥' ・ナノι 紡泣ヲ 罰事ジ来レノ. J j f r

ナノレモ特= 本係各君主エ該' & スルモノ= 付 テノ、防

火 地 区 = 闘スノι 規 定 7 遡周ス/ . ノ、司刀工上凶難ナ

ノ ι ノミナラ ズ 率ロ之ヲ適 ｊ 日セＱＩＧノ ι ア安岱トｾＮ メ

ラルノレヲ 以テ ガ ｲ ］Ｍ 本保ヲ設ヶ ｾ ｨ 務ノ簡捷ＵＧ Ｑ 羽シ

ｾ＠ 9  

第 二 十 問 後 本 依 = 掲 グノι 建 築 物 =-q.; j シテノ、個々

ノ場合ニ 付 本 線 ト同 一 都刊'! ュユJ ! ; キmm::lf1力日ヲ命

ジ来 レノL 所 ナ ノレモ施行ノ怒験= 鐙ミ共ノ限度ヲ

規定スルヲ泡ｾｾ｜ Ｎト ｚ 昔、メ新］本保ヲ設ケ事務ノ ｩ 簡

捷5 ' 1切シタリ

第 二十 五 依 現 行 規 定 第 十三保 ト阿1主主主ノ規定ナ

リ 施 行 ノ 経 験 = 鍛 ミ 同 第 一 玖 / ｉｩ ｜ｩｬｬ ｾ 力 ］閥スノ ι

匹分 Ｗ 改 メ 之 ］ＭＱｾｬ 7 字句ノ修i E 納足ヲ鴛シ F リ

第 二 十 六 依 寒 冷 ノ 季 節 = 施工スル 「コ ' /! ' 9 -

ト」ノ狐度 = 付現行鋭定ノ 不世l i 7布Ii ノ、 y ガ気事rr

ニ本俊 7 設 ケ F リ

第 二十 七 僚 施 行 / ｩ ｄＮｾ＠ =- 鐙ミ 現行 規 定第 二 十依

3 4  (  奈川軍事晦〉

ヲ改芭セノι モノ ェ シ テ 其 ノ 主 要 ナ ル 貼 及 其 ノ 縄

出左ノ仰1シ

一 施行規J l IJ 第百同十 三f隊第一項 第 一披ノ、法第

十四僚ノ規定 ］Ｍ ｾＮｩ ｐ 命令ノ規定ノ適ｮｊＵＧ受ク

ノL 建築物ノ: 窓ナノL ヲ 以 テ 現 行 規 定 = 依 レ パ 製

校 、病 院 、市場民ノ 他 ノ公共 建 築 物 エ シ テ 耐

火 構 治 規ftl J ノ適用ヲ受ケ ザ ル モ ノノ、建築認可

ヲ要セザノレ立前ナ ル モ 其 ノ 建 築 物 ノ 性 質上 務

交ノ; 曲折i・7 期ス ル: ! ) . b要認、可建築物 ト録 ス ア 適

官 ト認、メガr=- : i 自力目指定セ リ伶 現 行 規 定 第 二 項

5' ｾｾｮｬｬ シ口一規定ノ徹底 ヲ 期スＧＢＱｩＮｴメ 一 括列示

セリ

ニ 現行規定ノ、木ｾ］Ｍ シ テ特］規模大 ナ ノ ｌ 建 築

物］付厨 ｩｬｐ 要求スル］止マルモ ｚ ｊｾ 前稿Ｚ査ノ

徽殴ヲ 期 スノι 然 襲 認 可 建 築 物 ト伐スヲ通常 ト

初、メラル ル ヲ以テ新= 第 三J J l 5' 設ケタ リ

第 二十 八俊 施行ノ ｪＧｕ［ｾ =- 彼 ミ現行規定第二一卜ニ

保 乃 ヨミ第 二十 内 線 ヲ 改疋 シ 本 線 = 一 括 セルモ /

ｺ シテ其Ｏ主要ナル型 ｉｾｩ 及其ノ理由左ノ如シ

一 、現行規定= 於テノ、防火地区 内 ノ建築物ノ、総

テ 建 築 認 可 申 諮 7 要スノル立前ナ/ . モ第二十三

候 第 一 統 及 第三盟主= 該' G¥- スルモノノ、建築認可

申諦ヲ省略セ ν ムノ ι ＵＧｾ号訴・ト認メラル、ＯＮ =-

依 リ91!-・rJ?，nJ 建築物ヨ リ之 ヲ除キ建築手綴 ノヨ

易 化 7 悶 v pl  9  

二 現行規定第 二 十二依 ｾＱ 一 号炉、焼失］付均衡

ヲ失スノι 民アノι ヲ以テ之 7 修 正 緩 和 シ 同 第 二

披ノ、事例少ク旦其ノ必要 7 認 メ ザ ル ヲ 以 テ 之

ヲ削除 k リ

三 現 行 規 定 第 二十 三僚 及 第 二 十 四 僚 ノ 主 旨 ノ

徹底5 ' ) 劉 スルj ;t m築 厨 出 ヲ 嬰 セザ ル建築物ノ

範 困 ヲ 適 宜 鍛 張 シ 建 築 手 綴 ノ 簡 易 化 ヲ 闘 リ F

第 二 十九 イ従 事t行先見定ts十 五 俊 及 第 十九後 ヲ ー 指

セルモノ= シテ其ノ改正ノ主要ナノι 鮎 及 其 / 理

由ti. ノ如シ

一 建 築 主 建 築 敷 地 ノ 所 有 権 者 二 非 ザ ル 場 合 其

ノj f 招 7 要求スル ハ市 街 地 建築 物 法 令 ノ 適 用

上 直 接 之 ヲ 必 要 トスル モ ノ = 非 ズ 特 別 ノ 事 由

アノL トキノ、適宜第三十J i . 依 7 活 用 シ 符 ノ'. 5' 以

テ建築手綴の簡易 化 ノ 錫 現 行 規 定 第 十 五 線 第

一羽］於ケル ｪｦ 来ーヲ撒駿シ摘 要 ｾＡ ｆ ］ 建築敷地

ノ賜腐関係ヲ 5日il武セシ ムノL 様 改メタ リ



ニ 現行規定第十五後第二荻ノ、他ノ官公怨ノ許

iiJ . 認可若ノ、承認ヲ要ス凡 モ ノ= 付テモ其ノ

君主舎潟ヲ 要求スル立前ナ ノL モ前 統 ト 同 様 ノ 理

由= 依 リ事務問視E ヒ知事ノ許可 、認可叉ノ、 承

認ヲ要スルモノ= 限定セリ

三 ｉｦｲｾ目緩和規定 ノ 適用アル市 ｮ ｬｊ ・ 村］施行規ｊｬ ｉｊ

第三主主ノ規定ノ適f . t - l アリタ凡場合ヲ考慮 v 本

依第三: g : ( =-1旦書 7 設ケタリ

第 三 十 後 現行規定第十六依ト同意義ノ規定ナリ

同僚第一税、第七鋭及第八鍛ノ、必ズ シモ 之 7 記

載セシム IL '7 嬰 七ザノι ヲ以テ手絞ノ i尚一向! I 鴛 之

7 削 除 シ之ュ 1* ヒ'4; I，'J I 修正納足' 7 j毛O/! i ' リ

第 竺十 一 俊 施 行 ノ 経 験 = 鑑 ミ 現 行 規 定 第 1- ヒ依

第 二銃ノ f旦舎 ノ主旨 7 同僚各総 ユ適用シ 1'.1ノL 様

改メ之］伴 Ｗ 字句ノ修正納足ヲｾシタリ

第 三十 二 依 現行規定第十八俊ト悶1主義ノ規定ナ

リ間後f旦書ノ規定チ依項/ 配置上其 Il l i i 段 7 本

保 第 三項 = 移シ其 / 後 段 ヲ 第 三 十 四 依 第 二 項 =

移シ ?l 9  

第三十三保 現行規定ノ、規模大ナ凡建築物叉ノ、特

殊ノ月J 主主=-f;共 スル建築物 7 建築セムト ス凡 場 合

= 於テノ、主主ノ建築申請書= 所定 ノ設計普 及 建 築

箇 面 7 全 部 添 附 セシ ムル立前ナ ル モ 短時 日 ニ 闘

係 図 書 7 調 製 スノレ コトノ事1史上困難ナル揚合ア

ルペタ且建築物ノ使用期日ノ遅速ノ、建築主= 重

大ナル影響ヲ及ボスモノナノレヲ以テ基礎工事等

= 付其 ノ 上 部 = 闘 スル図香ノ提出期日 7 延 期 ス

ノレ等適宜ノ 依件 ノ 下 = 建 築 申 請 書 7 受 理 シ 可 及

的資情= - ｊｩＡ ｐ スル扱ＧＷｾスヲ妥Ｇｩｩｲト ［ｲ［｡Ｎメ 新］本依

7 設 ケ ?l リ

第 三 十 四 僚 現行規定第二十 一 候 ト同意義ノ規定

ナリ届出期日= 関スル制限ノ、新= 第四十 三依ア

設ケダノι 関 係 と 之 7 自IJ 除セリ f古I木造建築物ニ シ

テ規模小ナノレモノ= 付手綴1 1 ' 111似 2士事務 ノir1i t走

ヲ期スｊｴＮｾ設 計書 Ｗ 要セザ ａ 綴之 Ｗ 吹メタリ

第 三 十 五 依 建築申前叉ノ、建築届 ］ 付特 ｾｐｦｲ 定ノ

闘番以外ノモノ 7 要 七 凡 場 合 ア ル ペ キ ヲ 以 テ 家f

z 本 俊 7 設ケタリ

第三十 六俊 関 係 規 定 ノ 改 正 = 伴 ヒ 一 部 字 句 ヲ 修

E セル外現行規定第二十六俊= 同ジ

第 三 十 七 俊 関係規定ノ改革= 伴 ヒ一部字句 7 修

l Eセ ノι 外 現 行 規 定 第 二 十 七 保 = 問ジ

第 1・l 八 依 現 行 規 定 第 二 十 五 俊 及 第 二 十 八 僚 ヲ

一括シテ改正セルモノ = シテ其ノ主要ナル思占及

其 ノ 辺 自 左 ノ 如 ν

一 施 行 規)llJ 第百四十三保 7 除 キ 市 街 地 建 築 物

法令］依リ知事ノ許可認可叉ノ、承認 Ｗｾ スノレ

モ ノノ手綴ュ付建築認可申訪= 封ス I L 規 定 7

幣用 スノレノ、安' i i i ' ナラズ一般= 之 7 緩和スノL ヲ

泡 Ｑｾ｜ ト ｆ ｊＧｊＮ メ ＿ｬ ｬ レユ依リ現行規定第二十五依 Ｗ

2ド依第一羽ノ如? ¥l l c メ之= 伴ヒ新 = 本 線 第 四

: g: ( ' 7段ケ ?l 9  

ニ 施 行 令 第 二 十 六 依 ノ 規定 =依ル才i 可 願 = 付

比/ 務3 ' f : ノ通路 7 期ス J L 1秀新 ニ本依第二羽ヲ

1l 1t ケタリ

こそ 現行規定第二十八依= 封スノι 法 的 根 銭 z 付

其 ノ不世j j 7 制ノ、ンガ震新= 本保第三E真7 設ケ

F り

四 本保第五項ノ、 現行規定第二十 八 僚 卜 同 意 義

ナ リ闘係規定ノ改正二伴ヒ字句 7 修正セノL /  

第三十ブd! 転 現行規定第 三十 依 ( 第三項 7 除ク〉

及 第三十 一候 7 一 括セルモノ= シテ闘{ 系候: g : ( ノ

改正ュ{ 宇 7 字 句 ノ 修正 7 銭シ ?l J L ノミ

第 四 十 保 木 俊 第一 環ノ、 m行 規 定 第三 十依 第三項

ト同意義ナリ現行規定ノ、建築申市 ｜ｪ 叉 ノ、ｾ築届 Ｗ

安 セザ IL ill 築 物 = シテ 別 二番街地 主II 築物法令ユ

依 り 許 可、段、可又ノ、承認' 7! l l ' スノレモノエイす竣功

届 ヲ 要 求 セルモ其ノ事例砂ク且其ノ必要 7 fi;{t. メ

ザノレ 7 以テ之ヲ 撤燦セ P 要 届 出 建築 物 / 砧 築 工

事竣工シ其ノ届出アリ F ノL 場 合 = 於 テ モ 法 令 通

用 k 支障ナ キ トキノ、第 三十七俊 ( 現行 規 定第 二

十 七 依 〕 ノ 規 定 トノ均衡 上 竣功届 済 芯 7 交付ス

ル ヲ妥iWトa;g. メラノι 、= 依リガr=- 第二: g: ( ' 7設ケ

F リ

第 四 十 一 線 軍現行規定第三 十二保乃至第 三十 五 依

ト同意義ノ規定ナリ闘係 保 瑛 / 改正 =-1キヒ且施

行 ノ 経 験 = 鑑ミ 之 7 一括 シ字句ノ修正tlfi 足' 7 j号

シF リ鈎極微ナノL 設 計 愛 更 = シテ市 街 地主tt 築物

法令適用上支障ナキモノ= 付テノ、事務f筒徒上之

ガ手綴 7 省略シ得ノL 泣ヲ倒キ ?l 9  

第四十二 僚 主tt 築 認 可 設、 建築居済澄又ノ、 i司 可 (

認可若ノ、承認〕詮 ノ交付 7 受ケタ ノレ建築物 / 処

築際総= 付テノ、建築工事着手 ノ前後 7 問 ハ ズ 届

出 7 鴛サシムノレア受賞ト認メラルルユ依リ且闘

係後! i ' ( ノ改定= 伴ヒ現行規定第三十 六 依 7 修 正

補 足 セ リ
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木 造 = 非ザル建築物ノ除却工事ノ、保安 上危険 ノ 定メ F リ

民アルノ ミナ テズ特 = 一部ノ除却工事ノ、残存部 . 第 五 十 後 建築工事= 附随ス凡 特殊ノ 作 業 ユシテ

ノ構造強度= 影響ヲ 2土ポス成アルヲ以テ激メ若年・ お シ キ騒音叉ノ、震動 ヲ霊童スル 良 アルモノユ付テ

査スノレヲ主主蛍 トwg、メ革ff = 第三 羽ヲ役ケ F リ ノ、 相 官 ノ取締 7 儀ス必要アルヲ以テ新 = 本伐ヲ

第四十三 依 現行 規 定 第二十一俊ノ、要届出建築物 設ケ夜 fl:] 作業 ノ 禁止 其 ノ他 必要ナ ノιι 措' tll_ 7 命 ジ

= 付其 ノ届 :11期日 7 却l 一的 = 工事活手前 十日 = 得 ノι コトト鵠シ ?l Y  

制 限セノ・1器泊法ナノι 建築物= シテ. ¥J l : 築居済詮ノ 第 五 十 一 保 建 築 工 事 = 附随ス ノL 潜| 菌作業叉ノ、機

交付アリタ ノレモノ= 於テ モ局 U1 後十日ヲ経過ス 械 作 業 = 依ノι 災)-tj・ノ、共/ 事例砂カ ラズ且 J : t . ノ影

ノι = 非ザレパ共ノ工事 = 完苦手 スノ. 7  ｾ 号ズ Ｑ Ｚｴ献］ 宅事 スノι lfr 甚 大 ナリ 之= 童話 シ相官t取 締 ヲ録 ス 必 要

即 セザノι mアリ且適法ナ テザノH . l l : 築物=於テモ アルヲ以テガr=本依ヲ設ケ事前監督 7 鴛スコト

届出後十日 7 経 過 セル場合= ノ、 其 / 工事= 着手 トセリ

セノι 事 例1 t j ; カラズ事前!rj[_ 骨 ノ主 旨=i I ¥IJノ、ザノι 成 第五十二後及第五. 十三僚 前依ト同様ノ理i . l ! = 依

アノι 7 以 テ届出 j明日= 闘スノL 制限 7 11彼自主シi ' t 'i 1;  ｙ 新 ］ 本保 Ｗ 設ケ災 ［ｴｪＺ 防止上作業主任者 の ｪ ｴＡｾＡ

Ｈ Ｑ ＼｝ ］ 工事若手 期日 ヲ制限スルヲ安ｾｾＮ ト ｬ￮， ￭ｩ ， メラル スペキ事現p 定 メタ リ

ノ・ =1f:{ Y 建築居済没 / 交イ寸前J毛ノ工 事 = 着手シ 第五十閤俊 一部字句 7 修正布Ii 足セ ル ノクト現行士1，1.

ｱｾｉ ，Ｎｾ ノ ｌ 立前 トナシ細微ユシテ法令［也川上支障ナ 定第間十依= 同ジ

キモノノ、ＧｬｬｩＮ ｾ支 官｜ｊＮｬＺ又ノ、｜ｫ員ノ承辺、 Ｗ 受ケ随時エ 第五 ー ｦ Ｇ Ｓ ￯Ｎｾ長現行規定第四十一後 ト 同意義ナリが ｉ

事ュ活手シ得ノι 滋ヲ開キタリ ;  工事ノ rlJ 止兵 / 他 ノ措 置ノ、第二十八後第 只可l =

第 四卜四依 建築主主J l 築工事 ノ管! ' 1i 7録ス 能ノ、ズ U '主tii ・ス，. 建築物ノ建築工事= 付テモ之 7 命ズル

且司 ｾｴｴ 上ノ管理者 切カ ナラザノ ι 場合叉ノ、規模 大 ・ 必嬰アルペキヲ以 テ之ユ伴ヒ字句 ノ修正補足ヲ

ナノ. . ¥J l : 築工事特殊ノ工法= 依凡建築 工事毒事ニ シ ー Ｑｾ シ ｆ リ

テ特 別 ノ 技 能 7 有ス ノ. = 非ザレパ工事ノ智理 7 ・第五十 六依 現 行規 定 第三十七依ノ、建築工事中ノ

: 1%ス能ノ、ザノι 揚合エノ、取扱l " . 不[ l l [ 砂ラズ延テノ、 建築物父ノ、 ｩｬｬ 築工 Ｚ ｣ ｨ ］ 完苦手セザ ルモ設計ア ノ ι ｾ
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